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１.業務概要 

1.1 業務目的 
本業務は、常磐公園及び整備予定堤防部において、植物調査、鳥類調査、哺乳類調査、昆虫類調査、

魚類調査、土壌調査、及び、微気象調査を実施し、常磐公園再整備に向けて、以下について把握ある

いは検討を行うための調査を実施することを目的とする。 

① 常磐公園内及びその周辺の生物相の現状の把握 

② 生物多様性と生態系の特性の把握 

③ 常磐公園の自然の改善の検討 

④ 改修事業（堤防の緩傾斜化、危険木・老木の伐採等）の公園内の生態系への影響の把握 

⑤ 市民の利用と常磐公園の自然の関係把握とその改善の検討 

業務の実施にあたっては、既往の整備計画（「常磐公園改修事業基本計画」、「堤防の緩傾斜化整

備計画」）、旭川市で実施された自然環境調査等の既往資料、常磐公園の背景（公園や堤防上の樹木

の老朽化問題や公園の歴史や市民の声など）等を理解するとともに、ワークショップ等における有識

者等の意見を踏まえて実施する。 
環境調査の実施及び結果を整理するにあたり、以下に注目する。 
・旭川市の他の都市公園や河川緑地等と常磐公園内の生物相の比較 
・場の水平的、垂直的な環境構造 
・食物連鎖 
・動物の移動経路 
・緑のネットワークとしての常磐公園の生態系の位置づけ 
 

1.2 業務対象地域及び工程 
業務対象地域は、図 1.2-1 に示すとおりである。また、調査工程表を表 1.2-1 に示した。 
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図 1.2-1（1） 業務箇所位置図 

凡例     業務対象地域  

図 1.2-1（2） 業務箇所位置図（空中写真） 
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■初回：秋季調査開始前（平成 25 年 10 月 18 日） 

本業務の環境調査の内容（調査方法や調査の考え方等）について検討した。 

■2 回目：冬季調査開始前（平成 25 年 12 月 11 日） 

秋季調査結果について報告し、有識者の意見や要望について伺うとともに、冬季調査について

検討した。 

■3 回目：総括報告時＜中間＞（平成 26 年 3 月 8 日 本日のワークショップ） 

秋季から冬季の調査結果の総括について報告し、有識者の意見や要望について伺うとともに、

次年度調査（春から夏の調査）について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■4 回目：春季調査開始前（平成 26 年 5 月 24 日） 

過去の調査結果を踏まえて、環境調査の項目や内容（調査方法や調査の考え方など）について

検討した。 

 

■5 回目：夏季調査開始前（平成 26 年 7 月 15 日） 

春季調査結果について報告し、有識者の意見や要望について伺った。 

 

■6 回目：総括報告時（平成 26 年 10 月 17 日） 

調査結果の総括について報告し、有識者の意見や要望について伺った。 
 

■7 回目：モニタリング等の検討（平成 27 年 2 月 16 日） 

調査結果の総括を受け、今後のモニタリング等に関し、有識者の意見や要望について伺った。 
 

表 1.2-1 調査工程表

本業務の実施にあたり、以下のとおりワークショップを行い、業務計画、調査内容、調査方法等について有識者と意見交換を行うとともに、調査分析を行う際の参考とした。 
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表 1.3-1 調査概要 

 
項 目 時 期 回数等 備 考 

調査準備 平成 25 年 9月下旬～10月下旬 1 式 － 

平成 26 年 4月～5月 1 式 － 

調査・データ整理 

①植物調査 平成 25 年 10 月下旬 1 回 秋季調査（2日） 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 7月 

2 回 
春季調査（2日） 
夏季調査（2日） 

②鳥類調査 平成 25 年 10 月下旬 
平成 25 年 12 月上旬 
平成 26 年 2月上旬 

3 回 
秋季調査（2日） 
冬期調査（2日） 
冬期調査（2日） 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 6月 
平成 26 年 7月 

3 回 
春季調査（2日） 
春季調査（2日） 
夏季調査（2日） 

③両生類・爬虫類・哺
乳類調査 

平成 25 年 10 月下旬 
平成 26 年 1月下旬～2月上旬 

2 回 
秋季調査（3日） 
冬季調査（3日） 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 7月 

2 回 
春季調査（3日） 
夏季調査（3日） 

④魚類調査 平成 25 年 10 月下旬 1 回 秋季調査（2日） 

平成 26 年 6月 1 回 夏季調査（2日） 

⑤昆虫類調査 平成 25 年 10 月上旬 1 回 秋季調査（3日） 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 8月 

2 回 
春季調査（3日） 
夏季調査（3日） 

⑥土壌調査 平成 25 年 10 月下旬 1 回・5箇所 秋季調査（2日） 

平成 26 年 7月 1 回・2箇所 夏季調査（1日） 

⑦微気象調査 平成 25 年 10 月下旬 
平成 26 年 1月下旬～2月上旬 

2 回・2箇所 
秋季調査（連続 7日） 
冬季調査（連続 7日） 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 8月 

2 回･2 箇所 
春季調査（連続 7日） 
夏季調査（連続 7日） 

ワークショップ 平成 25 年 10 月上旬 
平成 25 年 12 月中旬 
平成 26 年 2月下旬 

3 回 

1 回：秋季調査開始前 
2 回：冬季調査開始前 
3 回：総括報告(中間)時

平成 26 年 5月 
平成 26 年 7月 
平成 26 年 10 月 
平成 27 年 2月 

4 回 

4 回：春季調査開始前 
5 回：夏季調査開始前 
6 回：総括報告時 
7 回：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検討時 

 

 

 

1.3 準拠する基準等 
本業務の実施にあたり準拠する技術基準等は、次のとおりである。 

 環境影響評価に関する技術的方法等の一般的指針 

 道路環境影響評価の技術手法 第 1～3巻（財団法人 道路環境研究所） 

 河川水辺の国勢調査 基本調査マニュアル 

 文化財保護法(昭和 25 年 法律第 214 号) 

 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成 4年 法律第 75 号) 

 文化財保護条例(昭和 30 年 北海道条例第 83 号) 

 北海道希少野生動植物の保護に関する条例(平成 13 年 北海道条例第 4号) 

 レッドデータブックに記載すべき日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト(環境省 最新版) 

 北海道の希少野生生物 北海道レッドデータブック (北海道 2001) 

 北海道の道路緑化に関する技術資料 (寒地土木研究所 2011) 

 土壌及び作物栄養の診断基準 (北海道中央農業試験場 1992) 

 緑化事業における植栽基盤整備マニュアル (日本造園学会 2000)  

 地上気象観測指針 (気象庁 2002) 
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2. 調査内容 
本業務の調査内容は以下のとおりである。 
 

2.1 植物調査 

(1) 調査方法 

1)植物相調査 

調査範囲全域を踏査し、環境区分ごとに植物相を把握する。 
公園内については、図 2.1-2 に示すように公園内をゾーン区分して樹木の分布状況や胸高直径等が

把握されていることから、これらのゾーンごとに、林床の植物相の確認を行う。また、公園内の池や

水路では、水生植物を採集して確認する。水深が深い場所では、竿に熊手を装着し、水生植物を引っ

かけて採取する。なお、必要に応じてボートを利用する。 
また、現地調査によって以下に示す「環境省レッドリスト」、「北海道レッドデータブック」等の

掲載種である重要な種及び特定外来種を確認した場合は、確認位置を記録するとともに、個体数、生

育状況、及び生育環境を記録する。 
なお、植物相の補足及び植生や景観の経年変化を視覚的に示すため、景観パノラマ写真を撮影する。 
 

■ワークショップ意見を踏まえた調査の注意点 

・調査時に同定等疑わしい種は写真撮影、個体の採取、標本の作成により根拠を明確にする。 

・水生植物の外来種（要注意外来生物）であるハゴロモモ（Cabomba caroliniana：グリーン・カボン

バ、熱帯魚用水草）の確認を行う。 

・哺乳類、鳥類が利用する樹洞のある樹木について、その位置、樹洞の状態、利用状況について把握す

る。（平成 25 年度成果の修正と追加） 

■重要性な動植物選定基準 

① 文化財保護法(昭和 25 年 法律第 214 号) 
特：特別天然記念物、天：天然記念物 

② 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成 4年 法律第 75 号) 
特内：特別国内希少野生動植物種、内：国内希少野生動植物種 

③ 文化財保護条例(昭和 30 年 北海道条例第 83 号) 
道：道指定天然記念物、市：市指定天然記念物 

④ 北海道希少野生動植物の保護に関する条例(平成 13 年 北海道条例第 4号) 
特：特定希少野生動植物、指：指定希少野生動植物 
⑥  「レッドデータブックに記載すべき日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 
(環境省レッドリスト)」(環境省 2012、2013) 
CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、 
LP：絶滅の恐れのある地域個体群 

⑦  「北海道の希少野生生物 北海道レッドデータブック 2001」(北海道 2001) 
Cr：絶滅危機種、En：絶滅危惧種、Vu：絶滅危急種、R：希少種、Lp：地域個体群、N：留意種 
 

2)コドラート調査及び断面調査 

ゾーンごとに植物相を確認後、代表的な環境区分ごとに、コドラート調査を行い、その断面構造図

を作成する。 
現在想定しているコドラート調査を行う環境区分としては、図 2.1-3 に示すように、以下の 5 つ

（水域を除く）である。 

 
 

 A ブロック：公園の土手の部分で、下草はあまり刈られていない区域。 
 B ブロック：石狩川の河川敷の区域。ヤナギやヨシなどが生育し、水際のため洪水による撹乱を

常に受けている区域。 
 C ブロック：公園内のゾーン 2-6 の区域の一部。樹木や下草が D,E より多い区域。 
 D ブロック：公園内で樹林のない区域。下草は芝でほぼ刈られている区域とグラウンド(裸地)。 
 E ブロック：公園内で樹林はあるが、下草はほぼ刈られている区域。 
 水   域：千鳥ヶ池とそれに続く水路 
  

(2) 調査時期 

植物調査の調査時期は、表 2.1-1 に示すとおり春季(5 月)と夏季(7 月)とした。 

 

表 2.1-1 植物調査時期及び設定根拠 

調査方法 調査時期 調査 
回数 設定根拠 

植物相調査 

コドラート調査

及び断面調査 
 

平成 25 年 10 月下旬 
1 回 

(2 日) 
秋季 

秋季に確認適期の植物を確認する

ため。 

平成 26 年 5月 

平成 26 年 7月 

2 回 

(各 2 日) 

春季 
春季に開花する種がピークに達す

る時期である。 

夏季 
夏季の植物相を把握するのに適し

ていると考えられる。 

 

(3) 調査範囲 

植物調査の調査範囲は、図 2.1-1 に示すとおりである。 
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図 2.1-1 植物調査範囲及び環境区分 

Ｄブロック

Ｅブロック

千鳥ヶ池

水路

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック

凡例     植物調査範囲 

    ■  コドラート位置 

       断面位置 

Ｂブロック 

Ｅブロック 

Ａブロック 

Ｃブロック 

Ｄブロック 

水 域 

Ａ2 
Ａ3 

Ａ1

Ｅブロック 
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(1) 調査結果概要 

1)確認種 
表 2.1-2 に示すとおり、H25 秋季、H26 春季、H26 夏季の 3季調査で合計 90 科 361 種の維管束植物

が確認された。 

ブロック別にみると、環境の違いにより A～Eの 5つに分けたが、C,D,E ブロックについては、植物

相としてほぼ同様とみなせるため、同一区分とした。 

ブロック別にみると、A ブロックは 70 科 239 種、Bブロックは 43 科 91 種、CDE ブロックは 77 科

26 種である。なお、ブロック別植物リストは表 2.1-3(1)～(5)に示しておく。 

表 2.1-4 に示すように、A（公園の堤防の緑地部分）と B（石狩川の河川敷）、C,D,E（公園内）で

植物相を Jaccard 類似度 で比較すると、A と B の間では 0.21、B と C,D,E の間で 0.16、A と C,D,E

の間で 0.43 となり、河川敷の B 地点は公園内と種類組成がかなり異なる。これは、B地点が河川敷で

あり、流水により攪乱が起きることにより生育可能な種が限られること、また、公園内は、洪水等が

なく、環境が安定していること、植栽などにより持ち込まれた種類が多いことなどが原因であると考

えられる。 

 

表 2.1-2(1) ブロック別植物リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.1-3(1) ブロック別植物リスト 

H25 H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

1 トクサ スギナ Equisetum arvense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 チャセンシダ コタニワタリ Asplenium scolopendrium ○ ○ ○

3 オシダ オシダ Dryopteris crassirhizoma ○

4 ジュウモンジシダ Polystichum tripteron ○ ○ ○

5 ヒメシダ ミヤマワラビ Thelypteris phegopteris ○ ○

6 メシダ エゾメシダ Athyrium brevifrons ○ ○ ○ ○

7 ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ○

8 クサソテツ Matteuccia struthiopteris ○ ○ ○ ○

9 イチョウ イチョウ Ginkgo biloba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 マツ アカトドマツ Abies sachalinensis ○ ○ ○ トドマツ

11 カラマツ Larix kaempferi ○ ○ ○

12 ヨーロッパトウヒ Picea abies ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 アカエゾマツ Picea glehnii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 エゾマツ Picea jezoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 プンゲンストウヒ Picea pungens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 バンクスマツ Pinus banksiana ○ ○ ○

17 チョウセンゴヨウ Pinus koraiensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 モンタナマツ Pinus mugo ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ヨーロッパクロマツ Pinus nigra ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 リギダマツ Pinus rigida ○ ○ ○

21 ストローブマツ Pinus strobus ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ヨーロッパアカマツ Pinus sylvestris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 スギ メタセコイヤ Metasequoia glyptostroboides ○ ○ ○

24 ヒノキ サワラ Chamaecyparis pisifera ○ ○ ○

25 ヒヨクヒバ Chamaecyparis pisifera var.filifera ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 カイヅカイブキ Juniperus chinensis cv.pyramidalis ○

27 ハイネズ Juniperus conferta ○

28 ビャクシン属の一種 Juniperus sp. ○

29 ニオイヒバ Thuja occidentalis ○ ○ ○ ○

30 コノテガシワ Thuja orientalis ○ ○ ○

31 イチイ イチイ Taxus cuspidata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 キャラボク Taxus cuspidata var.nana ○

33 クルミ オニグルミ Juglans ailanthifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 ヤナギ エウロアメリカポプラ Populus x euroamericana ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 ドロノキ Populus maximowiczii ○ ○ ○ ○ ○

36 セイヨウハコヤナギ Populus nigra var.italica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 シダレヤナギ Salix babylonica var.lavalle ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 シロヤナギ Salix jessoensis ○ ○ ○ ○

39 エゾノカワヤナギ Salix miyabeana ○ ○

40 エゾノキヌヤナギ Salix petsusu ○ ○ ○

41 エゾヤナギ Salix rorida ○

42 オノエヤナギ Salix sachalinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 タチヤナギ Salix subfragilis ○ ○

44 カバノキ ケヤマハンノキ Alnus hirsuta ○ ○ ○

45 シラカンバ Betula platyphylla var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 ブナ クリ Castanea crenata ○ ○ ○ ○ ○

47 ミズナラ Quercus crispula ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 カシワ Quercus dentata ○ ○ ○ ○

49 ニレ ハルニレ Ulmus japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 ケヤキ Zelkova serrata ○ ○

51 クワ ヤマグワ Morus australis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 イラクサ ミズ Pilea hamaoi ○

53 アオミズ Pilea pumila ○ ○

54 エゾイラクサ Urtica platyphylla ○

55 タデ ミズヒキ Antenoron filiforme ○ ○ ○ ○ ○

56 ヤナギタデ Persicaria hydropiper ○

57 オオイヌタデ Persicaria lapathifolia ○ ○

58 イヌタデ Persicaria longiseta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 タニソバ Persicaria nepalensis ○ ○

60 サナエタデ Persicaria scabra ○ ○

61 アキノウナギツカミ Persicaria sieboldii ○ ○

62 ミゾソバ Persicaria thunbergii ○

63 ハイミチヤナギ Polygonum arenastrum ○ ○ ○

64 ミチヤナギ Polygonum aviculare ○ ○ ○ ○

65 ケイタドリ Reynoutria japonica var.uzensis ○ ○

66 オオイタドリ Reynoutria sachalinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 ヒメスイバ Rumex acetosella ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana ○

70 ヤマゴボウ Phytolacca esculenta ○

71 スベリヒユ スベリヒユ Portulaca oleracea ○ ○ ○ ○

72 ナデシコ ナデシコ科の一種 Caryophyllaceae sp. ○

73 ミミナグサ Cerastium holosteoides var.angustifolium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 ツメクサ Sagina japonica ○ ○ ○

75 マツヨイセンノウ Silene alba ○ ○ ○

備考

A1

H26 H26 H26 H26 H26 H26

BA3A2 D、EC

学名No. 科和名 種和名

 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

Ⅰ 1科 1種 科 種 5科 8種 5科 8種

Ⅱ 4科 8種 3科 7種 5科 24種 5科 24種

離弁花類 Ⅲ 39科 122種 25科 45種 44科 131種 50科 179種

合弁花類 Ⅳ 16科 65種 12科 28種 14科 67種 17科 87種

Ⅴ 10科 43種 3科 11種 9科 36種 13科 63種

70科 239種 43科 91種 77科 266種 90科 361種合　　　計

合計

シダ植物

種子植物

裸子植物

被子植物
双子葉類

単子葉類

分　　　類
A B C、D、E
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表 2.1-3(2) ブロック別植物リスト 

H25 H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

76 ナデシコ ムシトリナデシコ Silene armeria ○

77 ウスベニツメクサ Spergularia rubra ○ ○ ○

78 ウシハコベ Stellaria aquatica ○ ○ ○

79 ナガバツメクサ Stellaria longifolia ○

80 コハコベ Stellaria media ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 アカザ シロザ Chenopodium album ○ ○ ○ ○

82 アカザ Chenopodium album var.centrorubrum ○ ○

83 ヒユ イヌビユ Amaranthus lividus ○

84 モクレン ホオノキ Magnolia hypoleuca ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 モクレン Magnolia liliflora ○

86 コブシ Magnolia praecocissima ○

87 キタコブシ Magnolia praecocissima var.borealis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 マツブサ チョウセンゴミシ Schisandra chinensis ○

89 カツラ カツラ Cercidiphyllum japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 キンポウゲ フクジュソウ Adonis ramosa ○ ○

91 ニリンソウ Anemone flaccida ○

92 オダマキ Aquilegia flabellata var.flabellata ○ ○ ○

93 キツネノボタン Ranunculus silerifolius ○

94 メギ メギ Berberis thunbergii ○ ○ ○

95 スイレン スイレン Nymphaea hybrida ○ ○ ○

96 ドクダミ ドクダミ Houttuynia cordata ○ ○ ○ ○ ○

97 ボタン ボタン Paeonia suffruticosa ○ ○

98 ツバキ ナツツバキ Stewartia pseudocamellia ○ ○ ○

99 オトギリソウ オトギリソウ Hypericum erectum ○

100 ケシ クサノオウ Chelidonium majus var.asiaticum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 アブラナ ハルザキヤマガラシ Barbarea vulgaris ○ ○ ○

102 ナズナ Capsella bursapastoris var.triangularis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

103 タネツケバナ Cardamine flexuosa ○

104 コンロンソウ Cardamine leucantha ○

105 オオバタネツケバナ Cardamine scutata ○ ○

106 マメグンバイナズナ Lepidium virginicum ○

107 スカシタゴボウ Rorippa islandica ○ ○ ○ ○ ○

108 キレハイヌガラシ Rorippa sylvestris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

109 スズカケノキ モミジバスズカケノキ Platanus acerifolia ○ ○ ○ プラタナス

110 ベンケイソウ ウスユキマンネングサ Sedum hispanicum ○

111 ツルマンネングサ Sedum sarmentosum ○ ○ ○ ○

112 ユキノシタ ヒマラヤユキノシタ Bergenia Stracheyi ○ ○

113 アジサイ Hydrangea macrophylla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

114 ゴトウヅル Hydrangea petiolaris ○ ○ ○

115 フサスグリ Ribes rubrum ○ ○

116 マルスグリ Ribes uvacrispa ○

117 バラ キンミズヒキ Agrimonia japonica ○ ○

118 クサボケ Chaenomeles japonica ○

119 ボケ Chaenomeles speciosa ○ ○ ○

120 ベニシタン Cotoneaster horizontalis ○ ○

121 エゾサンザシ Crataegus jozana ○ ○ ○

122 オランダイチゴ Fragaria chiloensis var.ananassa ○

123 エゾクサイチゴ Fragaria yezoensis ○ ○

124 オオダイコンソウ Geum aleppicum ○ ○

125 カラフトダイコンソウ Geum macrophyllum var.sachalinense ○

126 ヤマブキ Kerria japonica ○ ○

127 エゾノコリンゴ Malus baccata var.mandshurica ○ ○ ○ ○ ○

128 リンゴ Malus pumila var.domestica ○ ○ ○

129 ズミ Malus toringo ○ ○

130 ミツモトソウ Potentilla cryptotaeniae var.insularis ○

131 キンロバイ Potentilla fruticosa var.rigida ○ ○ ○ ○

132 セイヨウミザクラ Prunus avium ○ ○ ○

133 シダレザクラ Prunus itosakura ○ ○ ○ ○ ○ ○

134 サトザクラ Prunus lannesiana ○ ○ ○ ○ ○

135 ミヤマザクラ Prunus maximowiczii ○ ○

136 ウメ Prunus mume ○ ○ ○

137 ナシ Prunus pyrifolis ○ ○ ○ ○ ○

138 スモモ Prunus salicina ○ ○ ○ ○

139 エゾヤマザクラ Prunus sargentii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

140 ソメイヨシノ Prunus x yedoensis ○

141 ノイバラ Rosa multiflora ○

142 ハマナス Rosa rugosa ○ ○

143 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ○

144 アズキナシ Sorbus alnifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○

145 ナナカマド Sorbus commixta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

146 エゾシモツケ Spiraea media var.sericea ○ ○

147 ユキヤナギ Spiraea thunbergii ○ ○ ○ ○ ○

148 マメ ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii var.japonica ○

149 ヤマハギ Lespedeza bicolor ○

150 イヌエンジュ Maackia amurensis var.buergeri ○ ○ ○

B C D、E

備考H26 H26 H26 H26

A1 A2

H26 H26

A3

学名No. 科和名 種和名

 

 表 2.1-3(3) ブロック別植物リスト 

H25 H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

151 マメ コメツブウマゴヤシ Medicago lupulina ○

152 シロバナシナガワハギ Melilotus officinalis ssp.alba ○

153 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

154 クスダマツメクサ Trifolium campestre ○

155 ムラサキツメクサ Trifolium pratense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

156 シロツメクサ Trifolium repens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

157 クサフジ Vicia cracca ○ ○

158 フジ Wisteria floribunda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

159 カタバミ カタバミ Oxalis corniculata ○ ○ ○

160 エゾタチカタバミ Oxalis fontana ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

161 フウロソウ ゲンノショウコ Geranium thunbergii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

162 トウダイグサ エノキグサ Acalypha australis ○

163 ウルシ ツタウルシ Rhus ambigua ○ ○

164 カエデ ハウチワカエデ Acer japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○

165 トネリコバノカエデ Acer negundo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

166 オオモミジ Acer palmatum var.amoenum ○ ○ ○

167 チリメンカエデ Acer palmatum var.dissectum ○ ○ ベニシダレ

168 ヤマモミジ Acer palmatum var.matumurae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

169 ノムラカエデ Acer palmatum var.sanguineum ○

170 エゾイタヤ Acer pictum f.mono ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

171 アカイタヤ Acer pictum ssp.mayrii ○ ○ ○

172 トチノキ トチノキ Aesculus turbinata ○ ○ ○

173 ニシキギ ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus ○ ○ ○

174 ニシキギ Euonymus alatus ○

175 コマユミ Euonymus alatus f.ciliatodentatus ○ ○ ○

176 ツリバナ Euonymus oxyphyllus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

177 マユミ Euonymus sieboldianus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

178 ツゲ ヒメツゲ Buxus microphylla ○ ○ ○ ○ ○

179 フッキソウ Pachysandra terminalis ○

180 ブドウ ノブドウ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla ○ ○ ○ ○

181 ヤブガラシ Cayratia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

182 ツタ Parthenocissus tricuspidata ○ ○

183 ヤマブドウ Vitis coignetiae ○ ○

184 ブドウ Vitis vinifera ○ ○ ○

185 シナノキ シナノキ Tilia japonica ○ ○ ○ ○ ○

186 オオバボダイジュ Tilia maximowicziana ○ ○ ○ ○ ○

187 アオイ タチアオイ Althaea rosea ○ ○ ○ ○ ○ ○

188 ムクゲ Hibiscus syriacus ○ ○ ○

189 ジャコウアオイ Malva moschata ○

190 ゼニアオイ Malva sylvestris var.mauritiana ○

191 グミ ナツグミ Elaeagnus multiflora var.crispa f.orbiculata ○ ○

192 スミレ ビオラコルヌタ Viola cornuta ○ ○

193 オオタチツボスミレ Viola kusanoana ○ ○

194 パンジー Viula. x wittrockiana ○ ○

195 シュウカイドウ シュウカイドウ属の一種 Begonia sp. ○

196 ウリ アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum ○

197 ミソハギ エゾミソハギ Lythrum salicaria ○ ○

198 アカバナ ヤマタニタデ Circaea quadrisulcata ○

199 イワアカバナ Epilobium cephalostigma ○

200 エゾアカバナ Epilobium montanum ○ ○

201 アカバナ Epilobium pyrricholophum ○

202 メマツヨイグサ Oenothera biennis ○ ○

203 ミズキ シラタマミズキ Cornus alba ○ ○ ○

204 ミズキ Cornus controversa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

205 ウコギ ハリギリ Kalopanax pictus ○ ○ ○

206 セリ イワミツバ Aegopodium podagraria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

207 セントウソウ Chamaele decumbens ○

208 ミツバ Cryptotaenia japonica ○ ○ ○

209 ノラニンジン Daucus carota ○ ○ ○ ○ ○

210 オオチドメ Hydrocotyle ramiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○

211 ヤブニンジン Osmorhiza aristata ○ ○ ○

212 ツツジ サラサドウダン Enkianthus campanulatus ○ ○ ○

213 エリカ属の一種 Erica sp. ○ ○ ○

214 ツツジ科の一種 Ericaceae sp. ○

215 ムラサキヤシオ Rhododendron albrechtii ○ ○ ○

216 ハクサンシャクナゲ Rhododendron brachycarpum ○ ○ ○ ○ ○

217 エゾムラサキツツジ Rhododendron dauricum ○ ○ ○ ○

218 レンゲツツジ Rhododendron japonicum ○ ○ ○ ○

219 ヤマツツジ Rhododendron obtusum var.kaempferi ○ ○

220 ヨドガワツツジ Rhododendron yedoense ○ ○ ○

221 アクシバ Vaccinium japonicum ○

222 ナツハゼ Vaccinium oldhamii ○

223 サクラソウ コナスビ Lysimachia japonica f.subsessilis ○

224 ヨウシュコナスビ Lysimachia nummularia ○ ○ ○

225 プリムラ・ポリアンサ Primula sp. ○

B C D、E

備考H26 H26 H26 H26

A1 A2

H26 H26

A3

学名No. 科和名 種和名
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表 2.1-3(4) ブロック別植物リスト 

H25 H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

- サクラソウ プリムラ属の一種 Primula x polyantha ○

226 モクセイ チョウセンレンギョウ Forsythia koreana ○ ○ ○

227 ヤチダモ Fraxinus mandshurica var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

228 イボタノキ Ligustrum obtusifolium ○ ○ ○ ○ ○

229 ハシドイ Syringa reticulata ○ ○ ○ ○ ○ ○

230 ムラサキハシドイ Syringa vulgaris ○ ○ ○

231 キョウチクトウ ツルニチニチソウ Vinca major ○ ○ ○ ○ ○ ○

232 アカネ ヨツバムグラ Galium trachyspermum ○ ○

233 ホソバノヨツバムグラ Galium trifidum var.brevipedunculatum ○ ○

234 ハナシノブ シバザクラ Phlox subulata ○ ○ ○ ○ ハナツメクサ

235 ヒルガオ ヒルガオ Calystegia japonica ○

236 セイヨウヒルガオ Convolvulus arvensis ○

237 ムラサキ ノハラムラサキ Myosotis arvensis ○ ○ ○ ○ ○

238 ワスレナグサ Myosotis scorpioides ○

239 ヒレハリソウ Symphytum officinale ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

240 クマツヅラ ムラサキシキブ Callicarpa japonica ○

241 クサギ Clerodendrum trichotomum ○

242 アワゴケ ミズハコベ Callitriche verna ○

243 シソ セイヨウキランソウ Ajuga reptans ○ ○ ○ ○ ○ アジュカ

244 ニシキゴロモ Ajuga yesoensis ○ ○

245 ナギナタコウジュ Elsholtzia ciliata ○

246 カキドオシ Glechoma hederacea var.grandis ○ ○ ○

247 モミジバヒメオドリコソウ Lamium hybridum ○ ○ ○

248 フイリオドリコソウ Lamium maculatum ○ ラミウム

249 ヒメオドリコソウ Lamium purpureum ○ ○

250 ラベンダー Lavandula angustifolia ○ ○ ○

251 コショウハッカ Mentha piperita ○ ○

252 ウツボグサ Prunella vulgaris ssp.asiatica ○ ○

253 アキギリ属の一種 Salvia sp. ○ サルビア

254 ナス クコ Lycium chinense ○

255 トマト Lycopersicon esculentum ○

256 ツクバネアサガオ Petunia hybrida ○ ペチュニア

257 イヌホオズキ Solanum nigrum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

258 アメリカイヌホオズキ Solanum ptycanthum ○ ○

259 ゴマノハグサ エゾコゴメグサ Euphrasia maximowiczii var.yezoensis ○

260 オオアブノメ Gratiola japonica ○

261 アゼナ Lindernia procumbens ○

262 トキワハゼ Mazus pumilus ○ ○ ○ ○ ○ ○

263 タチイヌノフグリ Veronica arvensis ○ ○ ○ ○

264 オオイヌノフグリ Veronica persica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

265 コテングクワガタ Veronica serpyllifolia ○

266 ノウゼンカズラ アメリカキササゲ Catalpa bignonioides ○ ○

267 キササゲ Catalpa ovata ○ ○ ○ ○ ○ ○

268 オオバコ オオバコ Plantago asiatica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

269 ヘラオオバコ Plantago lanceolata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

270 スイカズラ エゾニワトコ Sambucus racemosa ssp.kamtschatica ○ ○ ○

271 キク カッコウアザミ Ageratum conyzoides ○ アゲラタム

272 ブタクサ Ambrosia artemisiifolia var.elatior ○ ○ ○ ○

273 ゴボウ Arctium lappa ○

274 オオヨモギ Artemisia montana ○ ○ ○

275 ヒナギク Bellis perennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デージー

276 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ○ ○ ○ ○

277 フランスギク Chrysanthemum leucanthemum ○ ○ ○

278 アメリカオニアザミ Cirsium vulgare ○

279 ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

280 ハルジオン Erigeron philadelphicus ○ ○

281 ハキダメギク Galinsoga ciliata ○ ○

282 ブタナ Hypochoeris radicata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

283 イワニガナ Ixeris stolonifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

284 ヤマニガナ Lactuca raddeana var.elata ○

285 トゲチシャ Lactuca scariola ○ ○ ○ ○

286 マルバトゲチシャ Lactuca scariola f.integrifolia ○

287 オロシャギク Matricaria matricarioides ○ ○

288 アキタブキ Petasites japonicus var.giganteus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

289 オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

290 ノボロギク Senecio vulgaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

291 オオアワダチソウ Solidago gigantea var.leiophylla ○ ○ ○ ○ ○

292 オニノゲシ Sonchus asper ○ ○ ○

293 ノゲシ Sonchus oleraceus ○ ○ ○ ○ ○

294 ヒメジョオン Stenactis annuus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

295 マリーゴールド Tagetes erectra cvs. ○

296 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

297 オニタビラコ Youngia japonica ○

298 キク科の一種 Compositae sp. ○

299 オモダカ サジオモダカ Alisma plantagoaquatica var.orientale ○

B C D、E

備考H26 H26 H26 H26
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H26 H26
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表 2.1-3(5) ブロック別植物リスト 

H25 H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

300 ヒルムシロ ホソバミズヒキモ Potamogeton octandrus ○

301 ユリ アサツキ Allium schoenoprasum var.foliosum ○

302 ニラ Allium tuberosum ○

303 オランダキジカクシ Asparagus officinalis ○

304 スズラン Convallaria keiskei ○ ○

305 ホウチャクソウ Disporum sessile ○

306 クロユリ Fritillaria camtshatcensis ○

307 キバナノアマナ Gagea lutea ○ ○ ○

308 ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva var.kwanso ○ ○ ○ ○

309 ニッコウキスゲ Hemerocallis middendorfii var.esculenta ○ ○ ○ ○ ○ エゾカンゾウ

310 タチギボウシ Hosta sieboldii var.rectifolia ○ ○

311 ギボウシ属の一種 Hosta sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

312 オオウバユリ Lilium cordatum var.glehnii ○

313 ムスカリ Muscari neglectum ○ ○

314 オオアマドコロ Polygonatum odoratum var.maximowiczii ○

315 アマドコロ Polygonatum odoratum var.pluriflorum ○

316 チューリップ Tulipa gesneriana ○ ○ ○ ○

317 ユリ科の一種(Ａ) Liliaceae sp.(A) ○

318 ユリ科の一種(Ｂ) Liliaceae sp.(B) ○

319 ヒガンバナ スイセン Narcissus tazetta var.chinensis ○ ○ ○ ○

320 ヤマノイモ ヤマノイモ Dioscorea japonica ○ ○

321 アヤメ ハナサフラン Crocus vernus ○ ○ ○ クロッカス

322 アヤメ科の一種 Iridaceae sp. ○

323 キショウブ Iris pseudacorus ○ ○

324 イグサ クサイ Juncus tenuis ○ ○

325 スズメノヤリ Luzula capitata ○ ○

326 ツユクサ ツユクサ Commelina communis ○ ○ ○ ○ ○ ○

327 イネ コヌカグサ Agrostis alba ○ ○ ○ ○ ○

328 エゾヌカボ Agrostis scabra ○

329 ハルガヤ Anthoxanthum odoratum ○ ○ ○ ○ ○

330 タケ亜科の一種 Bambusoideae sp. ○ ○ ○ ○

331 カモガヤ Dactylis glomerata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

332 アキメヒシバ Digitaria violascens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

333 イヌビエ Echinochloa crusgalli ○ ○

334 シバムギ Elymus repens ○

335 ニワホコリ Eragrostis multicaulis ○

336 オニウシノケグサ Festuca arundinacea ○ ○ ○ ○

337 オオウシノケグサ Festuca rubra ○ ○

338 ミヤマドジョウツナギ Glyceria alnasteretum ○

339 ドジョウツナギ Glyceria ischyroneura ○

340 ネズミムギ Lolium multiflorum ○ ○ ○

341 ネズミガヤ Muhlenbergia japonica ○

342 クサヨシ Phalaris arundinacea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

343 オオアワガエリ Phleum pratense ○ ○

344 ヨシ Phragmites australis ○ ○ ○

345 ツルヨシ Phragmites japonica ○ ○

346 スズメノカタビラ Poa annua ○ ○ ○ ○ ○ ○

347 ナガハグサ Poa pratensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

348 ミヤコザサ Sasa nipponica ○ ○ ○

349 クマイザサ Sasa senanensis ○ ○

350 キンエノコロ Setaria pumilla ○

351 エノコログサ Setaria viridis ○ ○

352 ムラサキエノコロ Setaria viridis f.misera ○

353 サトイモ カラスビシャク Pinellia ternata ○

354 ミクリ ミクリ Sparganium erectum ssp.stoloniferum ○

355 ガマ ガマ Typha latifolia ○

356 カヤツリグサ カサスゲ Carex dispalata ○ ○ ○ ○ ○ ○

357 ビロードスゲ Carex fedia var.miyabei ○ ○

358 マツバイ Eleocharis acicularis var.longiseta ○

359 ヌマハリイ Eleocharis mamillata var.cyclocarpa ○

360 フトイ Schoenoplectus tabernaemontani ○ ○

361 カヤツリグサ科の一種 Cyperaceae sp. ○ ○ ○

計 90科 361種 95 78 86 76 59 61 58 42 48 52 33 73 64 54 64 142 158 174

1.種名及び配列は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成24年度版［水情報国土データ管理センター］」による。

2.「○○属の一種」「○○科の一種」の場合、明らかに同属、同科と異なる種である場合は、種数をカウントしている。

3.　　　　は重要種。　　　は特定外来種を表す。

A3 B C D、E

備考H26 H26 H26 H26No. 科和名 種和名
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A 共通 B 共通 CDE 共通 A A 共通 B 共通 CDE 共通 A A 共通 B 共通 CDE 共通 A A 共通 B 共通 CDE 共通 A

1 トクサ スギナ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 93 キンポウゲ キツネノボタン ○ 185 シナノキ シナノキ ○ ○ ● ○ 276 キク アメリカセンダングサ ○ ● ○ ○

2 チャセンシダ コタニワタリ ○ 94 メギ メギ ○ 186 オオバボダイジュ ○ ○ ● ○ 277 フランスギク ○ ○ ● ○

3 オシダ オシダ ○ 95 スイレン スイレン ○ 187 アオイ タチアオイ ○ ○ ● ○ 278 アメリカオニアザミ ○

4 ジュウモンジシダ ○ 96 ドクダミ ドクダミ ○ ○ ● ○ 188 ムクゲ ○ 279 ヒメムカシヨモギ ○ ● ○ ● ○ ● ○

5 ヒメシダ ミヤマワラビ ○ 97 ボタン ボタン ○ 189 ジャコウアオイ ○ 280 ハルジオン ○ ○ ● ○

6 メシダ エゾメシダ ○ 98 ツバキ ナツツバキ ○ 190 ゼニアオイ ○ 281 ハキダメギク ○ ○

7 ヤマイヌワラビ ○ 99 オトギリソウ オトギリソウ ○ 191 グミ ナツグミ ○ 282 ブタナ ○ ● ○ ● ○ ● ○

8 クサソテツ ○ 100 ケシ クサノオウ ○ ○ ● ○ 192 スミレ ビオラコルヌタ ○ ○ ● ○ 283 イワニガナ ○ ○ ● ○

9 イチョウ イチョウ ○ ○ ● ○ 101 アブラナ ハルザキヤマガラシ ○ ● ○ 193 オオタチツボスミレ ○ ○ 284 ヤマニガナ ○ ○

10 マツ アカトドマツ ○ 102 ナズナ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 194 パンジー ○ 285 トゲチシャ ○ ● ○

11 カラマツ ○ 103 タネツケバナ ○ ○ 195 シュウカイドウ シュウカイドウ属の一種 ○ 286 マルバトゲチシャ ○

12 ヨーロッパトウヒ ○ ○ ● ○ 104 コンロンソウ ○ 196 ウリ アマチャヅル ○ ○ 287 オロシャギク ○ ● ○

13 アカエゾマツ ○ ○ ● ○ 105 オオバタネツケバナ ○ ● ○ 197 ミソハギ エゾミソハギ ○ 288 アキタブキ ○ ● ○ ● ○ ● ○

14 エゾマツ ○ ○ ● ○ 106 マメグンバイナズナ ○ 198 アカバナ ヤマタニタデ ○ ○ 289 オオハンゴンソウ ○ ● ○ ● ○ ● ○

15 プンゲンストウヒ ○ ○ ● ○ 107 スカシタゴボウ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 199 イワアカバナ ○ 290 ノボロギク ○ ● ○ ● ○ ● ○

16 バンクスマツ ○ 108 キレハイヌガラシ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 200 エゾアカバナ ○ 291 オオアワダチソウ ○ ● ○ ● ○ ● ○

17 チョウセンゴヨウ ○ 109 スズカケノキ モミジバスズカケノキ ○ 201 アカバナ ○ 292 オニノゲシ ○ ● ○ ○

18 モンタナマツ ○ 110 ベンケイソウ ウスユキマンネングサ ○ 202 メマツヨイグサ ○ ● ○ 293 ノゲシ ○ ● ○ ● ○ ● ○

19 ヨーロッパクロマツ ○ 111 ツルマンネングサ ○ ● ○ ○ 203 ミズキ シラタマミズキ ○ 294 ヒメジョオン ○ ● ○ ● ○ ● ○

20 リギダマツ ○ 112 ユキノシタ ヒマラヤユキノシタ ○ 204 ミズキ ○ ○ ● ○ 295 マリーゴールド ○

21 ストローブマツ ○ 113 アジサイ ○ ○ ● ○ 205 ウコギ ハリギリ ○ 296 セイヨウタンポポ ○ ● ○ ● ○ ● ○

22 ヨーロッパアカマツ ○ ○ ● ○ 114 ゴトウヅル ○ 206 セリ イワミツバ ○ ○ ● ○ 297 オニタビラコ ○

23 スギ メタセコイヤ ○ 115 フサスグリ ○ 207 セントウソウ ○ ○ 298 キク科の一種 ○ ○

24 ヒノキ サワラ ○ 116 マルスグリ ○ 208 ミツバ ○ ○ 299 オモダカ サジオモダカ ○

25 ヒヨクヒバ ○ 117 バラ キンミズヒキ ○ ○ 209 ノラニンジン ○ ● ○ ○ 300 ヒルムシロ ホソバミズヒキモ ○

26 カイヅカイブキ ○ 118 クサボケ ○ ○ 210 オオチドメ ○ ○ ● ○ 301 ユリ アサツキ ○ ○

27 ハイネズ ○ 119 ボケ ○ 211 ヤブニンジン ○ ○ 302 ニラ ○

28 ビャクシン属の一種 ○ 120 ベニシタン ○ 212 ツツジ サラサドウダン ○ 303 オランダキジカクシ ○

29 ニオイヒバ ○ ○ ● ○ 121 エゾサンザシ ○ 213 エリカ属の一種 ○ 304 スズラン ○

30 コノテガシワ ○ 122 オランダイチゴ ○ 214 ツツジ科の一種 ○ 305 ホウチャクソウ ○

31 イチイ イチイ ○ ○ ● ○ 123 エゾクサイチゴ ○ ○ ● ○ 215 ムラサキヤシオ ○ 306 クロユリ ○

32 キャラボク ○ 124 オオダイコンソウ ○ ○ ● ○ 216 ハクサンシャクナゲ ○ 307 キバナノアマナ ○ ○ ● ○

33 クルミ オニグルミ ○ ○ ● ○ 125 カラフトダイコンソウ ○ ○ 217 エゾムラサキツツジ ○ ○ ● ○ 308 ヤブカンゾウ ○

34 ヤナギ エウロアメリカポプラ ○ ○ ● ○ 126 ヤマブキ ○ ○ 218 レンゲツツジ ○ ○ ● ○ 309 ニッコウキスゲ ○ ○ ● ○

35 ドロノキ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 127 エゾノコリンゴ ○ ○ ● ○ 219 ヤマツツジ ○ 310 タチギボウシ ○ ○

36 セイヨウハコヤナギ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 128 リンゴ ○ ○ ● ○ 220 ヨドガワツツジ ○ 311 ギボウシ属の一種 ○ ○ ● ○

37 シダレヤナギ ○ ○ ● ○ 129 ズミ ○ ○ ● ○ 221 アクシバ ○ ○ 312 オオウバユリ ○ ○

38 シロヤナギ ○ ● ○ ● 130 ミツモトソウ ○ 222 ナツハゼ ○ 313 ムスカリ ○ ○

39 エゾノカワヤナギ ○ 131 キンロバイ ○ 223 サクラソウ コナスビ ○ ○ 314 オオアマドコロ ○

40 エゾノキヌヤナギ ○ 132 セイヨウミザクラ ○ ○ ● ○ 224 ヨウシュコナスビ ○ 315 アマドコロ ○

41 エゾヤナギ ○ 133 シダレザクラ ○ ○ ● ○ 225 プリムラ・ポリアンサ ○ 316 チューリップ ○ ○ ● ○

42 オノエヤナギ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 134 サトザクラ ○ ○ ● ○ - プリムラ属の一種 ○ 317 ユリ科の一種(Ａ) ○ ○

43 タチヤナギ ○ ● ○ ○ 135 ミヤマザクラ ○ ○ ● ○ 226 モクセイ チョウセンレンギョウ ○ 318 ユリ科の一種(Ｂ) ○ ○

44 カバノキ ケヤマハンノキ ○ 136 ウメ ○ 227 ヤチダモ ○ ○ ● ○ 319 ヒガンバナ スイセン ○ ○ ● ○

45 シラカンバ ○ ○ ● ○ 137 ナシ ○ ○ ● ○ 228 イボタノキ ○ ○ ● ○ 320 ヤマノイモ ヤマノイモ ○ ○ ● ○

46 ブナ クリ ○ ○ ● ○ 138 スモモ ○ ○ ● ○ 229 ハシドイ ○ ○ ● ○ 321 アヤメ ハナサフラン ○ ○ ● ○

47 ミズナラ ○ ○ ● ○ 139 エゾヤマザクラ ○ ○ ● ○ 230 ムラサキハシドイ ○ 322 アヤメ科の一種 ○

48 カシワ ○ ○ ● ○ 140 ソメイヨシノ ○ 231 キョウチクトウ ツルニチニチソウ ○ ○ ● ○ 323 キショウブ ○

49 ニレ ハルニレ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 141 ノイバラ ○ 232 アカネ ヨツバムグラ ○ ○ 324 イグサ クサイ ○ ● ○

50 ケヤキ ○ 142 ハマナス ○ 233 ホソバノヨツバムグラ ○ ○ 325 スズメノヤリ ○ ● ○

51 クワ ヤマグワ ○ ○ ● ○ 143 ナワシロイチゴ ○ ○ 234 ハナシノブ シバザクラ ○ ○ ● ○ 326 ツユクサ ツユクサ ○ ○ ● ○

52 イラクサ ミズ ○ ○ 144 アズキナシ ○ ○ ● ○ 235 ヒルガオ ヒルガオ ○ 327 イネ コヌカグサ ○ ● ○ ● ○ ● ○

53 アオミズ ○ ○ 145 ナナカマド ○ ● ○ ● ○ ● ○ 236 セイヨウヒルガオ ○ ○ 328 エゾヌカボ ○

54 エゾイラクサ ○ 146 エゾシモツケ ○ 237 ムラサキ ノハラムラサキ ○ ○ ● ○ 329 ハルガヤ ○ ○ ● ○

55 タデ ミズヒキ ○ ○ ● ○ 147 ユキヤナギ ○ ○ ● ○ 238 ワスレナグサ ○ 330 タケ亜科の一種 ○ ○ ● ○

56 ヤナギタデ ○ 148 マメ ヤブマメ ○ 239 ヒレハリソウ ○ ○ ● ○ 331 カモガヤ ○ ● ○ ● ○ ● ○

57 オオイヌタデ ○ 149 ヤマハギ ○ 240 クマツヅラ ムラサキシキブ ○ 332 アキメヒシバ ○ ● ○ ● ○ ● ○

58 イヌタデ ○ ● ○ ○ 150 イヌエンジュ ○ 241 クサギ ○ 333 イヌビエ ○ ● ○ ○

59 タニソバ ○ ○ ● ○ 151 コメツブウマゴヤシ ○ 242 アワゴケ ミズハコベ ○ 334 シバムギ ○

60 サナエタデ ○ ● ○ ○ 152 シロバナシナガワハギ ○ 243 シソ セイヨウキランソウ ○ ○ ● ○ 335 ニワホコリ ○ ○

61 アキノウナギツカミ ○ 153 ハリエンジュ ○ ○ ● ○ 244 ニシキゴロモ ○ ○ ● ○ 336 オニウシノケグサ ○ ● ○

62 ミゾソバ ○ 154 クスダマツメクサ ○ 245 ナギナタコウジュ ○ 337 オオウシノケグサ ○

63 ハイミチヤナギ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 155 ムラサキツメクサ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 246 カキドオシ ○ ○ ● ○ 338 ミヤマドジョウツナギ ○ ○

64 ミチヤナギ ○ ● ○ ○ 156 シロツメクサ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 247 モミジバヒメオドリコソウ ○ ○ 339 ドジョウツナギ ○

65 ケイタドリ ○ ○ ● ○ 157 クサフジ ○ 248 フイリオドリコソウ ○ 340 ネズミムギ ○ ● ○ ● ○ ● ○

66 オオイタドリ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 158 フジ ○ ○ ● ○ 249 ヒメオドリコソウ ○ ● ○ 341 ネズミガヤ ○ ○

67 ヒメスイバ ○ ○ ● ○ 159 カタバミ カタバミ ○ ○ ● ○ 250 ラベンダー ○ 342 クサヨシ ○ ● ○ ● ○ ● ○

68 エゾノギシギシ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 160 エゾタチカタバミ ○ ○ ● ○ 251 コショウハッカ ○ ● ○ 343 オオアワガエリ ○ ○ ● ○

69 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ ○ ○ 161 フウロソウ ゲンノショウコ ○ ○ ● ○ 252 ウツボグサ ○ ○ ● ○ 344 ヨシ ○

70 ヤマゴボウ ○ ○ 162 トウダイグサ エノキグサ ○ 253 アキギリ属の一種 ○ 345 ツルヨシ ○

71 スベリヒユ スベリヒユ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 163 ウルシ ツタウルシ ○ ○ ● ○ 254 ナス クコ ○ 346 スズメノカタビラ ○ ○ ● ○

72 ナデシコ ナデシコ科の一種 ○ ○ 164 カエデ ハウチワカエデ ○ ○ ● ○ 255 トマト ○ ○ 347 ナガハグサ ○ ● ○ ● ○ ● ○

73 ミミナグサ ○ ○ ● ○ 165 トネリコバノカエデ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 256 ツクバネアサガオ ○ 348 ミヤコザサ ○ ○

74 ツメクサ ○ ● ○ 166 オオモミジ ○ 257 イヌホオズキ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 349 クマイザサ ○

75 マツヨイセンノウ ○ ● ○ ○ 167 チリメンカエデ ○ ○ ● ○ 258 アメリカイヌホオズキ ○ ○ ● ○ 350 キンエノコロ ○

76 ムシトリナデシコ ○ 168 ヤマモミジ ○ ○ ● ○ 259 ゴマノハグサ エゾコゴメグサ ○ 351 エノコログサ ○ ● ○ ○

77 ウスベニツメクサ ○ ○ ● ○ 169 ノムラカエデ ○ 260 オオアブノメ ○ 352 ムラサキエノコロ ○

78 ウシハコベ ○ ○ ● ○ 170 エゾイタヤ ○ ○ ● ○ 261 アゼナ ○ 353 サトイモ カラスビシャク ○

79 ナガバツメクサ ○ 171 アカイタヤ ○ 262 トキワハゼ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 354 ミクリ ミクリ ○

80 コハコベ ○ ○ ● ○ 172 トチノキ トチノキ ○ 263 タチイヌノフグリ ○ ○ ● ○ 355 ガマ ガマ ○

81 アカザ シロザ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 173 ニシキギ ツルウメモドキ ○ ○ 264 オオイヌノフグリ ○ ○ ● ○ 356 カヤツリグサ カサスゲ ○ ● ○ ○

82 アカザ ○ ● ○ ○ 174 ニシキギ ○ 265 コテングクワガタ ○ 357 ビロードスゲ ○ ○

83 ヒユ イヌビユ ○ ○ 175 コマユミ ○ 266 ノウゼンカズラ アメリカキササゲ ○ 358 マツバイ ○

84 モクレン ホオノキ ○ ○ ● ○ 176 ツリバナ ○ ○ ● ○ 267 キササゲ ○ ○ ● ○ 359 ヌマハリイ ○

85 モクレン ○ 177 マユミ ○ ○ ● ○ 268 オオバコ オオバコ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 360 フトイ ○

86 コブシ ○ 178 ツゲ ヒメツゲ ○ ○ ● ○ 269 ヘラオオバコ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 361 カヤツリグサ科の一種 ○ ○

87 キタコブシ ○ ○ ● ○ 179 フッキソウ ○ 270 スイカズラ エゾニワトコ ○ ○ 50 20 39 20 52 30 50

88 マツブサ チョウセンゴミシ ○ 180 ブドウ ノブドウ ○ ○ ● ○ 271 キク カッコウアザミ ○ 0.21 0.16 0.43

89 カツラ カツラ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 181 ヤブガラシ ○ ○ ● ○ 272 ブタクサ ○ ● ○ ● ○ ● ○

90 キンポウゲ フクジュソウ ○ ○ ● ○ 182 ツタ ○ ○ ● ○ 273 ゴボウ ○ ○

91 ニリンソウ ○ 183 ヤマブドウ ○ ○ 274 オオヨモギ ○ ● ○

92 オダマキ ○ ○ 184 ブドウ ○ ○ ● ○ 275 ヒナギク ○ ○ ● ○

類似度

No. 科和名 種和名
確認ブロック

種類数

No. 科和名 種和名
確認ブロック

No. 科和名 種和名
確認ブロック確認ブロック

No. 科和名 種和名

表 2.1-4 類似度 
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2)重要種 
表 2.1-5 に示すとおり、重要種は「ハイネズ」「フクジュソウ」「エゾサンザシ」「キンロバイ」

「エゾシモツケ」「ヤマタニタデ」「エゾムラサキツツジ」「オオアブノメ」「クロユリ」「ミクリ」

の 8科 10 種を確認した。今年度新たに確認した種は「フクジュソウ」「エゾシモツケ」「ヤマタニ

タデ」「オオアブノメ」「クロユリ」「ミクリ」の 6 種であり、H25 秋季調査で確認されており、今

回確認出来なかった種は「ハイネズ」の 1 種である。 

表 2.1.6(1)～(2)に重要種の生態概要、図 2.1-2 に重要種確認位置図をそれぞれ示す。 

 

 

表 2.1-5 植物重要種目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ハイネズ 

H25 秋に確認している。本種は、海岸の砂地に生える植物であるため、植栽と思われるが、H26

の調査では確認されなかった。 

 

・フクジュソウ 

H26 春に 3地点（1～約 100 株）で確認した。Dブロックでは花壇に植栽（8株）されていた。A1

ブロックでは約 100 株が群生しているのと、少し離れて 1 株を確認している。これらも、元々建

物が存在していた場所であり、植栽された可能性が高い。 

 

・エゾサンザシ 

H25 年秋、H26 春、H26 夏と 3調査全てで確認している。Eブロックの 1地点（1 株）で確認した。

本種が在来もしくは植栽と思われるが不明である。 

 

・キンロバイ 

H25 年秋、H26 春、H26 夏と 3調査全てで確認している。C ブロックで 1地点（12 株が散在）、E

ブロックで 1 地点（生垣として 19 株連続）を確認した。本種は全て植栽・管理されている。 

 

・エゾシモツケ 

H26 春および夏に C ブロックで 1株を確認した。花壇に生育していることから、植栽・管理され

ている。 

 

・ヤマタニタデ 

H26 夏に A3 ブロックの畑脇で約 50 株生育しているのを確認した。本種は地味な植物で、鑑賞用

としては一般的ではない。植栽される要素は少なく、在来種である可能性が高い。 

 

・エゾムラサキツツジ 

H25 年秋、H26 春、H26 夏と 3調査全てで確認している。公園内の 8地点（1～31 株）で確認し

全て植栽されている。 

 

・オオアブノメ 

H26 夏にミクリとともに公園外の B ブロックで 1株を確認した。河川敷に生育しており、上流か

ら個体が流下し、定着したものと考えられる。 

 

・クロユリ 

H26 春に西側の Eブロックで 8 株確認した。生育地は立ち入り禁止のロープで囲まれている。生

育地周辺はハルニレ等の大木もみられるが、ストローブマツ等の植栽と思われる樹木も存在する。

よって、在来種とは考えにくく、公園整備後に植栽された可能性が高い。 

 

・ミクリ 

H26 夏にオオアブノメとともに公園外の B ブロックで 1株を確認した。本種は秋季結実する種で

あるが、前年の秋季調査では確認されていない。よって、上流から個体が流下し、定着したもの

と考えられる。 

 

H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

1 ヒノキ ハイネズ ○ Ｒ

2 キンポウゲ フクジュソウ ○ ○ Vu

3 バラ エゾサンザシ ○ ○ ○ VU

4 キンロバイ ○ ○ ○ VU Ｒ

5 エゾシモツケ ○ ○ VU

6 アカバナ ヤマタニタデ ○ VU

7 ツツジ エゾムラサキツツジ ○ ○ ○ ○ VU

8 ゴマノハグサ オオアブノメ ○ VU

9 ユリ クロユリ ○ Ｒ

10 ミクリ ミクリ ○ NT Ｒ

1種 1種 - - - - - - 1種 - - 2種 4種 6種 4種 7種 5種

　貴重性

　　RDL：環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）（環境省 2012)

    　 CR：絶滅危惧ⅠA類　　EN：絶滅危惧ⅠB類　　VU:絶滅危惧Ⅱ類　　NT:準絶滅危惧　　DD：情報不足　　LP：地域個体群

　　HRDB：北海道の希少野生生物・北海道レッドデータブック(北海道 2001)

    　 En:絶滅危惧種　　Vu:絶滅危急種　　R:希少種　　N:留意種　　Lp:地域個体群

1科1種 2科2種 5科7種 10種

A3 B C、D、E 貴重性

H26 H26 H26 H26 H26
RDL HRDB

No. 科和名 種和名

A1 A2

計 8種 10種
2科2種 -
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表 2.1-6(1) 植物重要種生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.1-6(2) 植物重要種生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 現地写真 分布 生態概要

ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ

北海道と本州（関東北

部と中国山地の氷ノ山）

にあり、朝鮮・中国（東

北）・ア ムール・ウス

リーに分布する。

山地の林下にはえる多年草。タニタデに似ているが、

茎はふつう無毛で高さ30～70cmになる。葉は長卵形～長

楕円状卵形で、縁に浅い鋸歯があり、長さ4～14cm、ほ

とんど毛はない。花期は6～8月。花序はまばらで、花柄

には短い腺毛を密生する。花弁は白色。萼裂片はふつう

紫色。

参考文献：「日本の野生

植物-草本Ⅱ-離弁花類(平

凡社1982)」

ミ
ク
リ

全国に分布し、北日本

では比較的普通だが、西

日本ではやや稀。世界で

は北半球に広くみられ、

オーストラリアにも分布

する。

湖沼、河川、水路などに群生する多年生の抽水植物。

全高は0.6～2m、走出枝を伸ばして新しい株を作る。茎

は直立し、基部から葉が袴状に立つ。葉は線形で、質は

柔らかく、背稜が発達して断面は三角形をしている。長

さ50～150㎝、幅7～20㎜。花期は6～9月、葉の上部が花

序となる。花序は枝分かれし、それぞれの枝の下側に1

～3（～4）個の雌性頭花、上側に(3～)7～15(～20以上)

個の雄性頭花が付く。ミクリ属の中では最も大型の種

で、花序の枝が3本以上(ふつう5本以上)あれば本種であ

る。

参考文献：「日本水草図

鑑(文一総合出版1994)」

ク
ロ
ユ
リ

北海道・本州中部以北

に分布する。

高山または北地の草原にはえる多年草。鱗片は白色で

関節がある。茎は高さ10～50cm、3～5輪生の葉が数段に

つく。葉は披針形または長楕円状披針形で長さ3～

10cm。花期は6～8月、茎頂に1～数個、斜め下向きにつ

く。花被片は暗紫褐色または黒紫色で網目模様があり、

長楕円形で長さ25～30mm、基部に腺体がある。雄蕊は花

被片の半長、花柱は基部から3枝にわかれる。

エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

　北海道の山地の岩場に

生え、朝鮮・中国・ウス

リー・シベリアに分布し

ている。

高さ0.3～1mの半落葉の低木。若枝、葉柄には鱗状毛

と短毛が密生する。葉は互生し、やや革質、葉柄は長さ

2～5mm、葉身は楕円形、長さ1.5～5cm、幅1～2.5cm、両

面に円形の鱗状毛があり、特に裏面に密生する。花期は

5月。花冠は紅紫色。

参考文献：「日本の野生

植物-草本Ⅰ-単子葉類

(平凡社1982)」

参考文献：「日本の野生

植物 -木 本Ⅱ -( 平凡 社

1989)」

オ
オ
ア
ブ
ノ
メ

北海道・本州・九州に

分布する。

湿地にはえる1年草。茎は直立して高さ10～20cm、肉

質で柔らかい。葉は対生しやや肉質、披針状長楕円形で

柄がなく先はとがり、縁には鋸歯がなく長さ1～3cm、幅

2.5～7mm。花期は5～6月で葉腋ごとに1花をつける。萼

は5裂し、裂片は披針形。花冠は白色、筒形で長さ4～

5mm。多くは花冠が開かず、閉鎖花である。蒴果は球形

で長さ3～4mm。
参考文献：

「日本の野生植物-草本Ⅱ

-離弁花類(平凡社1982)｣

種名 現地写真 分布 生態概要

ハ
イ
ネ
ズ

H25確認種
（写真なし）

北海道・本州・九州

（種子島まで）に分布

し、樺太及び海岸の砂地

に生える。

ネズミサシに似ているが、幹は地をはい、分枝して四

方に広がる。葉は針形状で3輪生し、長さ10-18㎜、先は

かたくとがり、触れると痛い。表面に深い気孔帯があ

る。横断面はやや逆3角形で、樹脂道は1個、週縁層の裏

面側にあって下表皮に接する。花は5月、雌雄居株。毬

果は球形で9-10㎜、紫黒色で粉白をおび、ネズサシより

やや大型である。種子は3角状卵径で長さ役6㎜、幅約

3.5㎜ある。参考文献：「日本の野生

植 物 - 木 本Ⅰ (平 凡社

1989)」

エ
ゾ
サ
ン
ザ
シ

北海道、本 州 (長野

県)、サハリンに分布す

る。

やや湿った所に生える落葉樹。高さ10ｍ。枝に刺、葉

や花序に密毛がある。クロミサンザシは無毛。葉は広卵

型で長さ5～10cm、羽状浅裂し鋸歯あり、表面は網脈状

にくぼむ。下面毛が多い。花は白色で径約1.2cm。花弁

は5枚、6月に開花。果実は球形で径約8mm。9月に黒く熟

す。有毛。

フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ

北海道～九州に点々と

あるが、西日本には少な

い。朝鮮やシベリア東部

にも分布する。

温帯の落葉樹林下にはえる多年草。根茎は太く短く、

多数の根を出す。根出葉はない。茎は高さ15～30cm。下

部に芽を包んでいた鞘状の大きな鱗片を残し、その腋か

ら枝が伸びる。葉は互生して、3～4回羽状に細かく分裂

し、基部に羽裂する小さな托葉がある。花は黄金色、径

3～4cm、数個の萼片と20～30個の花弁がある。花弁は長

さ2cm内外で、萼片より長い。そう果は倒卵形で長さ4～

5mm、全体に短毛がある。花期は3～4月。ふつう開花後

に茎が伸び、葉が広がる。

参考文献：「日本の野生

植物-草本Ⅱ-離弁花類(平

凡社1982)」

参考文献：「北海道樹木

図鑑(亜璃西社1990)」

エ
ゾ
シ
モ
ツ
ケ

北海道・本州（青森）

に生育し、朝鮮・中国・

千島・樺太～東ヨーロッ

パに広く分布する。

高さ1m程の落葉低木。葉は狭長楕円形または長楕円

形、長さ1.5～3(～4.5)cm、全縁、または上方に3～5個

の鋸歯、表面は無毛または短毛があり、幼時には裏面に

軟毛があるが、のちしばしば無毛となる。散房花序に多

数の花をつける。6～7月に咲き、白色で径5～7mm。

キ
ン
ロ
バ
イ

北海道・本州中北部

（南アルプスが西限）、

樺太・千島・朝鮮北部・

中国・ヒマラヤに分布す

る。

高山帯の岩場にはえる落葉小低木。よく分枝して、高

さ30～100cmになる。樹皮は赤褐色で、古くなると紫褐

色になりはがれる。葉は5個の小葉からなり、小葉は小

さく、長楕円形で、長さ5-15(～18)mm、裏面に薄く伏毛

がある。上方の側小葉の基部は羽軸に沿下する。7～8

月、枝の先に少数の花をつける。花は径20-25mmで黄

色、小花柄には伏毛がある。

参考文献：

「日本の野生植物-木本Ⅰ

-(平凡社1989)」

参考文献：「日本の野生

植物-草本Ⅱ- 離弁花類

(平凡社1982)」
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図 2.1-2 重要種および特定外来種確認位置図
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外来生物法 HBL 外来生物法 HBL
1 イチョウ イチョウ 国外B 57 ヒルガオ セイヨウヒルガオ 要注意2 国外A3
2 マツ カラマツ 国内B 58 ムラサキ ノハラムラサキ 国外A3
3 ヨーロッパトウヒ 国外B 59 ワスレナグサ 国外A3
4 チョウセンゴヨウ 国内B 60 ヒレハリソウ 国外A3
5 ストローブマツ 国外B 61 シソ セイヨウキランソウ 国外B
6 ヨーロッパアカマツ 国外B 62 モミジバヒメオドリコソウ 国外B
7 ヤナギ エウロアメリカポプラ 国外B 63 フイリオドリコソウ 国外B
8 セイヨウハコヤナギ 国外B 64 ヒメオドリコソウ 国外A3
9 シダレヤナギ 国外B 65 コショウハッカ 国外B
10 ニレ ケヤキ 国内B 66 ナス クコ 国外B
11 タデ ハイミチヤナギ 国外A3 67 ツクバネアサガオ 国外B
12 ヒメスイバ 国外A3 68 イヌホオズキ 国外A3
13 エゾノギシギシ 要注意2 国外A3 69 アメリカイヌホオズキ 国外B
14 ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ 国外B 70 ゴマノハグサ タチイヌノフグリ 国外B
15 ヤマゴボウ 国外B 71 オオイヌノフグリ 国外B
16 ナデシコ マツヨイセンノウ 国外A3 72 コテングクワガタ 国外B
17 ムシトリナデシコ 国外A3 73 ノウゼンカズラ キササゲ 国外B
18 ウスベニツメクサ 国外B 74 オオバコ ヘラオオバコ 要注意2 国外A2
19 コハコベ 国外A3 75 キク ブタクサ 要注意2 国外A2
20 アカザ シロザ 国外B 76 ゴボウ 国外A3
21 アカザ 国外B 77 ヒナギク 国外B
22 ヒユ イヌビユ 国外B 78 アメリカセンダングサ 要注意2 国外A3
23 キンポウゲ オダマキ 不明D 79 フランスギク 国外A2
24 メギ メギ 国内B 80 アメリカオニアザミ 要注意2 国外A2
25 ドクダミ ドクダミ 国内A3 81 ヒメムカシヨモギ 要注意2 国外A3
26 アブラナ ハルザキヤマガラシ 要注意2 国外A3 82 ハルジオン 要注意2 国外A3
27 マメグンバイナズナ 国外B 83 ハキダメギク 国外B
28 キレハイヌガラシ 国外A3 84 ブタナ 要注意2 国外A2
29 スズカケノキ モミジバスズカケノキ 国外B 85 トゲチシャ 国外B
30 ベンケイソウ ウスユキマンネングサ 国外B 86 マルバトゲチシャ 国外B
31 ツルマンネングサ 国外B 87 オロシャギク 国外B
32 ユキノシタ フサスグリ 国外B 88 オオハンゴンソウ 特定外来 国外A2
33 マルスグリ 国外B 89 ノボロギク 国外A3
34 バラ オランダイチゴ 国外B 90 オオアワダチソウ 要注意2 国外A2
35 ヤマブキ 国内B 91 オニノゲシ 国外B
36 スモモ 国外B 92 ヒメジョオン 要注意2 国外A3
37 ユキヤナギ 国外B 93 セイヨウタンポポ 要注意2 国外A2
38 マメ コメツブウマゴヤシ 国外A3 94 ユリ ニラ 国内B
39 シロバナシナガワハギ 国外A3 95 オランダキジカクシ 国外B
40 ハリエンジュ 要注意4 国外A2 96 ヤブカンゾウ 国外B
41 クスダマツメクサ 国外B 97 ムスカリ 国外B
42 ムラサキツメクサ 国外A2 98 チューリップ 国外B
43 シロツメクサ 国外A2 99 ヒガンバナ スイセン 国外B
44 フジ 国内A3 100 アヤメ ハナサフラン 国外B
45 カエデ トネリコバノカエデ 国外B 101 アヤメ キショウブ 要注意2 国外A2
46 ブドウ ヤブガラシ 国内B 102 イネ コヌカグサ 国外A3
47 アオイ タチアオイ 国外B 103 ハルガヤ 国外A3
48 ジャコウアオイ 国外A3 104 カモガヤ 要注意4 国外A3
49 ゼニアオイ 国外B 105 シバムギ 要注意4 国外A3
50 スミレ パンジー 国外B 106 オニウシノケグサ 要注意4 国外A3
51 アカバナ メマツヨイグサ 要注意2 国外A3 107 オオウシノケグサ 国外B
52 セリ イワミツバ 国外A2 108 ネズミムギ 要注意4 国外A3
53 ノラニンジン 国外A3 109 クサヨシ 国外A3
54 サクラソウ ヨウシュコナスビ 国外B 110 オオアワガエリ 要注意4 国外A3
55 キョウチクトウ ツルニチニチソウ 国外B 111 ナガハグサ 国外A3
56 ハナシノブ シバザクラ 国外B 計 39科 111種 22種 111種

外来性
No. 科和名 種和名

外来性
No. 科和名 種和名

 

3)外来種の状況 
本調査で確認した植物種のうち、39 科 111 種（30.1％（111/361）が外来生物法や北海道ブルーリ

ストにおいて指定・掲載されている（表 2.1-7）。この 111 種のうち、外来生物法の規制対象となる

特定外来生物に該当する「オオハンゴンソウ」1種を、A、B、Eブロックにおいて確認した。このほ

か、外来生物法の規制対象とはならないが、生態系に影響を及ぼしうる要注意外来生物として、22

種が該当する。これら要注意外来生物は、『 2：被害に係る知見が不足しており、引き続き情報の集

積に努める外来生物 』、もしくは『 4：別途総合的な取組みを進める外来生物（緑化植物） 』のカ

テゴリーに区分されている。また、北海道ブルーリスト により掲載されている外来種としては、全

111 種が該当する。 

表 2.1-7 植物外来指定種目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.1-8 に植物特定外来種目録、表 2.1-9 に特定外来種の生態概要を示す。なお、特定外来生物確

認位置については、前頁に示した図 2.1-2 の重要種および特定外来種確認位置図に記載している。 

 

表 2.1-8 植物外来指定種目録 

H25 H25 H25 H25 H25

秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

1 キク オオハンゴンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特定外来 国外A2

計 1科 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 1種 - 1種 1種 1種 1種

B C、D、E 外来性

H26 H26 H26 H26 H26 外来

生物法
HBL

No. 科和名 種和名

A1 A2 A3

 
外来性 

外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（環境省 2004)」 

  特定外来：特定外来生物 

   →生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼす、又は及ぼすおそれがあるものとして、栽培や運搬等が規制されている。 

  要注意：要注意外来生物 

   要注意 1：被害に係る一定の知見があり、引き続き指定の適否について検討する外来生物 

要注意 2：被害に係る知見が不足しており、引き続き情報の集積に努める外来生物 

   要注意 3：選定の対象とならないが注意喚起が必要な外来生物（他法令の規制対象種） 

   要注意 4：別途総合的な取組みを進める外来生物（緑化植物） 

HBL：「北海道の外来種リスト－ 北海道ブルーリスト 2010 －（平成 22 年 北海道）」 

  国外：原産国が国外  国内：原産国が国内  不明：原産国が不明 

A：本道に導入され定着しており、本道への影響が報告されているあるいは懸念されている。 

北海道ブルーリスト掲載種のうち、Aランクのものは防除に注意が必要であり、その意味は以下のとおりである 

A1：緊急に防除が必要な外来種  

A2：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除の必要性について検討する外来種 

A3：本道に定着しており、生態系等への影響が報告または懸念されている外来種 

B：本道に導入され定着しているが、本道への影響の報告や懸念がされていない。 

 

表 2.1-9 植物特定外来生物生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)樹木分布状況 
常磐公園内の主な樹木の分布状況を調査し、図 2.1-3、表 2.1-10 に示した。これらの樹木は、鳥類

や哺乳類などの生息基盤として重要な環境である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種名 写真 分布 生態概要

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

北海道～九州に帰化す

る。

　北アメリカ原産。

湿った草地や川岸に群生する多年草、ときにブナ帯の

湿原に生えることもある。横に走る地下茎がある。茎は

高さ1～3ｍ。枝分かれし、まばらに短い毛があるか、ま

たは無毛でざらつかない。根生葉は2回羽状に深裂し、

長柄があり、若い葉には毛が多い。茎葉は互生し、長い

柄がある。葉身は羽状に5～7裂し、裂片はさらに中ほど

まで裂け、両面に長さ0.5mmほどの毛がまばらにある。

花期は7～10月。黄色の頭花を上向きに開く。頭花は径6

～10cm。総苞片は2列で長楕円形、鋭尖頭、花期には反

り返る。舌状花は6～10個で筒状花は緑黄色。

参考文献：「日本の帰化

植物(平凡社2003)」
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図 2.1-3 常磐公園内のゾーン区分別主な樹木の分布状況 



 16

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

1 イチョウ 65 22.2 セイヨウハコヤナギ 70 20 1 ハリエンジュ 100 28.4 1 ハルニレ 130 26.8 1 ヨーロッパアカマツ 60 18.9

2 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 75 20.1 セイヨウハコヤナギ 70 20 エゾヤマザクラ 40 16.2 キツツキ穴 2 ミズナラ 65 17.8 2 カラマツ 70 21.1

3 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 70 23.0 2 ナナカマド 15 4 キツツキ穴 エゾヤマザクラ 45 18.5 3 チョウセンゴヨウ 50 16.5 3 イチイ 60 6.1

4 イチョウ 60 22.4 3 ヨーロッパクロマツ 45 20.5 No.254 チョウセンゴヨウ 50 15.0 4 チョウセンゴヨウ 65 17.1

5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 80 24.4 4 ハルニレ 75 28.2 チョウセンゴヨウ 50 9.7 5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 70 17.5

6 ストローブマツ 70 28.2 5 ミズナラ 65 22.9 チョウセンゴヨウ 50 16.7

50 21.5 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 ドロノキ 100 29.3 チョウセンゴヨウ 50 16.3

55 22.3 40 15.3 ドロノキ 105 32.0 チョウセンゴヨウ 50 16.4 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

8 ハルニレ 105 29.3 45 15.3 イチョウ 45 21.9 チョウセンゴヨウ 50 14.9 1 ハリエンジュ 50 17.8

9 ハルニレ 125 23.0 2 ハリエンジュ 105 31.3 イチョウ 45 23.1 ミズナラ 50 15.0 2 エゾイタヤ 20-50 10.0-18.3 範囲内に4本

10 ストローブマツ 60 17.0 3 ミズナラ 75 17.8 ドロノキ 75 23.6 3 ハリエンジュ 40-50 15.0-19.9 範囲内に4本

11 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 65 14.4 4 オニグルミ 80 16.0 ドロノキ 80 28.5 4 オニグルミ 40 10.0

12 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 80 29.2 9 ハルニレ 70 22.5 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 5 ハルニレ 50 20.9

13 ヨーロッパアカマツ 60 18.2 10 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 45 17.4 1 ヨーロッパアカマツ 40-60 6.7-11.1 範囲内に3本 ハリエンジュ 50 18.8 No.132

11 カツラ 55 19.1 2 イチョウ 50 15.8 ハリエンジュ 50 19.0 No.131

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 12 ヨーロッパクロマツ 50 21.8 3 シダレヤナギ 60 10.8 ハリエンジュ 45 21.0 No.118

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 1 ハルニレ 100 31.1 13 ミズナラ 60 21.0 ハルニレ 65 23.2

1 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 21.3 2 ヨローッパアカマツ 50 24.2 14 ヨーロッパアカマツ 70 21.5 ハルニレ 80 17.0

2 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 90 22.5 チョウセンゴヨウ 35 17.0 15 イチョウ 55 21.1 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 9 ハルニレ 35 13.5

3 ヨーロッパトウヒ 70 28.7 チョウセンゴヨウ 45 19.0 16 ストローブマツ 65 27.0 1 ハルニレ 90 28.3 10 ヨーロッパアカマツ 45 15.0

4 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 65 21.8 チョウセンゴヨウ 40 18.7 17 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 20.4 2 ドロノキ 125 32.3

5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 75 21.5 ハルニレ 60 24.5 18 ハリエンジュ 90 24.1 3 ハルニレ 80 23.2

6 ハリギリ 40-80 21.0 叢生 4本 ハルニレ 25 20.7 19 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 30 14.5 樹洞 4 ドロノキ 110 27.4 樹洞 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

7 ハルニレ 65 23.5 ハルニレ 55 26.7 ヤマグワ 40 10.7

ヨーロッパアカマツ 45 23.1 ヤマグワ 40 11.8

ヨーロッパアカマツ 35 15.9 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 2 ハルニレ 70 20.8

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 6 ハルニレ 75 21.5 1 ハルニレ 140 33.2 1 カラマツ 60 28.4 3 ハルニレ 50 22.2

1 ハルニレ 90 16.0 7 ハリエンジュ 45 14.0 2 ミズナラ 80 17.9 2 カラマツ 80 27.6 シラカンバ 45 20.1

2 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 85 19.3 8 セイヨウハコヤナギ 140 34.2 3 ミズナラ 65 23.7 3 イチョウ 65 20.3 シラカンバ 65 16.2

3 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 65 20.2 9 ストローブマツ 60 24.9 4 ミズナラ 70 20.3 樹洞 4 ヨーロッパアカマツ 70 24.7 30 16.2

4 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 95 23.7 10 キタコブシ 65 15.3 樹洞 5 ミズナラ 65 18.2 5 メタセコイヤ 100 26.4 45 14.8

5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 95 24.6 6 シダレヤナギ 70 23.4

6 ヨーロッパアカマツ 55 18.7

7 イチョウ 70 17.8 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

8 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 90 20.5 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 ハルニレ 100 23.5 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 シナノキ 50 22.7

9 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 70 21.3 1 ハルニレ 70 21.0 ハルニレ 45 23.2 1 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 75 18.6 シナノキ 50 19.2

10 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 75 17.5 ストローブマツ 55 15.3 ハルニレ 150 27.0 2 ハルニレ 75 18.9 2 ハルニレ 70 23.4

11 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 70 25.1 ストローブマツ 50 11.3 3 サクラ 45-60 17.0 範囲内に3本 45 24.2

12 スモモ（枯死木） 40 4.0 キツツキ穴 ストローブマツ 35 15.1 4 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 19.7 40 23.9

ストローブマツ 35 14.3 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 30 16.8 55 21.0

3 ドロノキ 140 29.3 1 ハルニレ 105 22.7 6 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 25 18.5 60 19.3

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 4 オニグルミ 65 16.5 2 イチイ 90 14.1 7 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 60 14.1 5 ヨーロッパトウヒ 30-50 21.0 範囲内に3本

1 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 75 22.6 セイヨウハコヤナギ 100 27.6 3 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 60 15.4 30 13.4 6 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 55 15.1

2 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 70 20.9 セイヨウハコヤナギ 80 30.6 35 13.4 7 ハルニレ 115 22.5

3 ハルニレ 90 20.5 9 ハルニレ 65 18.6 8 シラカンバ 60 19.6

4 ドロノキ 85 23.4 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 10 ヤチダモ 60 17.9 9 ハリエンジュ 60 20.3

1 ハルニレ 110 27.5 11 ハルニレ 100 17.3 10 エゾヤマザクラ 50 9.8

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 2 ミズナラ 60 21.0 11 エゾヤマザクラ 30-50 11.7 叢生 3本

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 1 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 100 15.6 3 ハルニレ 120 25.9 12 オニグルミ 40 16.1 球果多数

1 ハリエンジュ 45 19.6 2 ハルニレ 110 18.5 4 ハルニレ 120 22.1 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

2 ハリエンジュ 70 20.6 50 14.6 1 ハルニレ 110 22.5

3 エゾイタヤ 50 14.2 60 19.6 2 ハルニレ 95 26.6 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

4 ハルニレ 55 16.7 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 3 ヤチダモ 80 19.7 1 ハルニレ 95 13.6

70 23.5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 40 11.5 2 セイヨウハコヤナギ 185 27.5

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 60 24.3 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 55 12.7 3 キタコブシ 35-50 14.5-14.8 叢生 3本

1 シロヤナギ 110 20.6 ハルニレ 70 18.3 ヨーロッパトウヒ 40 20.5 4 プラタナス 60 18.8

2 ハリエンジュ 55 25.6 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 ハルニレ 65 18.2 ヨーロッパトウヒ 50 20.4 5 プラタナス 100 17.1

ミズナラ 30 13.0 1 ハルニレ 130 20.6 ハルニレ 65 14.5 巣穴+ｶﾗｽ巣 ヨーロッパトウヒ 40 18.0

ミズナラ 65 21.7 2 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 18.2 3 ハルニレ 110 18.1 ヨーロッパトウヒ 65 20.5

4 ハリエンジュ 120 21.5 ハルニレ 50 21.3 4 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 16.7 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

5 ドロノキ 120 30.3 ハルニレ 50 19.6 5 ドロノキ 110 20.3 樹洞 1 ヤチダモ 80 14

60 24.3 6 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 19.7 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 2 ハルニレ 110 20

60 23.0 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 40 19.5 1 シダレヤナギ 60 9.7

7 エゾヤマザクラ 55 12.2 チョウセンゴヨウ 50 18.8 2 シダレヤナギ 60 8.6

8 ハルニレ 70 21.8 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 チョウセンゴヨウ 40 17.9 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考

9 ストローブマツ 60 26.3 1 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 60 17.9 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 24.5 1 ハルニレ 115 31.5

10 ハルニレ 55 21.3 2 ケヤキ 80 17.8 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 19.6 No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 2 ハルニレ 90 28.5

3 ハルニレ 65 18.6 60 25.8 チョウセンゴヨウ 50 14.0 3 ハルニレ 105 30.8

4 ヨーロッパクロマツ 65 15.4 70 26.4 チョウセンゴヨウ 70 19.1 4 ストローブマツ 40-75 17.6-27.0 範囲内に8本

No. 樹種 胸高直径(㎝) 樹高(m) 備考 10 ドロノキ 130 28.2 コウモリ営巣 2 チョウセンゴヨウ 50 18.6 5 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 50 16.2-20.4 範囲内に2本

1 ヨーロッパアカマツ 30-50 12.0-13.2 範囲内に6本 30 11.7 3 カシワ 65 21.7 6 エゾヤマザクラ 30 9.3 キツツキ穴

2 イチョウ 60 17.3 35 12.1 キツツキ穴 ヨーロッパトウヒ 50 23.7

3 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 65 20.5 ヨーロッパトウヒ 55 25.6

4 ヤチダモ 95 25.3 ヨーロッパトウヒ 35 23.5

5 セイヨウハコヤナギ 80-130 31.3-33.8 範囲内に3本 5 カシワ 85 20.7

6 シロヤナギ 110 30.0 6 ハリエンジュ 120 24.5

6

双幹

双幹

9 ハルニレ

イチョウ

Zone2-2

Zone2-1

Zone4-2

Zone4-3

Zone3-5

双幹

3

Zone2-7

2

5

4 ハルニレ 双幹

7

8
Zone5-4

1

3 双幹

Zone3-4

エゾイタヤ(イタヤカエデ) 双幹

5

Zone6-1

6

7

Zone6-2

1

ヨーロッパアカマツ11

3 ミズナラ 双幹

8 エゾイタヤ(イタヤカエデ) 双幹

Zone7-1

Zone7-3

Zone8

Zone5-2

4

Zone4-4

4

Zone4-5

Zone5-7Zone4-7

4

Zone5-3

Zone4-6

1 ハルニレ 双幹

2

1

4

5 ハルニレ 双幹

Zone6-3

1

Zone5-1

6

7

8

Zone4-10

Zone4-1

Zone4-8

2

Zone4-9

Zone1-1 Zone2-3

1

Zone2-4

1 カツラ 双幹

7 イチョウ

Zone1-4

Zone3-1

Zone1-5

3

Zone2-6

Zone1-2

Zone1-3

3

4

5

 表 2.1-10 主な樹木の状況 
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H25秋 H26春 H26夏 H25秋 H26春 H26夏 H25秋 H26春 H26夏 H25秋 H26春 H26夏 H25秋 H26春 H26夏 H25秋 H26春 H26春
樹高（m） 15 15 15 15 22 22 15 21 21
植披率（％） 90 90 90 40 40 40 70 70 70
樹高（m） 2.5 2.9 3 1.4 1.7 4 3 3
植披率（％） 10 15 20 10 20 10 5 5
草丈（m） 1 0.6 0.7 0.2 0.5 0.5 2 0.4 2.1 0.1 0.5 0.6 0.5 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05
植披率（％） 100 85 95 50 60 50 98 60 100 70 80 50 100 100 100 2 10 10

階層 種数 17種 12種 12種 12種 13種 1・1 15種 11種 12種 9種 8種 7種 10種 9種 5種 4種 3種 6種
Ⅰ高木層 シラカンバ 3・3 3・3 3・3 3

エゾイタヤ 5・5 5・5 5・5 4・4 4・4 4・4 6
Ⅲ低木層 オノエヤナギ 2・2 1・1 2・2 3

オニグルミ 1・2 2・2 2
マユミ 1・1 1・1 2
エゾノキヌヤナギ + 1
シロヤナギ + 1

Ⅳ草本層 セイヨウタンポポ + + + 2・2 1・2 + + 1・1 + 1・1 3・3 + 1・1 1・1 14
ナガハグサ 1・1 + + + 1・1 5・5 5・5 + 2・2 9
イワニガナ 2・2 2・2 2・2 + 1・2 1・2 + 7
エゾノギシギシ + + + + + + + 7
オオバコ + + + + +・1 + 6
エゾイタヤ + + + + + 5
カモガヤ 1・1 1・1 + + + 5
シロツメクサ + + + + 2・2 5
ツリバナ + + + + 4
ギボウシ属の一種 2・2 2・3 2・3 3
オオハンゴンソウ + + + 3
ケヤマハンノキ + + + 3
スギナ + + + 3
アキタブキ 1・1 2・2 2・2 3
イワミツバ 2・2 3・3 3・3 3
オニグルミ + + 1・1 3
ツルニチニチソウ + + + 3
ヒレハリソウ 1・1 + + 3
ミズヒキ 3・3 1・2 1・1 3
ツルヨシ + + 2
ハルザキヤマガラシ + + 2
クサヨシ 5・5 5・5 2
イヌタデ + + 2
エゾノカワヤナギ + + 2
エゾノキヌヤナギ + + 2
オオウシノケグサ 1・2 1・2 2
オニウシノケグサ +・1 + 2
オノエヤナギ 1・1 + 2
カサスゲ + 2・2 2
コハコベ + + 2
セイヨウキランソウ + + 2
ヒメジョオン 1・1 + 2
ブタナ + + 2
ヘラオオバコ + + 2
ホソバノヨツバムグラ + + 2
ミヤコザサ + 2・3 2
ヤブカンゾウ 4・4 2・2 2
ニッコウキスゲ 3・3 1
アカバナ科sp + 1
アブラナ科sp + 1
イネ科sp（A） 1・1 1
イネ科sp（B） + 1
イネ科sp（C） 1・1 1
イネ科sp（D） + 1
イネ科sp（E） + 1
イネ科sp（F） + 1
イネ科sp（芝） 5・5 1
ウシハコベ + 1
エゾヤナギ + 1
オオイタドリ 1・1 1
カヤツリグサ科sp 1・1 1
キバナノアマナ + 1
キレハイヌガラシ + 1
キンエノコロ + 1
クサノオウ + 1
クサフジ + 1
コシロネ + 1
コテングクワガタ + 1
コヌカグサ + 1
ハルニレ + 1
ツユクサ + 1
ナナカマド + 1
ヒナギク + 1
ブタクサ + 1
ミズ + 1
ミチヤナギ + 1
ヤマグワ + 1
ヨシ + 1
ヨツバムグラ + 1
アメリカセンダングサ + 1
エゾミソハギ + 1
ミゾソバ + 1

※調査面積は全て25㎡（5×5m）である。

調査区

Ⅰ高木層

Ⅲ低木層

Ⅳ草本層

出

現

回

数

A-1 A-2 Ｂ ＤＣ Ｅ

  

5) コドラート調査及び断面調査結果 
コドラート調査結果及び断面図は、表 2.1-11 及び図 2.1-4 に示すとおりである。 

 

表 2.1-11 コドラートの植物組成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1-4 各ブロックの断面図 

A-1 断面 

A-2 断面 

C 断面 
B 断面 

E 断面 D 断面 
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6) 景観 

景観の状況は、図 2.1-5～8 に示すとおりである。 

②

① 

③⑤ 

④

⑥
⑦ 

⑧

⑨

⑩ 

⑪ 

図 2.1-5 景観パノラマ写真(H25・10 月) 

③階段前 

④ボート乗り場前 ⑤河川監視カメラ横 ⑥丘のモニュメント前 

⑦水路の橋の上 

⑧美術館前の広場 

①堤防上 ②救助ロープ前 

⑨花壇 

⑩公会堂の裏 

⑪旧天文台 
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②

① 

③⑤ 

④

⑥
⑦ 

⑧

⑨

⑩ 

⑪ 

図 2.1-6 景観パノラマ写真(H25・2 月) 

③階段前 ④ボート乗り場前 

⑤河川監視カメラ横 ⑥丘のモニュメント前 ⑦水路の橋の上 

⑧ 美術館前の広場 

①堤防上 

⑨花壇 

⑩公会堂の裏 

⑪旧天文台 

⑫石狩川右岸側噴水脇（新規追加地点）

⑫

※）石狩川左岸側高水敷は雪祭り会場となっており、②からの景観写真を撮影できなかった。

※）石狩川右岸側に⑫を新たに設定し、パノラマ写真を撮影した。 

新規追加地点

2 月は撮影不可 
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②

① 

③⑤ 

④

⑥⑦ 

⑧

⑨

⑩ 

⑪ 

図 2.1-7 景観パノラマ写真(H26・6 月) 

②救助ロープ前 ③階段前 

⑤河川監視カメラ横 ⑥丘のモニュメント

⑦水路の橋の上 

①堤防上 

⑧ 美術館前の広場 

⑨花壇 

⑩公会堂の裏 

⑪旧天文台 

⑫

④ボート乗り場前 

⑫石狩川右岸側噴水脇 
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②

① 

③⑤ 

④

⑥⑦ 

⑧

⑨

⑩ 

⑪ 

図 2.1-8 景観パノラマ写真(H26・7 月) 

②救助ロープ前 ③階段前 

⑤河川監視カメラ横 ⑥丘のモニュメント

⑦水路の橋の上 

①堤防上 

⑧ 美術館前の広場 

⑨花壇 

⑩公会堂の裏 

⑪旧天文台 

④ボート乗り場前 
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2.2 鳥類調査 

(1) 調査方法 

鳥類調査は、鳥類の活動が盛んな早朝～午前中において目視、鳴き声等による任意観察を実施した。

任意観察は定量的な手法としてライセンサスルート（図 2.2-1 に示す堤防部と公園内の樹林や水辺、

開放的空間を把握できるような 1ルート）を設定し、種類、個体数、利用環境を把握した。 

定性的な手法としては鳥類相の把握のため、30 分間の定点観察を 4地点で実施した。また、バード

ウォッチング等を行っている公園利用者を対象として、調査範囲で見られる鳥類について聞き取り調

査を行った（必要に応じて、日本野鳥の会などにも聞き取る）。 

なお、現地調査によって前述した「環境省レッドリスト」、「北海道レッドデータブック」等の掲

載種である重要の鳥類が確認された場合には、確認位置、確認状況及び出現環境を記録した。一般種

についても環境区分ごとに出現種を集計できるように確認位置と確認状況の記録を行った。 

 

■ワークショップ意見を踏まえた調査の注意点 

・調査は定量的な調査として昨年と同様のラインセンサス、定点観察調査とする。 

・鳥類の生息場所の面積と種数との関係を把握するため、秋、冬の調査結果の解析と同様の解析（多様

度指数等）を実施する。 

・また、調査時に可能な限り写真を撮影し、証拠を残しておく。 

・常磐公園で確認された鳥類について樹洞利用種、空間的な利用環境、餌環境で分けるなど、属性で分

け、旭川の他地域との比較、評価を行う。 

・オジロワシの周辺環境とのかかわりを調査する。ただしオジロワシは、冬季の渡り個体の飛来と考え

られることから春、夏の調査では確認されない可能性が高い。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2) 調査時期 

鳥類調査の調査時期は、表 2.2-1 に示すとおり鳥類の季節性を考慮して、昨年度は秋季～冬季に 3

回、今年度は繁殖期（5 月は渡り期を含む）である 5～7月に 3回実施した。 

 

 

表 2.2-1 鳥類調査時期及び設定根拠 

調査方法 調査時期 
調査 

回数 
設定根拠 

任意 

観察法

ラインセンサス法

定点観察法 

平成 25 年 10 月下旬 

平成 25 年 12 月上旬 

平成 26 年 2 月上旬 

3 回 

(各2日) 

秋季 
秋の渡りの時期にあたり、カ
モ類等の鳥類が多く見られ
る時期である。 

冬季 

渡りが終了し、冬鳥や留鳥（カ
モ類、猛禽類、ツグミ、カラ
類等）の越冬状況が確認でき
る時期である。 

平成 26 年 5 月 

平成 26 年 6 月 

平成 26 年 7 月 

3 回 

(各2日) 

早春季 

春季 

夏季 

5 月は、春季は春の渡りの時
期と繁殖期の初期にあたる。
6 月は、鳥類の繁殖期であ
り、さえずりや餌運びなどの
繁殖行動を確認しやすい時期
である。 
7 月は、巣立ちの時期であ
り、幼鳥の有無など繁殖状
況の判定がしやすい時期で
ある。 

 

 

(3) 調査範囲 

鳥類調査の調査範囲は、図 2.2-1 に示すとおりである。 
 
ラインセンサスは、石狩川堤防、高水敷、公園内散策路等をルートとして、延長約 2.2 ㎞において

実施した。 

定点調査は、T-1：堤防部、T-2：水辺環境、T-3：樹林部、T-4：開放空間の 4箇所で実施した。 
 
 
 
 
 
 

 

〔ラインセンサス〕 〔定点観察〕 
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図 2.2-1 鳥類調査位置図 

凡例    ラインセンサスルート 

      定点調査地点 

      定点観察法の記録範囲 

始
 点 

Ｔ-1（堤防部）

Ｔ-3（樹林部）

Ｔ-2（水辺環境）

Ｔ-4（開放空間）

T-1 の記録範囲

T-3 の記録範囲

T-4 の記録範囲

T-2 の記録範囲
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(4) 調査結果概要 

1)確認種 
鳥類調査の調査結果は表 2.2-2 に示すとおり、10 目 27 科 63 種※の鳥類が確認された。2月はマヒ

ワやベニヒワ等の冬鳥が落葉広葉樹の種子を採餌している姿が観察されたほか、千鳥ヶ池沿いの針葉

樹の大径木がオジロワシのとまり場所として利用されていた。また、千鳥ヶ池のコイがカラス類とオ

ジロワシにより捕食されていた。5 月はキンクロハジロ、ヒドリガモ、イスカなどの冬鳥が渡りの中

継地として利用していた。6～7月はニュウナイスズメ、ムクドリ、コムクドリなど樹洞繁殖種の利用

が見られたほか、常磐公園周辺で繁殖するハイタカやチゴハヤブサ、カワセミなどが狩場として公園

内を利用していた。 

表 2.2-2 鳥類確認種目録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認種（重要種を除く） 

    

マガモ(タニシ捕食) カルガモ コガモ キンクロハジロ 

 

 

  

ホオジロガモ アオサギ トビ(公園巣立ちの幼鳥) チゴハヤブサ 

  

 

 
 

 

  

カワセミ アカゲラ ヤマゲラ ハシボソガラス 

   

 

 
 

 

 

ハシブトガラス(幼鳥群) シジュウカラ ゴジュウカラ ムクドリ(入巣) 

 

 

 
 

 

   

コムクドリ(餌運び) コサメビタキ オオルリ ニュウナイスズメ(巣穴選定)
 

 

 

 
 

 

  

スズメ(巣穴選定) イスカ シメ カワラバト（ドバト） 

※：調査期日以外の追加情報として、常磐館のガラスに激突死したオオタカ幼鳥（2014 年 8 月 31 日）

が記録されている。（自然環境ワークショップ専門家より情報提供）

※種名及び種の配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(日本鳥学会、2012)に準拠した。 

追加

10月 12月 2月 5月 6月 7月 8月

カモ カモ オオハクチョウ Cygnus cygnus ○ 水 旅(冬)

ヒドリガモ Anas penelope ○ ○ 水 冬(旅)

マガモ Anas platyrhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 留(冬)

カルガモ Anas zonorhyncha ○ 水 夏(留)

オナガガモ Anas acuta ○ 水 旅(冬)

コガモ Anas crecca ○ ○ 水 冬(留)

キンクロハジロ Aythya fuligula ○ ○ 水 旅(冬)

ホオジロガモ Bucephala clangula ○ 海 冬

ミコアイサ Mergellus albellus ○ 水 冬(留)

カワアイサ Mergus merganser ○ ○ ○ ○ 水 留

ハト ハト キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ 森 夏

カツオドリ ウ カワウ Phalacrocorax carbo ○ 水 夏

ペリカン サギ アオサギ Ardea cinerea ○ ○ ○ ○ 水 夏

アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus ○ 森 夏

チドリ チドリ コチドリ Charadrius dubius ○ 水 夏(留)

シギ イソシギ Actitis hypoleucos ○ ○ ○ 水 夏

カモメ オオセグロカモメ Larus schistisagus ○ 海 留

タカ タカ トビ Milvus migrans ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

オジロワシ Haliaeetus albicilla ○ 水 留(冬)

オオワシ Haliaeetus pelagicus ○ 水 冬

オオタカ Accipiter  gentilis ○ 森 留

ハイタカ Accipiter nisus ○ ○ 森 夏(留)

ノスリ Buteo buteo ○ 原 留

ブッポウソウ カワセミ カワセミ Alcedo atthis ○ ○ 水 夏(留)

キツツキ キツツキ コゲラ Dendrocopos kizuki ○ 森 留

アカゲラ Dendrocopos major ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ヤマゲラ Picus canus ○ 森 留

ハヤブサ ハヤブサ チゴハヤブサ Falco subbuteo ○ ○ 里 夏

スズメ モズ モズ Lanius bucephalus ○ 里 夏

カラス カケス Garrulus glandarius ○ 森 留

ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

シジュウカラ ハシブトガラ Poecile palustris ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ヒガラ Periparus ater ○ ○ 森 留

シジュウカラ Parus minor ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis ○ ○ 里 夏

ツバメ ショウドウツバメ Riparia riparia ○ 水 夏

ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

ムシクイ オオムシクイ Phylloscopus examinandus ○ 森 旅(夏)

エゾムシクイ Phylloscopus borealoides ○ 森 夏

センダイムシクイ Phylloscopus coronatus ○ 森 夏

メジロ メジロ Zosterops japonicus ○ 森 夏(留)

ヨシキリ オオヨシキリ Acrocephalus orientalis ○ 原 夏

ゴジュウカラ ゴジュウカラ Sitta europaea ○ ○ ○ 森 留

ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)

コムクドリ Agropsar philippensis ○ ○ ○ 里 夏

ヒタキ アカハラ Turdus chrysolaus ○ 森 夏

ツグミ Turdus naumanni ○ ○ 森 冬(旅)

コサメビタキ Muscicapa dauurica ○ 森 夏

キビタキ Ficedula narcissina ○ ○ ○ 森 夏

オオルリ Cyanoptila cyanomelana ○ 森 夏

スズメ ニュウナイスズメ Passer rutilans ○ ○ ○ 里 夏

スズメ Passer montanus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

セキレイ キセキレイ Motacilla cinerea ○ 水 夏

ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○ 水 夏(留)

セグロセキレイ Motacilla grandis ○ 水 夏(留)

アトリ カワラヒワ Chloris sinica ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)

マヒワ Carduelis spinus ○ ○ 森 留(冬)

ベニヒワ Carduelis flammea ○ 森 冬

イスカ Loxia curvirostra ○ 森 冬(留)

シメ Coccothraustes coccothraustes ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)

ホオジロ アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○ 原 夏

ハト ハト カワラバト(ドバト) Columba livia ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

13科 11科 12科 23科 18科 20科

26種 20種 18種 40種 23種 26種

季節

区分

11目 28科 63種

目和名 科和名 種和名 学名
調査期 生活

区分
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種名 形態 分布 生態

体長
♂
44

♀
39cm　翼開長61～70cm

体長
♂
80

♀
94cm　翼開長182～221cm

オ
ジ
ロ
ワ
シ

日本には冬鳥と

して主 に北 日本

に渡来し、関東以

西では極めて少

な い。 北海 道東

部や北部に少数

が留鳥として生息

し、繁殖する。繁

殖地としては、極

東の南限である。

海岸、河口、湖沼、大河川などを主な生息圏とし、付近の林に生

息する。主に魚や鳥類などを捕食し、哺乳類を捕ることもある。ま

た、網漁のおこぼれや、他の鳥の捕った獲物を奪うこともある。

海や湖沼、大河川付近の森林の林縁部に営巣する。特に狩り場

となる開けた場所や、水面に直接出られる所かそこが見える所を好

む。求愛行動は１月位から活性化し、巣の補修や構築が始まる。産

卵期は３月下旬頃で、１～４卵を産む。抱卵日数は34～46日で、70

～90日で巣立つ。巣立ち後も巣の付近で親から餌をもらい、分散

は９～10月から始まる（サケの遡上時期）。

ミ
コ
ア
イ
サ

ユーラシア大陸

の亜 寒 帯で広く

繁殖し､日本には

主に冬鳥として普

通 に渡 来 す る。

北海道では旅鳥

であるが、北部で

は少数 が繁 殖し

ている。

　越冬地では湖沼や広い川で生活し、ときに海に出ることもある。数

羽から数十羽の群れで見られることが多い。潜水して魚を捕える。

日本に渡来するアイサ類の中ではもっとも小型の種で、行動は軽

快。

　樹洞に営巣し、繁殖期は5～7月で、産卵数は6～9個である。ヒナ

は26～28日ぐらいで孵化する。抱卵、育雛は雌のみが行い、40～

45日くらいで分散する。

種名 形態 分布 生態

体長
♂
88

♀
102cm　翼開長221～244cm

体長
♂
32

♀
39cm 翼開長61～79cm

ハ
イ
タ
カ

日本 では 本州

以北で繁殖し、留

鳥だが一部は冬

季に暖地に移動

する。

亜高山から平地の林に棲み、林内、林縁の耕地や草地などで獲

物を捕る。主にツグミくらいまでの小鳥を狩るが、ネズミやリスなどを

捕らえることもある。

主に針葉樹の葉が密生した枝上や原生林に枯れ枝を積み重ね

た巣を作る。産卵期は5月頃で、4～5卵を産む。抱卵数は32日前

後で、24～30日で巣立つが、巣立ち後も親から餌をもらう。巣立ち

後は20～30日で独立するが、初めのうちは昆虫くらいしか捕れず、

巣立ち後50日位たってから鳥類を捕れるようになる。

オ
オ
ワ
シ

オホーツク海

北部沿岸地方で

繁殖し、日本に

は主に冬鳥とし

て北日本に渡来

する。関東以西

ではごく稀であ

る。

海岸や河口、湖沼を生活圏とし、主に大型魚を餌としてい

るが、時には水鳥や中型哺乳類を襲うなど、オジロワシと似

た習性を持ち、同様の生活をしている。海ワシ類は一般に、

越冬地では明瞭な縄張り意識を持たないらしく、よく群れて

いて、一定の木々や岩壁に集団でねぐらを構える。

重要種 
現地調査で確認された鳥類のうち、重要種はミコアイサ、オジロワシ、オオワシ、オオタカ（追加

情報）、ハイタカの 2科 5種であった。重要種選定根拠を表 2.2-3、生態概要を表 2.2-4、確認状況

を表 2.2-5、確認位置を図 2.2-2 に示す。 

・ミコアイサは、千鳥ヶ池を中継地として渡り期である 10 月に利用している状況であった。 

・オジロワシは、厳冬期である 2月に公園内に飛来していた。千鳥ヶ池の不凍部を利用するカモ類

や魚類（特にコイ）を捕食するためと思われ、公園内の樹木を止まり場として利用していた。 

・オオワシは、越冬期である 12 月に石狩川を飛行する個体の確認であり、公園内の利用は無かった。 

・ハイタカは、越冬期である 12 月と繁殖期である 7月の確認であった。いずれも公園およびその付

近を狩場として利用していた。 

・オオタカは、幼鳥が 8 月に常磐館のガラスに激突死した（追加情報）。 

・そのほか特記的な事項として、トビが公園内にて営巣し、付近(日章小学校)で営巣するチゴハヤ

ブサが公園内を狩場利用していた。また、カワセミが成鳥、幼鳥ともに繁殖期に千鳥ヶ池を狩場

利用している状況にあった。 
表 2.2-3 鳥類重要種目録 

10月 12月 2月 5月 6月 7月 8月 天然 保存 RDL HRDB

カモ ミコアイサ ○ Vu 水 冬(留)

タカ オジロワシ ○ ○ ○● VU En 水 留(冬)

オオワシ ○ ○ ○ VU En 水 冬

オオタカ ○ ○● NT Vu 森 留

ハイタカ ○ ○ NT Vu 森 夏(留)

2科 1種 2種 1種 0種 0種 1種 1種 2種 3種 4種 5種

　貴重性

　　天然：「文化財保護法」【昭和25年　法律第214号】

   　　○：天然記念物    特：特別天然記念物

　　保存：「絶滅のおそれのある野生動植物種の種の保存に関する法律」

    　 ○：国内希少野生動植物種    ●：国際希少野生動植物種

　　RDL：環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）（環境省 2012)

    　 CR：絶滅危惧ⅠＡ類　　EN：絶滅危惧ⅠＢ類　　VU:絶滅危惧Ⅱ類　　NT:準絶滅危惧　　DD：情報不足　　LP：地域個体群

　　HRDB：北海道の希少野生生物・北海道レッドデータブック(北海道 2001)

    　 En:絶滅危惧種　　Vu:絶滅危急種　　R:希少種　　N:留意種　　Lp:地域個体群

季節

区分
科和名 種和名

調査期 貴重性 生活

区分

 

表 2.2-4(1) 鳥類重要種生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2-4(2) 鳥類重要種生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2-5 重要種確認状況 

種名 No 確認日時 齢/性 個体

数 特記事項 確認状況 

ﾐｺｱｲｻ Ma-1 
H25.10.21 

10:49 
成鳥/雌 1 

休息 
採餌 千鳥ヶ池で休息、採餌。 

ｵｼﾞﾛﾜｼ

Ha-1 
H26.2.3 

11:38-13:42
成鳥/不明 1 探餌(推定) Zone4-10 大径木 2のカラマツにとまり。13:41 Ha-2

と共に石狩川下流方向へ飛翔。 

Ha-2 
H26.2.3 

13:30-13:42
成鳥/不明 1 

探餌(推定) 
ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ 

Zone5-2 大径木 5のヨーロッパトウヒにとまってい

る。13:30 マガモに狩りを行うが失敗し、Ha-1 の隣

にとまり。13:41 Ha-1 と共に石狩川下流方向へ飛翔。

Ha-3 
H26.2.3 

14:01-14:02
成鳥/不明 1 ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ カラスが採餌中のコイに急降下し、コイを足に掴ん

で川方向へ飛翔。 

Ha-4 
H26.2.4 

7:32 
成鳥/雄 1 探餌(推定) Zone4-10 大径木 2のカラマツの横枝にとまり。 

Ha-5 
H26.2.4 

8:25 
成鳥/雌 1 探餌(推定) Zone4-10 大径木 2のカラマツの横枝にとまり。 

Ha-6 
H26.2.4 

9:55-10:17 
成鳥/雌 1 探餌(推定) 

Zone4-10 大径木 2のカラマツから Zone5-2 大径木 5

のヨーロッパトウヒに木移りした後、石狩川上流方

向へ向かい見えなくなる。 

Ha-7 
H26.2.5 

6:27-9:00 
成鳥/雄 1 

探餌(推定) 
つがい？ 

石狩川上流方向から公園に向かって飛翔。Zone4-10

大径木 2のカラマツにとまり。Ha-8 と鳴き交わす。

Ha-8 
H26.2.5 

6:33-9:00 
成鳥/雌 1 

探餌(推定) 
つがい？ 

石狩川上流方向から公園に向かって飛翔。Ha-7 の隣

にとまり。Ha-7 と鳴き交わす。 

Ha-9 
H26.2.5 

9:55-10:13 

成鳥/雌 

成鳥/雄 
2 

探餌(推定) 
つがい？ 

Zone4-10 大径木 4のヨーロッパアカマツに 2個体で

とまっていたが、10:13 飛び立って石狩川上流方向

へ飛翔する。 

ｵｵﾜｼ Hp-1 
H25.12.4 

8:39 
幼鳥/不明 1 

 石狩川上空でハシブトガラスに追われて東へ飛翔す

る個体を確認。旭橋上空を通過し、さらに東へ飛翔

する。 

ﾊｲﾀｶ 
An-1 H25.12.3 

12:05-12:08
成鳥/雌 1 ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ 

公園内でムクドリの群れに対して狩りを行い失敗。

ハシブトガラスに追われて旋回飛翔したのち、南へ

滑翔し建物の陰になり見えなくなる。 

An-2 
H26.7.12 

7:22 
成鳥/雄 1 餌運び スズメ大の鳥類を持って公園上から市街地方向（南

西）に向けて羽ばたき飛行する。 

ｵｵﾀｶ 常磐

館 
H26.8.31 幼鳥 1 死体 常磐館のガラス窓に幼鳥が激突死したことが報告さ

れた。 
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凡例 

    ミコアイサ 

    オジロワシ 

    オオワシ 

    ハイタカ 

 

    飛翔 

    とまり 

    範囲内を移動 

Hp-1 オオワシ 

幼鳥/不明 

Ha-7、8 オジロワシ

成鳥/雌雄 

Ha-3 オジロワシ

成鳥/不明 

Ha-2 オジロワシ

成鳥/不明 

Ha-1 オジロワシ 

成鳥/不明 

Ha-6 オジロワシ 

成鳥/雌 

Ha-4、5 オジロワシ

成鳥/雌雄 

An-1 ハイタカ 

成鳥/雌 

Ma-1 ミコアイサ

成鳥/雌 

An-2 ハイタカ 

成鳥/雄：餌運び 

図 2.2-2 重要種確認位置図 チゴハヤブサ営巣木 

トビ営巣木 

〔トビ(一般種)：5月：営巣中〕 〔チゴハヤブサ(一般種)：7 月：営巣中〕(日章小学校) 

〔ミコアイサ：10 月〕 

〔オジロワシ：2月：つがい〕 

〔オオワシ：12 月・石狩川上〕 

〔ハイタカ：7月・餌運び〕 
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10月 12月 2月 5月 6月 7月 計 順位 10月 12月 2月 5月 6月 7月 計 順位 10月 12月 2月 5月 6月 7月 計 順位 10月 12月 2月 5月 6月 7月 計 順位 10月 12月 2月 5月 6月 7月 計 順位 合計 順位 H25.10 H25.12 H26.2 H26.5 H26.6 H27.7

1 オオハクチョウ 25 25 25 25 水 旅(冬)

2 ヒドリガモ 7 24 31 8 8 39 15 24 水 冬(旅)

3 マガモ 216 510 200 17 7 40 990 1 3 3 5 11 249 515 6 8 9 32 819 1 3 3 11 11 1834 1 479 1025 206 28 19 77 水 留(冬)

4 カルガモ 1 1 1 1 水 夏(留)

5 オナガガモ 2 2 2 2 水 旅(冬)

6 コガモ 39 7 46 28 28 74 67 7 水 冬(留)

7 キンクロハジロ 9 11 20 9 8 17 37 18 19 水 旅(冬)

8 ホオジロガモ 2 2 2 2 4 4 海 冬

9 ミコアイサ 1 1 1 1 水 冬(留)

10 カワアイサ 3 12 6 2 23 1 6 3 1 11 34 4 18 9 3 水 留

11 キジバト 2 2 4 3 3 7 5 2 森 夏

12 カワウ 1 1 1 1 水 夏

13 アオサギ 1 3 7 5 16 1 4 5 10 1 1 1 1 28 1 4 13 10 水 夏

14 ハリオアマツバメ 5 5 5 5 森 夏

15 コチドリ 1 1 3 3 4 4 水 夏(留)

16 イソシギ 2 1 2 5 2 2 5 9 14 4 3 7 水 夏

17 オオセグロカモメ 1 1 1 1 2 2 海 留

18 トビ 4 5 7 4 7 27 2 1 2 3 4 12 1 1 1 3 1 4 2 3 10 2 1 2 2 2 9 61 9 8 15 12 17 里 留

19 オジロワシ 4 4 4 4 8 8 水 留(冬)

20 オオワシ 1 1 1 1 水 冬

21 ハイタカ 1 1 1 1 2 1 1 森 夏(留)

22 ノスリ 2 2 2 2 原 留

23 カワセミ 2 2 4 1 1 2 1 1 7 4 3 水 夏(留)

24 コゲラ 1 1 1 1 森 留

25 アカゲラ 1 2 3 3 1 3 13 3 3 1 1 2 4 1 2 2 5 25 5 3 4 3 3 7 森 留

26 ヤマゲラ 1 1 1 1 森 留

27 チゴハヤブサ 3 3 2 2 1 1 2 2 8 1 7 里 夏

28 モズ 1 1 1 1 里 夏

29 カケス 1 1 1 1 森 留

30 ハシボソガラス 1 6 6 6 4 8 31 5 26 3 6 2 42 3 7 3 3 13 2 3 3 8 8 2 1 11 105 8 50 17 9 11 10 里 留

31 ハシブトガラス 9 14 36 21 14 23 117 5 26 9 5 6 8 59 1 14 3 2 4 6 29 11 9 8 3 1 32 6 12 11 9 3 8 49 1 286 3 20 77 68 45 30 46 里 留

32 ハシブトガラ 4 5 2 2 5 18 1 1 2 2 1 1 22 5 3 5 2 2 5 森 留

33 ヒガラ 1 1 2 2 2 4 1 3 森 留

34 シジュウカラ 23 7 16 13 21 24 104 4 1 1 6 17 4 2 2 5 7 37 3 11 6 9 6 6 7 45 2 2 3 5 1 4 1 16 208 57 21 32 22 36 40 森 留

35 ヒバリ 4 1 5 3 3 8 7 1 里 夏

36 ショウドウツバメ 12 12 12 12 水 夏

37 ヒヨドリ 6 17 7 4 1 3 38 1 4 1 1 7 2 8 13 3 2 28 1 3 6 1 1 12 2 3 6 1 1 13 98 12 35 33 9 3 6 里 留

38 オオムシクイ 2 2 1 1 3 3 森 旅(夏)

39 エゾムシクイ 1 1 1 1 2 2 森 夏

40 センダイムシクイ 5 5 2 2 7 7 森 夏

41 メジロ ○ ○ ○ ○ 森 夏(留)

42 オオヨシキリ 2 2 2 2 原 夏

43 ゴジュウカラ 4 2 6 12 1 1 13 4 3 6 森 留

44 ムクドリ 29 150 1 53 75 81 389 2 6 19 7 24 56 2 3 18 11 11 45 88 2 1 13 5 9 19 47 1 18 9 7 13 47 2 627 2 39 218 1 78 109 182 里 夏(留)

45 コムクドリ 15 25 8 48 3 2 5 4 6 8 18 4 7 2 13 84 26 40 18 里 夏

46 アカハラ 1 1 1 1 2 2 森 夏

47 ツグミ 7 2 9 3 3 12 10 2 森 冬(旅)

48 コサメビタキ 1 1 1 1 森 夏

49 キビタキ 2 2 1 5 1 1 2 1 2 3 6 13 4 5 4 森 夏

50 オオルリ 1 1 1 1 森 夏

51 ニュウナイスズメ 18 4 2 24 2 2 3 1 4 2 2 1 1 33 24 5 4 里 夏

52 スズメ 20 39 32 16 39 24 170 3 7 6 2 15 3 1 9 9 22 3 8 9 20 3 1 3 3 10 237 27 48 36 20 59 47 里 留

53 キセキレイ 1 1 1 1 水 夏

54 ハクセキレイ 8 2 10 1 3 1 5 1 1 1 1 17 1 11 5 水 夏(留)

55 セグロセキレイ 1 1 1 1 水 夏(留)

56 カワラヒワ 3 14 12 17 46 1 6 7 1 1 1 3 2 4 4 10 5 3 2 10 76 4 22 20 30 里 夏(留)

57 マヒワ 8 9 17 1 1 2 19 9 10 森 留(冬)

58 ベニヒワ 10 10 1 1 11 11 森 冬

59 イスカ 12 12 7 7 5 5 24 24 森 冬(留)

60 シメ 7 58 1 21 87 12 12 5 1 6 30 5 35 3 1 10 3 14 154 8 103 1 42 里 夏(留)

61 アオジ 10 2 6 18 1 1 2 1 1 2 2 23 10 5 8 原 夏

62 カワラバト(ドバト) 3 3 31 24 61 16 16 1 6 16 23 3 7 10 2 1 1 22 26 3 136 5 3 1 4 38 85 里 留

374 868 349 325 260 290 2466 34 93 16 39 33 84 299 294 605 37 51 66 121 1174 24 68 30 52 43 65 282 27 57 28 41 35 63 251 4472 753 1691 460 508 437 623

20種 16種 17種 39種 22種 22種 51種 11種 11種 4種 12種 9種 16種 27種 9種 12種 10種 16種 15種 11種 33種 9種 7種 6種 16種 10種 12種 26種 8種 9種 6種 11種 12種 12種 21種 62種 26種 20種 18種 40種 23種
62種

T-1（堤防部） T-2（水辺環境） T-3（樹林部） T-4（開放空間）
生活

区分

季節

区分

 ライン定点 調査期
種名№

ラインセンサス法
定点観察法

2)鳥類出現結果の地点別状況  
現地調査で確認された鳥類の調査方法別の確認結果を表 2.2-6 に示す。また、定点観察結果につい

て、地点間の類似性について比較し、表 2.2-7 に示す。 

 

 

 

表 2.2-6 調査方法別の調査結果一覧 
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地点 T-1（堤防部） T-2（水辺環境） T-3（樹林部） T-4（開放空間）

T-1（堤防部） 1.00 0.16 0.72 0.89

T-2（水辺環境） 0.16 1.00 0.11 0.19

T-3（樹林部） 0.72 0.11 1.00 0.86

T-4（開放空間） 0.89 0.19 0.86 1.00

地点 T-1（堤防部） T-2（水辺環境） T-3（樹林部） T-4（開放空間）

T-1（堤防部） 1.00 0.33 0.36 0.45

T-2（水辺環境） 0.33 1.00 0.48 0.46

T-3（樹林部） 0.36 0.48 1.00 0.57

T-4（開放空間） 0.45 0.46 0.57 1.00

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 確認地点別の状況 

堤防部（T-1） ：河川敷で採餌するキセキレイやヤクセキレイ、セグロセキレイ、イソシギや河

川で休息しているミコアイサやカワアイサ、アオサギ、オオセグロカモメ等の水

辺の鳥が多くみられた。 

水辺環境（T-2）：開放水面にに水鳥が集まる。特に冬季には、ヒドリガモをはじめ多くのカモ類

や水鳥がみられた。 

樹林部（T-3） ：キビタキシメ等の夏鳥、イスカなどの冬鳥が樹上で採餌や樹洞で繁殖している

様子が確認されており、森林性の小鳥類が多くみられた。 

開放空間（T-4）：森林性の鳥類や水辺の鳥類がそれぞれ利用する環境に移動する時の確認や上空

を飛翔する種の確認である。 

② 地点間の比較 

水辺環境（T-2）の個体数が、他の地点と比較して明らかに異なるが、これはカモ類が秋～冬季に

集団飛来したことによる。また、樹林部については、5～7 月に利用する種が比較的多く見られた。 

地点間の類似度をみると、樹林部（T-3）と公園内の開放空間（T-4）に類似の傾向が見られた。2

地点は近接しており、環境的にも類似し、個体の往来もあるためと考えられる。T-3・T-4 と T-1（堤

防部）も若干類似したが、T-2（公園内水辺環境）のみ他の 3地点と顕著に異なる値を示した。これ

は T-2 が止水的な環境（千鳥ヶ池）で、冬季を中心にカモ類の集団渡来地として利用されていること

による。 

③ 階層の違いによる利用状況 

樹林部では、森林性の鳥類が多く確認されている。これらの鳥類の中には、ドロノキやハルニレの

大木の樹幹に見られる樹洞を繁殖の場として利用している種がみられる（後述：アカゲラ、ハシブト

ガラ、ムクドリ、コムクドリ、ニュウナイスズメ、スズメの 6 種）、また、トビやハシブトガラスは、

高木に架巣し、営巣、繁殖した。 
また、樹幹は繁殖以外にも多くの鳥類が利用する空間であるが、特に夏鳥や冬鳥など渡りの途中に

立ち寄る森林性の鳥類は、樹上や樹幹で採餌（イスカ等）、休息（キビタキ、アオジなど）している。 
一方、公園内の地上部では、ツグミやカワラバト等の採餌がみられいる。 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.2-7（1）Jaccard 類似度（種類数のみ考慮した類似度）による比較 

定点観察法

定点観察法表 2.2-7（2）Cπ指数（個体数も考慮した類似度）による比較 
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繁殖の
可能性の
ランク

主な
対象

略称 説明
（参考）
環境省
コード

巣の出入り 巣又は巣のあるらしい箇所に繰り返し出入りしているのを見た。 10

抱卵・抱雛を推定 抱卵又は抱雛している。あるいはしているような行動を見た。 11

糞運び 成鳥が糞を運搬しているのを見た。 13

偽傷 偽傷を見た。 15

営巣痕跡(卵殻) 営巣痕跡（付近に卵殻）のある巣を見た。 該当なし

営巣痕跡(幼綿羽) 営巣痕跡（付近に幼綿羽）のある巣を見た。 16

営巣痕跡(糞) 営巣痕跡（付近に糞）のある巣を見た。 16

営巣痕跡(餌残骸) 営巣痕跡（付近にペリットや食べ残し餌の残骸）のある巣を見た。 16

卵 巣内卵 巣に卵（孵化前）を見た。 17

巣内雛の目視 巣内雛を見た。 19

巣内雛の声 雛の声を聞いた。 12,20

－ 他Aランク 繁殖が確認されたといえる事項を具体的に記録。 該当なし

交尾 交尾行動を見た。ただし冬鳥、旅鳥かもしれないときは除く。 32

造巣 造巣行動（巣穴掘りを含む）を見た。 35

家族群 かなり移動可能と思われる家族群を見た。 40

－ 他Bランク 繁殖の可能性がある事項を具体的に記録。 該当なし

－
その種が営巣し得る環境で、繁殖期にその種を確認したが、他には
繁殖の兆候はみられない。

該当なし

－ 繁殖期に鳴き声を確認したが、さえずりかどうか分からない。 該当なし

  D
姿・声を確認
したが、繁殖
の可能性はお
そらくない。

成鳥（繁殖
可能な若鳥
を含む）

－

その種の生息を確認したが、その流域内にその種が営巣し得る環境
はないと思われる。
例）アマツバメ類、ワシタカ類の上空通過を確認したが、その流域
内には営巣可能な環境はないと考えられる場合。

該当なし

該当なし

※1：複数の行動が観察された場合は両方を記録。
※2：参考文献：環境省2004「第6回自然環境保全基礎調査鳥類繁殖分布調査報告書」
※3：「環境省コード」は環境省2004「第6回自然環境保全基礎調査鳥類繁殖分布調査報告書」　
　　での観察コードで類似する行動をあてはめた。

  C
生息を確認し
たが、繁殖に
ついては、何
もいえない。

  E
冬鳥もしくは旅鳥

成鳥（繁殖
可能な若鳥
を含む）

38
巣を見たが、卵、雛、成鳥、営巣痕跡とも近くで確認できなかった
（造巣中に放棄した可能性がある）。

巣のみ巣

移動性の
高い巣立ち雛巣立ち雛や

家族群

かなり移動可能と思われる巣立ち雛を見た。（遠方からの飛来の可
能性がある）

　A
繁殖が確認さ
れた。

33

34
巣は直接見えないが巣があると思われる所に成鳥が訪れるのを見
た。ただしそこがねぐらである場合は除く。

警戒
威嚇や警戒行動（偽傷を除く）を見て、付近に巣又は雛の存在が考
えられる。

30

求愛行動（ディスプレイ）を見た。ただし冬鳥、旅鳥かもしれない
ときは除く。

31

巣内雛

巣材運び

　※　「平成18年版　河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル　河川版」
　　　（国土交通省河川局河川環境課 監修）を一部改訂。

成鳥（繁殖
可能な若鳥
を含む）

  B
繁殖の確認は
できなかった
が繁殖の可能
性がある。

成鳥が巣に餌を運搬しているのを見た。ただし周辺に巣があると思
われる場合のみ。餌をくわえたまま人間等を警戒し移動する気配の
ない場合を含む。

成鳥が巣材を運搬しているのを見た。ただし周辺に巣があると思わ
れる場合のみ。

36

成鳥が餌を運搬しているが、巣が周囲にあるかどうかわからない。
繁殖期のミサゴやカワセミ、コアジサシ等の長距離の餌運び等。

37

39

該当なし
卵殻を見たが、巣、雛、成鳥、営巣痕跡とも近くで確認できなかっ
た（他の動物や風等に卵が運ばれた可能性がある。）

卵殻のみ卵殻

巣不明で餌運び

推定巣に成鳥

21

囀り

ドラミング

求愛

営巣しうる環境でその種の繁殖する時期に囀り(Song)を聞いた。た
だし冬鳥、旅鳥かもしれないときは除く。

30

営巣しうる環境でその種の繁殖する時期にドラミング（キツツキ類
を対象）を聞いた。ただし冬鳥、旅鳥かもしれないときは除く。

14
巣近くで
餌運び

成鳥（繁殖
可能な若鳥
を含む）

巣立ち雛
移動性の

低い巣立ち雛
巣からほとんど移動していないと思われる巣立ち雛を見た。

巣

10月 12月 2月 5月 6月 7月

トビ 10,11,19,30 1箇所で営巣。幼鳥1個体巣立ち。 ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

アカゲラ 10,12,38 1箇所で営巣。巣内雛(複数)確認。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ハシブトガラス
10,11,12,19,21,

38,39

1箇所で営巣。幼鳥3個体巣立ち。2家族群

以上。
○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

ハシブトガラ 20,40 1箇所で営巣。巣立ち雛に成鳥給餌。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ムクドリ
10,14,33,37,39,

40
7箇所で営巣。幼鳥、餌運び確認。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)

コムクドリ
10,14,33,37,39,

40
8箇所で営巣。幼鳥、餌運び確認。 ○ ○ ○ 里 夏

ニュウナイスズメ 10,21,40
1箇所で営巣。巣立ち雛、 巣穴選定作業確

認。
○ ○ ○ 里 夏

スズメ 10,21,39,40 1箇所で営巣。幼鳥確認。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留

マガモ (11)
樹洞(地上部)内で抱卵(推定)行動確認。育

雛まで至らず。
○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 留(冬)

キジバト 30,38 囀り。古巣確認。 ○ ○ 森 夏

イソシギ 31 ディスプレイフライト。 ○ ○ ○ 水 夏

シジュウカラ 30,33,39,40 家族群。警戒。囀り。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

ヒバリ 30 囀り(石狩川高水敷)。 ○ ○ 里 夏

エゾムシクイ 30 囀り。 ○ 森 夏

センダイムシクイ 30 囀り。 ○ 森 夏

メジロ 30 囀り。 ○ 森 夏(留)

オオヨシキリ 30 囀り(石狩川河畔)。 ○ 原 夏

アカハラ 30 囀り。 ○ 森 夏

キビタキ 30 囀り。 ○ ○ ○ 森 夏

オオルリ 30 囀り。 ○ 森 夏

カワラヒワ 30 警戒。囀り。 ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)

アオジ 30 囀り。 ○ ○ ○ 原 夏

C

ハイタカ 公園外への餌運びを確認。公園内狩場。 ○ ○ 森 夏(留)

チゴハヤブサ
公園隣接小学校敷地内で繁殖。公園内狩

場。
○ ○ 里 夏

カワセミ 幼鳥確認。付近水域での繁殖を推測。 ○ ○ 水 夏(留)

E

※：太字は重要種。

11種 

62種 

B：繁殖の可能性がある。

C：繁殖については何も言えない。

D：姿・声を確認したが、繁殖の可能性はおそらくない。

E：冬鳥もしくは旅鳥

ﾗﾝｸ

B

A

D

判

定

季節

区分
行動

ハリオアマツバメ、コチドリ、コゲラ、モズ、ヒガラ、ヒヨドリ、ゴジュウカラ、コサメビタキ、キセキレイ、ハクセキレイ、セグ

ロセキレイ、シメ、カワラバト(ドバト)

カルガモ、コガモ、カワアイサ、カワウ、アオサギ、オオセグロカモメ、オジロワシ、ノスリ、ヤマゲラ、カケス、ハシボソガラ

ス、ショウドウツバメ、マヒワ

オオハクチョウ、ヒドリガモ、オナガガモ、キンクロハジロ、ホオジロガモ、ミコアイサ、オオワシ、オオムシクイ、ツグミ、ベニ

ヒワ、イスカ

A：繁殖が確認された。

ｺｰﾄﾞ種和名
調査期 生活

区分

合          計

8種 

14種 

13種 

16種 

3)繁殖種 
調査によって確認した営巣などの繁殖に関わる行動を、表 2.2-8 に示す判定基準に従って繁殖の可

能性について判定した結果は、表 2.2-9 に示すとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【判定結果】 
繁殖確認種:A ランクは 8 種、繁殖示唆種:B ランクは 14 種、合計 22 種であった。 

総確認種 62 種のうちの 35％、繁殖期（5～7月）における確認種 48 種のうちの 45％について、公

園内および隣接の石狩川堤外地に繁殖が示唆された。 

繁殖確認種については、トビとハシブトガラスが皿巣各 1 箇所（図は、2.3-2 コウモリ類確認位置

図及び樹洞利用状況に示す）、そのほか 6 種については公園内の樹洞を営巣環境としていた。 

都市公園という局所的な環境でありながら、森林性鳥類を含め 22 種の多様な種の繁殖が示唆され

たことは、常磐公園の貴重性、特異性を示す指標といえる。 

 
 
 

表 2.2-8 繁殖判定基準 

表 2.2-9 繁殖判定結果 
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2.3  両生類・爬虫類・哺乳類調査 

(1) 調査方法 

両生類・爬虫類・哺乳類調査は目視調査・痕跡調査を基本とした調査を行った。捕獲が必要なネズ

ミ類等については捕獲調査を行った。 
現地調査によって前述した「環境省レッドリスト」、「北海道レッドデータブック」等の掲載種で

ある重要な両生類・爬虫類・哺乳類が確認された場合には、確認位置、確認状況及び出現環境を記録

した。 

1) 痕跡調査 

痕跡調査は調査範囲を踏査して、個体の目視確認及びフィールドサイン（糞、足跡、食痕、抜け殻

等の生息痕跡）によって動物種を確認した。確認した種については、その位置や個体数、生息環境に

ついても記録した。なお、公園内には樹洞を有した大径木が多数存在することから、樹洞を利用する

エゾリス、エゾモモンガ、コウモリ類などの痕跡にも十分留意した。 

2) ネズミ類捕獲調査 

痕跡での種の確定が困難なトガリネズミ類及びネズミ類を対象とし、3地点において捕獲により生

息種を把握した。調査はライブトラップ(20 個／地点、餌は生ピーナッツ)を用いて 2晩の捕獲調査を

行った。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
捕獲調査用具（ライブトラップ） 

3) コウモリ調査 

コウモリ類の生息の有無や餌場環境としての利用状況を把握するため、夕方から夜間にかけて、公

園内の大径木を主体に踏査し、バットディテクターを使用して鳴き声（超音波：IC レコーダーによる

録音を並行し行う）や目視による個体確認を行った。また、コウモリ類を確認した場合には、ねぐら

となっている場所について把握した。 

■ワークショップ意見を踏まえた調査の注意点 

・樹洞の調査については、その位置を記録するが、同時に周辺の痕跡を確認し、利用状況の把握に努める。

（鳥類の調査時も同様） 

・トラップについては、昨年と同じ仕様で設置する。 

・コウモリ類は過去に生息の記録があるとのことから、公園周辺の生息環境の有無についても検討する必

要がある。 

・バットディテクターと IC レコーダーの組み合わせ記録を残すこととが望ましい。 

 

(2) 調査時期 

両生類・爬虫類・哺乳類調査の調査時期は、表 2.3-1 に示すとおり痕跡調査を春季(5 月)と夏季(7

月)、ネズミ類捕獲調査を夏季(7 月)に実施した。また、適宜、6～8月にコウモリ類調査を実施した。 

表 2.3-1 両生類・爬虫類・哺乳類調査時期及び設定根拠 

調査項目 調査時期 
調査 
回数 

設定根拠 

痕跡調査 

平成 25 年 10 月下旬
平成 26 年 1月～2月

2回 
(各 3 日)

秋季 

【両生類】 

アマガエルの変態上陸した成体が水際の草地などで

確認される可能性が高い。 

【爬虫類】 

ヘビ類の幼体が確認される可能性がある。礫地などで

脱皮殻が確認される可能性が高い。 

【哺乳類】 

木の実がなる時期であり、森林性の種や冬眠する哺乳

類の活動が活発になる時期で、目撃、痕跡の確認が出

来る可能性が高い。 

冬季 

【哺乳類】 

草本類の冬枯れや積雪により、哺乳類の目撃やフィー

ルドサインの確認が容易となる。冬季は樹木などに草

食動物の食痕が見られる可能性が高い。特に非積雪期

にはフィールドサインが残りにくいエゾモモンガ、イ

タチ類、エゾユキウサギなどの確認に適する。 

平成 26 年 5月 
平成 26 年 7月 

2回 
(各 2 日)

 

春季 

【両生類】 

 早春に繁殖するエゾアカガエル、エゾサンショウウ

オについては卵や幼生が止水域で確認される可能性

が高い。 

【爬虫類】 

 活動を開始する時期であり、シマヘビ等の両生類を

好む種が、カエル類の繁殖する止水域に集まってくる

可能性が高い。 

【哺乳類】 

 エゾタヌキやイタチ類は繁殖場に集まるカエル類を

求めて、止水域に出現するようになり、水際などにお

いて足跡等が確認される可能性が高い。 

夏季 

【両生類】 

 遅くに繁殖に入る種、アマガエルの成体や卵が止水

域で確認される可能性が高い。 

【爬虫類】 

 シマヘビ等の両生類を好む種が幼生のいる止水域

に集まってくる可能性が高い。また、爬虫類の活動が

活発になる時期でコンクリートや道路上、礫地など日

射により高温となる場所で確認される可能性が高い。

【哺乳類】 

 当該地区ではエゾアカネズミ等が夏に繁殖すること

からトラップ等で確認される可能性が高い。 

ネズミ類 
捕獲調査 

平成 25 年 10 月下旬
1回 

(3 日) 
秋季 

【哺乳類】 

ネズミ類の繁殖期が終わり、個体数が最も多く捕獲

しやすい時期である。 

平成 26 年 7月 
1回 

(3 日) 
夏季 

【哺乳類】 

ネズミ類の春の繁殖期が終わり、個体数が多く捕獲

しやすい時期である。 

コウモリ
類調査 

平成 26 年 6～8月 
（適宜） 

3 回 
(数日)

春季 

【哺乳類】 

 ヤマコウモリなどコウモリ類の確認適期である。 

 鳥類や昆虫類の早朝、夜間調査時にも確認に努める

こととする。 

 

 

7.5cm 

9cm 

29cm 
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(3) 調査範囲 

両生類・爬虫類・哺乳類調査の調査範囲は、図 2.3-1 に示すとおりである。

図 2.3-1 両生類・爬虫類・哺乳類調査位置図 

Ｎ-1（堤外地） 

川原の草原 

Ｎ-2（公園内） 

堤防部改変域 

Ｎ-3（公園内） 

堤防部改変域外 

凡例   両生類･爬虫類･哺乳類調査範囲 

     ネズミ類捕獲調査地点 
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H25.10 H26.5 H26.7

アマガエル 1 アマガエル Hyla japonica 3

アカガエル 2 エゾアカガエル Rana pirica 1 1

1 0 4

1種 0種 2種

※確認はすべて目撃法による

目和名 科和名

無尾

1目 1科

種和名 学名
調査期

№

2種

H25.10 H26.5 H26.7

イシガメ 1 クサガメ Chinemys reevesii 1 4

ヌマガメ 2 ミシシッピアカミミガメ Chrysemys scripta elegans 1 1

0 2 5

0種 2種 2種

※確認はすべて目撃法による

1目

調査期

2種

目和名 科和名

カメ

2科

種和名 学名№

H25.10 H26.2 H26.5.6 H26.7 天然 保存 RDL HRDB 着目

ヒナコウモリ 1 ヤマコウモリ ○ NT R

- ヒナコウモリ科の一種 ○ ○

1科 - - 1種 1種 - - 1種 1種 1種

　貴重性

　　天然：「天然記念物」

　　保存：「絶滅のおそれのある野生動植物種の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物の指定種

　　 RDL：「【両生類】【爬虫類】【哺乳類】環境省版レッドリスト哺乳類(第4次レッドリスト)（環境省2012）

　　　EX：絶滅種　　　　　EW：野生絶滅　　　　CR：絶滅危惧ⅠA類　　EN：絶滅危惧ⅠB類

　　　VU：絶滅危惧Ⅱ類　　NT：準絶滅危惧　　　DD：情報不足

　  HRDB: 北海道の希少植物-北海道レッドデータブック【北海道2001】

　　　Ex：絶滅種　　　Cr：絶滅危機種　　　En：絶滅危惧種　　　Vu：絶滅危急種　　　R ：希少種　　　N：留意種

   着目：種の特定が出来ず、貴重性は不明であるが、本報告書では着目種として扱う。

哺乳

1種

貴重性
綱和名 科和名 № 種和名

調査期

種名 形態 分布 生態

ヤ

マ

コ

ウ

モ

リ

前腕長57～66mm、頭胴長89～113mm、尾長51～67mm、体重35

～60g、光沢のある褐色系の体毛をもつ。昼間は樹洞に隠れ、

日没後に餌を求めて飛び出す。一晩中飛翔する昆虫類を捕食

し、日の出前に隠れ家に帰る。交尾は秋に行われるが、排

卵・受精は翌春の冬眠覚醒後に起きるようで、多くは２仔、

まれに1仔を初夏に出産する。出産・哺育は雌だけの20～50頭

以上の大きな集団で行われる。晩秋には冬眠に入り、初春に

目覚め活動を開始する。寿命は少なくとも6年以上である。

北海道、本州中 部以

北、対馬、壱岐、 福江

島、沖縄島に分布する。

中国東部、朝鮮半島か

らも知られる。

H25.10 H26.2 H26.5.6 H26.7 外来生物法 HBL

イシガメ 1 クサガメ 1 4 国内C

ヌマガメ 2 ミシシッピアカミミガメ 1 1 要注意外来 国外A2

- 2個体 5個体 -

　　　　　　　　特定外来：特定外来種。海外起源の外来生物であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるもの。

　　　　　　　　要注意外来：要注意外来種。生態系に悪影響を及ぼしうることから、利用に関わる個人や事業者等に対し、適切な取扱いについて理解と協力を願う種。

 　　HBL　　　：北海道外来種データベース(ブルーリスト)（2010）のカテゴリーは以下のとおり

　 　 　　　　　国外：原産地が国外の種　　国内：原産地が国内の種　　不明：原産地の不明な種

  　　　　　　　Ａ：本道に導入され、定着している種であり、本道への影響が報告されている種

  　　　　　　　Ｂ：本道に導入され、定着している種であるが、本道への影響が報告されていない種

  　　　　　　　Ｃ：本道に導入されているが、定着している不明な種

爬虫

2種7個体
2種1種1種1科

綱和名 科和名 № 種和名
調査期 外来性

　　　　　　　　A3：本道に定着しており、生態系等への影響が報告または懸念されている外来種

　外来性

　　外来生物法：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成16年6月2日）に記載された種。

　　　HBLカテゴリーAの細区分

　　　　　　　　A1：緊急に防除対策が必要な外来種

　　　　　　　　A2：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の必要性について検討する外来種

 
(4) 調査結果概要 

1) 確認種 

両生類・爬虫類・哺乳類調査の調査結果は表 2.3-2～4 に示すとおり、両生類 1目 2科 2 種、爬虫

類 1目 2科 2 種、哺乳類 3目 4科 5 種が確認された。3網合計では、5目 7 科 9 種であった。 

 

 

表 2.3-2 両生類確認種目録 

 

 

 

 

 

 

表 2.3-3 爬虫類確認種目録 

 
 
 
 
 
 

表 2.3-4 哺乳類確認種目録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【種名、学名及び種の配列は「日本野生生物目録 脊椎動物編」(環境庁 1993)に準拠した】 
ただし、エゾヤチネズミの学名は、The Wild Mammals of Japan、（2009：日本哺乳類学会）によれば、Myodes rufocanus 
bedfordiae となっている。 

 

 

2) 重要種 
確認種のうち重要種は、哺乳類の「ヤマコウモリ」1 種であった。また、「ヒナコウモリ科の一種」

についても、ヤマコウモリを含む重要種の可能性があり、着目種として取り扱う。 
表 2.3-5 に重要種選定根拠、表 2-3.6 に生態概要を示す。なお、確認状況の詳細については、「4)･

C)コウモリ類調査結果」に後述する。 
 

表 2.3-5 哺乳類重要種目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3-6 哺乳類重要種生態概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3) 外来種 
両生類および哺乳類については、確認種すべてが在来性の種であった。 

一方、爬虫類については確認したカメ 2種ともに外来種であり、人が持ち込んで放逐したものが定

着しているものと考えられた。 

なお、クサガメは国内移入種であるが、ミシシッピアカミミガメは国外移入種で、特定外来法によ

る「要注意外来生物」に指定されている。 

 

表 2.3-5 爬虫類外来種目録 

 

 

 

 

 
 
 

H25.10 H26.2 H26.5.6 H26.7

コウモリ ヒナコウモリ 1 ヤマコウモリ Nyctalus aviator ■

- ヒナコウモリ科の一種 Vespertilionidae sp. ■

ネズミ リス 2 エゾリス Sciurus vulgaris orientis ○ ○ ○

ネズミ 3 エゾヤチネズミ Clethrionomys rufocanus bedfordiae ▲

4 エゾアカネズミ Apodemus speciosus ainu ○ ○

- ネズミ科の一種 Muridae sp. ○ ○ ○

ネコ イヌ 5 キタキツネ Vulpes vulpes schrencki ○● ○●

3目 4科 4種 1種 3種 3種

※　○：痕跡法　●：目撃法(コウモリ類調査時を除く)　▲：捕獲法　■：コウモリ類調査（ﾊﾞｯﾄﾞﾃﾞｨﾃｸﾀｰ・目撃ほか）

5種

目和名 科和名
調査期

種和名 学名№
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H25.10 H26.7 H25.10 H26.7 H25.10 H26.7

エゾヤチネズミ 1

1

種和名

1種1個体 未採捕 未採捕

調査地

N-1 N-2 N-3

1種

4) 各法における調査結果 

A)痕跡調査結果概要 
 痕跡調査の結果、両生類ではアマガエル（目視）、エゾアカガエル（目視）の 2 種、爬虫類では

クサガメ（目視）、ミシシッピアカミミガメ（目視）の 2 種、哺乳類ではエゾリス（食痕）、エゾ

アカネズミ（食痕）、ネズミ科（トンネル、フン）、キタキツネ（目視、フン、足跡）の 3 種が確

認された。 
 
・アマガエルは、7 月に千鳥ヶ池の浮草上にて計 3 個体を確認した。 
・エゾアカガエルは、10 月に石狩川沿いのヨシ原で 1 個体、7 月に水路沿いの草地上で 1 個体を

確認した。 
・クサガメは、5 月と 7 月に千鳥ヶ池にて計 4 個体を確認した。 
・ミシシッピアカミミガメは、5 月と 7 月に千鳥ヶ池にて計 2 個体を確認した。 
・エゾリスは、10 月、5 月、7 月に公園内にて食痕（マツ球果、クルミ）を複数確認した。個体

の確認は無いものの、5 月の聞き取り調査では、鳥類調査当日にリスを目撃したという情報が得

られている。 
・エゾアカネズミは、10 月と 7 月に公園内にて食痕（クルミ）を複数確認した。 
・ネズミ科の一種は、10 月に公園内にてトンネル、7 月にフンを確認した。 
・キタキツネは、10 月と 2 月に石狩川と公園内にて、生体およびフン、足跡を確認した。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

B) ネズミ類捕獲調査結果 
 ネズミ類捕獲調査は、3 地点、2期（H25.10 月、H26.7 月）において実施したが、H25.10 月にのみ、

N-1 にてエゾヤチネズミ 1個体が採捕された。 

 

表 2.3-5 ネズミ類捕獲調査の結果 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

アマガエル エゾアカガエル クサガメ 
 
 
 
 
 

  

クサガメ ミシシッピアカミミガメ ミシシッピアカミミガメ 
 
 
 
 
 

  

エゾリス：食痕 エゾリス：食痕 エゾアカネズミ：食痕 

 
 
 
 
 

  

ネズミ科の一種：トンネル ネズミ類：フン キタキツネ 
 
 
 
 
 

  

キタキツネ キタキツネ：フン キタキツネ：足跡 

〔NK1：石狩川堤外〕 〔採捕個体：エゾヤチネズミ〕 
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種名 No. 確認日時 個体数 確認内容 特記事項 確認状況

ヒナコウモリ科の一種 Vs-1 H26.6.20 複数
コール

目視

中央花壇付近上空において複数個体のエコーロ

ケーションコール（25kHzほど）と、飛行個体

を1個体確認。

Vs-2 H26.6.20
1～

数個体
コール

堤防付近にて1～数個体のエコーロケーション

コール（25kHzほど）を確認。

ヤマコウモリ Na-1
H26.7.23

18:00～22：00
20～30

目視

コール
ねぐら

樹洞木No.25の樹洞2箇所から随時飛び出す。出

巣のピークは20～21時。

Na-2
H26.8.23

18:00～22：00
10～20

目視

コール
ねぐら

樹洞木No.25の樹洞2箇所から随時飛び出す。出

巣のピークは20～21時。

Na-3
H26.8.23

18:00～22：00
10～20

目視

コール
ねぐら

樹洞木No.23の樹洞から随時飛び出す。出巣の

ピークは20～21時。

C) コウモリ類調査及び樹洞等利用状況 
コウモリ類調査は、6月にバットディテクターを用いて生息の有無の把握を行った。 

この結果、公園中央花壇付近上空では複数個体のエコーロケーションコールと飛行個体を 1 個体

目視し、石狩川堤防上では 1～雛個体のエコーロケーションコールを確認した。周波数帯は 25Khz

付近であり、「ヒナコウモリ科の一種」と判断された。 

これを基にコウモリ類の種やねぐら等の利用状況の詳細を把握するために7～8月に追跡調査を実

施した結果、樹洞 No.23 と No.25 の 2 箇所において「ヤマコウモリ」が日没～夜間にかけて飛び出

す行動を確認し、いずれもデイルースト（昼間のねぐら）として利用されていることが把握された。

個体数は少なくとも各 10～20 個体であり、コロニーが形成されていた。なお、公園内では、樹洞の

ある木（キツツキ穴・天然樹洞）が 43 箇所で確認されている（詳細は巻末図 3.1-2 参照）。 

ヒナコウモリ科の一種およびヤマコウモリの確認状況について表 2.3-6 に示し、確認位

置を図 2.3-2 に示す。 

※：調査期間以外の確認情報として1地点(№26)のコウモリねぐらの記録をいただいた。 
（自然環境ワークショップ専門家 
より情報提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3-6 コウモリ類確認状況 

図 2.3-2 コウモリ類確認位置及び樹洞等利用状況 

ヤマコウモリねぐら
追加情報 

№ 項目 樹種 利用種 備考 № 項目 樹種 利用種 備考 № 項目 樹種 利用種 備考

1 キツツキ穴 エゾヤマザクラ コムクドリ 6月：営巣 16 樹洞 イタヤカエデ - 利用痕跡なし 29 樹洞 ドロノキ ムクドリ 6月営巣

①利用痕跡なし 17 樹洞 イタヤカエデ - 利用痕跡なし 30 キツツキ穴 ハルニレ - 利用痕跡なし

②利用痕跡なし 18 キツツキ穴 エゾヤマザクラ - 利用痕跡なし 31 キツツキ穴 キササゲ スズメ、ハシブトガラ 6月、7月：巣立ち雛

3 キツツキ穴 シロヤナギ - 利用痕跡なし 19 キツツキ穴 イタヤカエデ - 利用痕跡なし 32 キツツキ穴 ヤチダモ - 利用痕跡なし

4 キツツキ穴 ナナカマド - 利用痕跡なし 20 キツツキ穴 エゾヤマザクラ - 利用痕跡なし 33 樹洞 ドロノキ - 利用痕跡なし

5 キツツキ穴 ハルニレ - 利用痕跡なし 21 キツツキ穴 ハルニレ ムクドリ 6月：営巣 34 キツツキ穴 ハルニレ - 利用痕跡なし

6 キツツキ穴 スモモ（枯死木） - 利用痕跡なし 22 樹洞 ハルニレ コムクドリ 6月：営巣 35 樹洞 オノエヤナギ ニュウナイスズメ 6月：営巣

7 キツツキ穴 ヤチダモ - 利用痕跡なし 23 樹洞 ドロノキ ムクドリ ①7月：営巣 36 キツツキ穴 エゾヤマザクラ - 利用痕跡なし

①7月：巣内雛 ヤマコウモリ ②7-8月：ねぐら、コロニー 37 キツツキ穴 シダレヤナギ - 利用痕跡なし

②利用痕跡なし 24 キツツキ穴 ハルニレ - 利用痕跡なし 38 樹洞 シダレヤナギ - 利用痕跡なし

9 キツツキ穴 エゾヤマザクラ ムクドリ 6月：営巣 25 キツツキ穴・樹洞 ドロノキ コムクドリ ①6月：営巣 39 樹洞・キツツキ穴 ヤチダモ - 利用痕跡なし

10 キツツキ穴 イタヤカエデ アカゲラ 6月：営巣 ヤマコウモリ ②7-8月：ねぐら、コロニー 40 キツツキ穴 ハルニレ コムクドリ 6月：営巣

11 樹洞 イタヤカエデ コムクドリ 6月：営巣 - ①利用痕跡なし、7月樹洞塞がれる 41 キツツキ穴 ヤチダモ - 利用痕跡なし

12 樹洞 キタコブシ - 利用痕跡なし ムクドリ ②7月：営巣 42 樹洞・キツツキ穴 シダレヤナギ - 利用痕跡なし

13 キツツキ穴 ドロノキ ムクドリ 6月：巣材持ち ヤマモウモリ ③7-8月：ねぐら、コロニー 43 樹洞 イタヤカエデ コムクドリ 6月：営巣

14 樹洞 ミズナラ - 利用痕跡なし 27 樹洞 イタヤカエデ コムクドリ 6月：営巣

15 樹洞 イタヤカエデ コムクドリ 6月：営巣 28 キツツキ穴 ヨーロッパアカマ- 利用痕跡なし

※：丸数字は樹洞ナンバー

26 樹洞 ドロノキ

-

8 樹洞 ヤチダモ ムクドリ

2 キツツキ穴 ドロノキ

〔樹洞木 No.25〕 〔樹洞木 No.23〕 

出巣個体 出巣個体 

ねぐら木 ねぐら木 

ねぐら樹洞 ねぐら樹洞 
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2.4 魚類調査 

(1) 調査方法 
魚類調査は可能な限り定量的な調査を行った。採捕は投網を 5回、タモ網・サデ網による調査を

2 人で 30 分間行った。また、各地点に「どう」を 5個ずつ設置し翌日回収した。 

捕獲した魚類については、体長、全長、体重を測定後、速やかに元の池に放流した。捕獲調査の

概要は表 2.4-1 に示すとおりである。 

■ワークショップ意見を踏まえた調査の注意点 

・昨年度調査と同様の地点で調査を行う。 

・正確に同定し、必要なものについては、標本を作成しておく。 

なお、環境省レッドリスト、北海道レッドデータブック掲載種等の重要な魚類が確認された場合

には確認位置、状況、及び出現環境を記録した。 

 

 

表 2.4-1 魚類捕獲調査の概要 

捕獲方法の概要 

投網 

 水深の浅い場所や平瀬などの開けた場所にいる魚を捕獲する。池岸から網を打つ。

【規模：目合 12mm、直径 4.7m、網長 2.85m、裾目数 1400】 

【規模：目合 18mm、直径 4.5m、網長 3m、裾目数 1000】 

タモ網 

 水際植物帯、河床の礫下、砂泥に潜っている比較的小さな魚類を捕獲する。 

【規模：目合 3mm、口径 35×30cm、袋網 38cm】 

サデ網 

 タモ網と同様に水際植物帯、河床の礫下、砂泥に潜っている比較的小さな魚類を捕

獲する。タモ網より口径が大きく袋網の深さが十分にあるため、水際植生帯がオーバ

ーハングしている場所での捕獲に適している。 

【規模：目合 5mm、口径 85×70cm 半円形、袋網 70cm】 

どう 

 流れの緩やかな場所での小型魚の捕獲に適している。特に異形ブロックの隙間等の

投網やタモ網での捕獲が難しい場所で用いる。 

【規模：目合 2mm、口径 6cm、縦横 25×25cm、奥行き 45cm】 

 
 

(2) 調査時期 
調査時期は表 2.4-2 に示すとおり、春季(6 月)とした。 

 

表 2.4-2 魚類調査時期及び調査回数 

調査項目 調査時期 調査
回数 設定根拠 

魚類調査 

平成 25 年 10 月下旬 
1 回 

(2 日)

 河川水温が低下する時期で、池に生息する

魚類は、越冬に備え植生帯などに移動する時

期である。 

平成 26 年 6月 
1 回 

(2 日)

 河川水温の上昇期であり、魚類の活動が活

発になり捕獲が容易な時期である。 

 
 

(3) 調査範囲 

魚類調査の調査範囲は、図 2.4-1 に示すとおりである。 

30cm

35cm 38cm 
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図 2.4-1 魚類調査位置図 

Ｇ-2（池中央部）

凡例   捕獲調査地点 

Ｇ-1（岸際部） 
Ｇ-5（水路下流側） 

Ｇ-4（水路上流側） Ｇ-3（ｽｲﾚﾝ繁茂部）
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(4) 調査結果概要 

1) 確認種 

魚類調査の調査結果は表 2.4-3 に示すとおり、今年度の春季調査においてドジョウが追加確認さ

れ、1目 2科 4種の魚類が確認された。モツゴは全調査地点で確認された。また、魚類以外の水生動

物として、貝類のオオタニシと甲殻類のスジエビが確認されたため補足的に記録した。 

 
表 2.4-3 魚類確認種目録（2 季合計） 

分類 目名 科名 種名 学名 G-1 G-2 G-3 G-4 G-5

魚類 コイ コイ モツゴ Pseudorasbora parva ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 
 

コイ※1 Cyprinus carpio ○   ○ ○ 

 キンブナ Carassius auratus subsp.     ○ 

 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus    ○  

 1 目 2 科 4 種 2 種 1 種 1 種 3種 3種

甲殻類 エビ テナガエビ スジエビ Palaemon paucidens   ○ ○ ○ 

 1 目 1 科 1 種   1 種 1 種 1種

貝類 ニナ タニシ オオタニシ Cipangopaludina japonica ○ ○ ○ ○  

 1 目 1 科 1 種 1 種 1 種 1 種 1種  

合計 4 目 4 科 6 種 3 種 2 種 3 種 5種 4種

※ 種名、学名及び種の配列は「日本野生生物目録 脊椎動物編」(環境庁 1993)に準拠した。 
※1 コイは目視のみによる確認である。 

 

2) 調査地別の採捕個体数 
調査地別の採捕個体数は、表 2.4-4 に示すとおりである。採捕個体数はいずれの調査地点もモツ

ゴが 100 個体以上と優占していた。 

 
表 2.4-4（1/2） 魚類採捕個体数（H25.10） 

種名 

G-1 G-2 G-3 G-4 G-5 

投網 
タモ 

サデ 
どう 投網 

タモ 

サデ 
どう 投網

タモ 

サデ 
どう 投網 

タモ 

サデ 
どう 投網

タモ

サデ どう

ﾓﾂｺﾞ 3 15 223 2 12 121 1 9 266  12 146 4 9 187

ｺｲ          30 個体以上目視確認    

ｷﾝﾌﾞﾅ               1 

ｽｼﾞｴﾋﾞ         3      6 

ｵｵﾀﾆｼ  7 1 1    1   2     

5 種 
1 種 2 種 2 種 2 種 1 種 1 種 1 種 2 種 2 種 0 種 2 種 1 種 1 種 1種 3種

2種 2 種 3 種 3 種 3 種 

※ 表内の数値は採捕個体数を示す。 
 

 

表 2.4-4（2/2） 魚類採捕個体数（H26.6） 

種名 

G-1 G-2 G-3 G-4 G-5 

投網
タモ

サデ
どう 投網

タモ

サデ
どう 投網 

タモ 

サデ 
どう 投網 

タモ

サデ
どう 投網

タモ

サデ どう

ﾓﾂｺﾞ 6 8 158 4 1 165 25 6 134 8 29 166 4 26 163

ｺｲ 1 個体目視          5 個体目視 

ｷﾝﾌﾞﾅ              1  

ﾄﾞｼﾞｮｳ            1    

ｽｼﾞｴﾋﾞ         11   2  1 36 

ｵｵﾀﾆｼ 21 13 2 9 12 5 22 13 8  1 1    

6 種 
2 種 2 種 2種 2種 2種 2種 2 種 2 種 3 種 1 種 2 種 4 種 1種 3種 2種

3種 2 種 3 種 4 種 4 種 

 

3) 重要種  
現地調査で確認された種のうち、表 2.4-5 に示すとおり魚類ではキンブナ、ドジョウ、貝類では

オオタニシの 3種が重要種の選定基準に該当する。なお、キンブナを含むフナ類については、現在

交雑個体の存在、移入種の問題等から分類について議論がなされているところである。「日本産魚

類検索第 2版」による外部形態学的特徴（解剖しての鰓耙数の計数は行っていない）から分類する

と背鰭分岐軟条数（14 本）、体側鱗の外縁が明るく縁どられていることから、キンブナとしたが、

全長が 29.5cm あり、おおむね 15cm 以下とされるキンブナの全長よりも大きい。（このため、最近

での分類では、フナ属は無理に分類せず、フナ類としている例も多い） 

今年度新たに確認したドジョウについては、最新のレッドリスト（2013 年 2 月、環境省）では、

外来種であるカラドショウとの交雑等による影響が懸念されており、情報不足として選定されてい

るが、北海道においては国内移入種（北海道ブルーリスト 2010）であるとの考え方もあり、重要種

としては参考的な位置づけとする。 

表 2.4-5 重要種一覧 
目名 科名 種名 学名 重要種選定基準 

コイ コイ キンブナ Carassius auratus subsp. 環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類

ニナ タニシ オオタニシ Cipangopaludina japonica 環境省レッドリスト準絶滅危惧種

参考 

目名 科名 種名 学名 重要種選定基準 

コイ ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 環境省レッドリスト情報不足 
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確認種の写真 

  

モツゴ コイ キンブナ 

  
スジエビ オオタニシ ドジョウ 
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2.5 昆虫類調査 

(1) 調査方法 

昆虫類調査は任意採集法、ベイトトラップ法、ライトトラップ法によって実施した。現地調査に

より、前述した「環境省レッドリスト」、「北海道レッドデータブック」等の掲載種である重要な昆

虫類が確認された場合には、確認位置、状況、及び出現環境を記録した。 

 

1)任意採集法 

任意採集法は、見つけ採り法、スウィーピング法、ビーティング法などの各手法により定性採

集と、環境区分した各地区で 20 回のスィーピングを 5 セット、20 回のビーティング 3セット（樹

木が無いところ[ＢとＤ]は実施しない）の定量的手法による採集を実施した。 

各手法の概要は表 2.5-1 に示すとおりである。 

表 2.5-1 昆虫類任意採集法の概要 

採集手法 任意採集法の概要 採集用具 

見つけ採り法 

 目視により飛翔中の昆虫類や葉上、石
の下、樹皮下などにひそんでいる昆虫類
を発見し、捕虫網、殺虫管等を用いて採
集する。 

 

スウィーピング法 

 捕虫網を用いて、樹枝間、草間に生息
している昆虫類を掬い採る。樹上高所や
目視では発見しにくい小型昆虫類を採
集する。 

 

ビーティング法 

 右図に示すビ－ティングネットを用
いて、木・草本の下に網をもぐりこま
せ、棒などで上から叩き落とす。目視で
は発見しにくい小型昆虫類を採集する。 

 

石起こし法 

 石、倒木やゴミを起こして、そこに生
息している陸上昆虫類を採集する。特
に、河原においてゴミムシ類、コメツキ
ムシ類、ハサミムシ類などを対象とす
る。 

 

水生昆虫採集 

 たも網を用いて、公園内の池や水路、
堤防部の水溜り、水際部などで、ゲンゴ
ロウ類や水棲カメムシ類などを狙って
採集する。なお、ボートは利用しない。 

 

 

 

2) ベイトトラップ調査 

ベイトトラップ調査は、主に地表徘徊性昆虫類を対象として、調査区域に分布する落葉広葉樹

林、雑草地、伐採跡地等の環境にポリエチレン製のコップを用いて、その口が地表面と同じ高さ

になるように埋設し、放置した後に中に落下した昆虫類を採集する。このベイトトラップ(誘引餌

として 5 倍希釈酢酸溶液を使用)を 1地点あたり 20 個設置し、2昼夜設置後、トラップに落ちた昆

虫類を回収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) ライトトラップ調査 

ライトトラップ調査は、蛾類などの主に夜行性昆虫類を対象としてボックス法で実施する。 

ポリバケツを使用して、バケツ上部に小型蛍光灯(昼白灯 4w、ブラックライト 4w の 2 本使用)

を光源として設け、誘引された昆虫類をバケツ内に落とす。ライトトラップの設置時間は、日没

後から 1 晩とする。なお、夜間に公園内及び堤防部周辺の外灯に集まった昆虫類も採集し、昆虫

類相を補完する。 
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■ワークショップ意見を踏まえた調査の注意点 

・調査時に可能な限り写真を撮影し、証拠を残しておく。 

・昆虫類の調査結果から、緩傾斜護岸工事に伴う影響について、予測評価が求められているこ

とから、それらを考慮した調査とする。 

 

  
(2) 調査時期 

調査時期は表 2.5-2 に示すとおり、春季(6 月)と夏季(8 月)とした。 

 

表 2.5-2 昆虫類調査時期及び調査回数 

調査項目 調査時期 調査 
回数 設定根拠 

昆虫類調査 

平成 25 年 10 月 7 日～9日 
1 回 

(3 日) 
秋季 

昆虫類の活動が低下する時期であるが、遅れ

て発生するトンボ類、バッタ類、水生昆虫類

の確認に適した時期である。 

平成 26 年 6月 

平成 26 年 8月 

2 回 

(各 3 日) 

春季 

昆虫類の活動が高まる時期であり、春に出現

する昆虫類の確認が期待できる。天候によっ

て寒暖の差が激しく調査日の選定には注意

を要する。 

夏季 

昆虫類の動きが活発になり、多くの昆虫類が

確認できる時期である。夏に出現する昆虫類

の確認が期待できる。 

 
 
(3) 調査地点 

昆虫類調査の調査範囲は、図 2.5-1 に示す 5地区で実施した。 
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図 2.5-1 昆虫類調査位置図 

Ｅブロック 

Ａブロック 

Ｃブロック
水 域 

Ａ2
Ａ3

Ａ1

Ｄブロック 

Ｋｎ-4（公園内） 

樹林地（下草なし） 

Ｋｎ-2’（公園内） 

堤防部改変域外 

Ｋｎ-3（公園内） 

庭園部（植え込み） 

Ｋｎ-5（公園内） 

芝生およびグラウンド（樹木なし） 

Ｋｎ-2（改変域） 

斜面林（下草少ない） 

Ｋｎ-1（堤外地公園隣接部）

河原の草原環境 

凡例   昆虫類調査範囲 

     ﾍﾞｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ･ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ調査地点 

 

Ｂブロック 
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(4) 調査結果概要 

1) 確認種  

昆虫類調査の結果は、表 2.5-3 に示すとおり、14 目 148 科 489 種が確認された。確認種はキベリ

ゴモクムシなど湿った環境に生息する種、バッタ類やヤガ類などの草地に生息する種、カメムシ類

などの樹林や林縁の草地に生息する種など多様な種が見られた。また、花壇の花に訪花するモンキ

チョウやハナアブ類を多数確認した。調査地区別の確認状況は表 2.5-5 に示すとおりである。 
地点間の類似度を表 2.5-4 に示す。 

スウィーピング法では Kn-1（河原の草原）と kn-3（庭園部植え込み）で他の地区と類似性が低い

傾向にあった。 

ビーティング法では、kn-2’（堤防部改変域外）と kn-3 で他地域と類似性が低い傾向にあり、kn-3

と kn-4（樹林部）で類似性が高い傾向にあった。 

ベイトトラップ法では kn-1 と kn-2（堤防部改変域）及び kn-2’で類似性が低い傾向にあり、kn-3

と kn-4 で類似性が高い傾向にあった。 

ライトトラップ法では kn-2’と kn-4 で類似性が低い傾向にあり、kn-3 と kn-4 で類似性が高い傾

向にあった。よって、Kn-3 と Kn-4 は類似性が高い傾向にあり、これは公園内の近接した地点である

ことによると考えられる。逆に、kn-1 は公園外の地点であることから、他の地点との類似性が低い

傾向にあった。 

 

 

表 2.5-3 昆虫類確認種数 

目名 科数 種数 代表種 

クモ 14 35 クロヒザグモ、イナズマウラシマグモ 

カゲロウ 3 5 フタバカゲロウ、エルモンヒラタカゲロウ 

トンボ 3 5 オツネントンボ、ノシメトンボ 

カワゲラ 1 1 Stavsolus 属 

バッタ 4 7 シバスズ、エゾエンマコオロギ 

ハサミムシ 2 4 ハマベハサミムシ、クギヌキハサミムシ 

チャタテムシ 1 1 ホソチャタテ 

カメムシ 22 63 トドノネオオワタムシ、イネホソミドリカスミカメ、ツチカメムシ 

アミメカゲロウ 3 6 ヤマトヒメカゲロウ、ヤマトクサカゲロウ 

コウチュウ 21 139 マルガタナガゴミムシ、ホシボシゴミムシ、ナミテントウ 

ハチ 19 52 ニホンカブラハバチ、クロヤマアリ、ヤマトツヤハナバチ 

ハエ 36 97 ホソヒメヒラタアブ、ハナアブ、ミヤマキンバエ 

トビケラ 6 13 ナミコガタシマトビケラ、ウルマーシマトビケラ 

チョウ 13 61 シロアヤヒメノメイガ、モンキチョウ、スジキリヨトウ 

14 目 148 科 489 種  

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

ルリイトトンボ アキアカネ ノシメトンボ 
   

ツノアオカメムシ キアゲハ エゾシロチョウ 
 
 
 
 
 

  

モンキチョウ エゾスジグロシロチョウ ベニシジミ 
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表 2.5-4（1） 類似度（スウィーピング） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.5-4（2） 類似度（ビーティング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

表 2.5-4（3） 類似度（ベイトトラップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

表 2.5-4（4） 類似度（ライトトラップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Jaccard 類似度（種類数のみ考慮した類似度） 

Cπ指数（個体数も考慮した類似度） 

Jaccard 類似度（種類数のみ考慮した類似度） 

Cπ指数（個体数も考慮した類似度） 

Jaccard 類似度（種類数のみ考慮した類似度） 

Cπ指数（個体数も考慮した類似度） 

Jaccard 類似度（種類数のみ考慮した類似度） 

Cπ指数（個体数も考慮した類似度） 

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.15 0.14 0.12 0.20 0.23

kn-2(堤防部改変域) 0.15 1.00 0.20 0.24 0.24 0.17

kn-2'(堤防部改変域外) 0.14 0.20 1.00 0.19 0.22 0.22

kn-3(庭園部植え込み) 0.12 0.24 0.19 1.00 0.23 0.22

kn-4(樹林地) 0.20 0.24 0.22 0.23 1.00 0.24

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.23 0.17 0.22 0.22 0.24 1.00

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.11 0.12 0.13 0.10 0.63

kn-2(堤防部改変域) 0.11 1.00 0.65 0.67 0.14 0.14

kn-2'(堤防部改変域外) 0.12 0.65 1.00 0.63 0.21 0.14

kn-3(庭園部植え込み) 0.13 0.67 0.63 1.00 0.18 0.15

kn-4(樹林地) 0.10 0.14 0.21 0.18 1.00 0.13

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.63 0.14 0.14 0.15 0.13 1.00

地点
kn-2

(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-2(堤防部改変域) 1.00 0.24 0.15 0.19

kn-2'(堤防部改変域外) 0.24 1.00 0.09 0.14

kn-3(庭園部植え込み) 0.15 0.09 1.00 0.25

kn-4(樹林地) 0.19 0.14 0.25 1.00

地点
kn-2

(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-2(堤防部改変域) 1.00 0.33 0.70 0.79

kn-2'(堤防部改変域外) 0.33 1.00 0.22 0.49

kn-3(庭園部植え込み) 0.70 0.22 1.00 0.85

kn-4(樹林地) 0.79 0.49 0.85 1.00

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.08 0.15 0.11 0.16 0.13

kn-2(堤防部改変域) 0.08 1.00 0.17 0.21 0.20 0.09

kn-2'(堤防部改変域外) 0.15 0.17 1.00 0.23 0.25 0.10

kn-3(庭園部植え込み) 0.11 0.21 0.23 1.00 0.29 0.19

kn-4(樹林地) 0.16 0.20 0.25 0.29 1.00 0.27

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.13 0.09 0.10 0.19 0.27 1.00

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.19 0.08 0.19 0.26 0.12

kn-2(堤防部改変域) 0.19 1.00 0.67 0.72 0.87 0.28

kn-2'(堤防部改変域外) 0.08 0.67 1.00 0.53 0.62 0.16

kn-3(庭園部植え込み) 0.19 0.72 0.53 1.00 0.73 0.54

kn-4(樹林地) 0.26 0.87 0.62 0.73 1.00 0.32

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.12 0.28 0.16 0.54 0.32 1.00

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.20 0.17 0.17 0.12 0.18

kn-2(堤防部改変域) 0.20 1.00 0.22 0.25 0.21 0.24

kn-2'(堤防部改変域外) 0.17 0.22 1.00 0.13 0.09 0.23

kn-3(庭園部植え込み) 0.17 0.25 0.13 1.00 0.21 0.21

kn-4(樹林地) 0.12 0.21 0.09 0.21 1.00 0.16

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.18 0.24 0.23 0.21 0.16 1.00

地点
kn-1

(河原の草原)

kn-2
(堤防部
改変域)

kn-2'
(堤防部

改変域外)

kn-3
(庭園部

植え込み)

kn-4
(樹林地)

kn-5
(芝生及び
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

kn-1(河原の草原) 1.00 0.02 0.02 0.01 0.01 0.02

kn-2(堤防部改変域) 0.02 1.00 0.64 0.46 0.65 0.47

kn-2'(堤防部改変域外) 0.02 0.64 1.00 0.01 0.28 0.50

kn-3(庭園部植え込み) 0.01 0.46 0.01 1.00 0.90 0.29

kn-4(樹林地) 0.01 0.65 0.28 0.90 1.00 0.44

kn-5(芝生及びｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) 0.02 0.47 0.50 0.29 0.44 1.00
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表 2.5-5（1） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

1 クモ ヒメグモ ヤマトコノハグモ Enoplognatha caricis ○

Enoplognatha属 Enoplognatha sp. ○

2 ムナボシヒメグモ Keijia sterninotata ○

3 カグヤヒメグモ Parasteatoda culicivola ○

4 サラグモ マルサラグモ Centromerus sylvaticus ○

5 クロヒザグモ Erigone atra ○ ○ ○ ○

6 ノコギリヒザグモ Erigone prominens ○ ○ ○ ○ ○

7 クロナンキングモ Hylyphantes graminicola ○

8 クロケシグモ Meioneta nigra ○ ○

9 Nippononeta属 Nippononeta sp. ○

10 セスジアカムネグモ Ummeliata insecticeps ○

11 オオサカアカムネグモ Ummeliata osakaensis ○ ○ ○

サラグモ科 Linyphiidae sp. ○ ○ ○

12 アシナガグモ Leucauge属 Leucauge sp. ○

13 アシナガグモ Tetragnatha praedonia ○

Tetragnatha属 Tetragnatha sp. ○ ○ ○ ○ ○

14 コガネグモ Araniella属 Araniella sp. ○ ○ ○

15 コモリグモ Arctosa属 Arctosa sp. ○

16 ウヅキコモリグモ Pardosa astrigera ○ ○ ○

17 イモコモリグモ Pirata piratoides ○ ○

Pirata属 Pirata sp. ○ ○

18 ヒノマルコモリグモ Arctosa ipsa ○ ○ ○

19 アライトコモリグモ Trochosa ruricola ○

Trochosa属 Trochosa sp. ○ ○ ○ ○

コモリグモ科 Lycosidae sp. ○ ○

20 キシダグモ イオウイロハシリグモ Dolomedes sulfureus ○

Dolomedes属 Dolomedes sp. ○

21 ハグモ Dictyna属 Dictyna sp. ○ ○

22 ガケジグモ Tegecoelotes属 Tegecoelotes sp. ○

ガケジグモ科 Amaurobiidae sp. ○

23 ネコグモ イナズマウラシマグモ Phrurolithus claripes ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 フクログモ Clubiona属 Clubiona sp. ○

25 ワシグモ カワラメキリグモ Gnaphosa kamurai ○

26 メキリグモ Gnaphosa kompirensis ○

ワシグモ科 Gnaphosidae sp. ○

27 エビグモ アサヒエビグモ Philodromus subaureolus ○

Philodromus属 Philodromus sp. ○ ○ ○

28 カニグモ コカニグモ Coriarachne fulvipes ○

29 ハナグモ Ebrechtella tricuspidata ○

30 Lysiteles属 Lysiteles sp. ○

31 Tmarus属 Tmarus sp. ○ ○ ○ ○

32 チュウカカニグモ Xysticus ephippiatus ○

Xysticus属 Xysticus sp. ○ ○ ○ ○

カニグモ科 Thomisidae sp. ○ ○

33 ハエトリグモ カタオカハエトリ Euophrys kataokai ○

34 タイリクアリグモ Myrmarachne formicaria ○

Myrmarachne属 Myrmarachne sp. ○

35 マガネアサヒハエトリ Phintella arenicolor ○ ○

Phintella属 Phintella sp. ○ ○ ○

ハエトリグモ科 Salticidae sp. ○ ○ ○ ○ ○

- クモ目 Araneae sp. ○ ○

36 カゲロウ コカゲロウ フタバコカゲロウ Baetiella japonica ○

37 Baetis属 Baetis sp. ○

38 フタバカゲロウ Cloeon depterum ○

コカゲロウ科 Baetidae sp. ○

39 ヒラタカゲロウ エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ○ ○

40 モンカゲロウ モンカゲロウ Ephemera strigata ○

- カゲロウ目 Ephemeroptera sp. ○

41 トンボ イトトンボ ルリイトトンボ Enallagma boreale circulatum ○

42 アオイトトンボ オツネントンボ Sympecma paedisca oaedisca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 トンボ ウスバキトンボ Pantala flavescens ○

44 アキアカネ Sympetrum frequens ○

45 ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ○ ○ ○

46 カワゲラ アミメカワゲラ Stavsolus属 Stavsolus sp. ○

47 バッタ コオロギ タンボオカメコオロギ Loxoblemmus aomoriensis ○

48 シバスズ Pteronemobius mikado ○ ○ ○

49 エゾエンマコオロギ Teleogryllus yezoemma ○ ○ ○

コオロギ科 Grylloidea sp. ○

50 カンタン カンタン Oecanthus longicaudu ○

51 バッタ ヒナバッタ Chorthippus brunneus ○

52 カワラバッタ Eusphingonotus japonicus ○

バッタ科 Acrididae sp. ○ ○ ○

53 ヒシバッタ ハラヒシバッタ Tetrix japonica ○ ○

Tetrix属 Tetrix sp. ○

54 ハサミムシ ハサミムシ ハマベハサミムシ Anisolabis (Anisolabis)  maritima ○

55 クギヌキハサミムシ コブハサミムシ Anechura harmandi ○ ○

56 キバネハサミムシ Forficula mikado ○

57 クギヌキハサミムシ Forficula scudderi ○ ○ ○

- ハサミムシ目 Dermaptera sp. ○ ○ ○

№ 目和名 科和名 種和名 学名

街灯・水生昆虫kn-1 kn-2 kn-2' kn-3 kn-4 kn-5
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表 2.5-5（2） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

58 チャタテムシ ホソチャタテ ホソチャタテ Stenopsocus aphidiformis ○

59 カメムシ ウンカ エゾナガウンカ Stenocranus matsurai ○ ○ ○

60 ヒメトビウンカ Laodelphax stratella ○ ○ ○ ○

ウンカ科 Delphacidae sp. ○ ○

61 アワフキムシ トドマツホソアワフキ Aphilaenus abieti ○

62 クロスジホソアワフキ Aphilaenus nigripectus ○

63 マエキアワフキ Aphrophora costalis ○

64 モンキアワフキ Aphrophora flavomaculata ○ ○

65 アオズキンヨコバイ アオズキンヨコバイ Batracomorphus mundus ○

66 オオアオズキンヨコバイ Iassus lateralis ○

Iassus属 Iassus sp. ○ ○ ○ ○ ○

67 ヒラタヨコバイ クロサジヨコバイ Phanaphrodes nigricans ○ ○

68 ブチミャクヨコバイ Athysanopsis属 Athysanopsis sp. ○

69 ヨコバイ ヨツテンヨコバイ Macrosteles quadrimaculatus ○ ○

70 ムツテンヨコバイ Macrosteles sexnotatus ○

71 トバヨコバイ Alobaldia tobae ○ ○

72 シラホシスカシヨコバイ Scaphoideus festivus ○

73 ヒメヨコバイ亜科 Typhlocybinae sp. ○ ○ ○

ヨコバイ亜科 Deltocephalinae sp. ○ ○

74 キジラミ クワキジラミ Anomoneura mori ○ ○ ○

75 アブラムシ ハネナガオオアブラムシ Cinara longipennis ○

76 トドノネオオワタムシ Prociphilus oriens ○ ○ ○ ○

アブラムシ科 Aphididae sp. ○ ○ ○

77 アメンボ ヒメアメンボ Gerris lacustris latiabdominis ○

78 アメンボ Gerris paludum insularis ○ ○

79 ミズギワカメムシ ウスイロミズギワカメムシ Saldula pallipes ○ ○

80 カスミカメムシ ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis ○ ○ ○

81 Apolygus属 Apolygus sp. ○ ○

82 モンキマキバカスミカメ Orthops (Orthops) scutellatus ○

83 メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ○ ○

84 ナガミドリカスミカメ Lygocoris (Lygocoris) pabulinus ○

Lygocoris属 Lygocoris sp. ○ ○

85 コアオカスミカメ Apolygus lucorum ○

86 ツマグロアオカスミカメ Apolygus spinolae ○ ○ ○

87 マダラカスミカメ Cyphodemidea saundersi ○

88 アカホシメダカカスミカメ Zanchius tarasovi ○

89 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 ヨモギヒョウタンカスミカメ Pilophorus okamotoi ○

Pilophorus属 Pilophorus sp. ○

カスミカメムシ科 MIridae sp. ○ ○ ○

91 マキバサシガメ ハラビロマキバサシガメ Himacerus apterus ○ ○ ○

92 ハナカメムシ チャバネクロハナカメムシ Anthocoris confusus ○

93 サシガメ サシガメ科 Reduviidae sp. ○

94 ナガカメムシ エチゴヒメナガカメムシ Nysius expressus ○ ○ ○

95 ウスイロヒラタナガカメムシ Kleidocerys resedae ○ ○

96 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha autennata antennata ○

97 クロナガカメムシ Drymus marginatus ○

98 シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ○

99 チャモンナガカメムシ Paradieuches dissimilis ○

100 ホシカメムシ フタモンホシカメムシ Pyrrhocoris sibiricus ○

101 ヘリカメムシ ハリカメムシ Cletus rusticus ○ ○

102 オオツマキヘリカメムシ Hygia (Colpura) lativentris ○

103 キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes ○ ○

104 ヒメヘリカメムシ ケブカヒメヘリカメムシ Rhopalus (Aeschynteles) sapporensis ○

105 コブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus minutus ○

106 クヌギカメムシ ヨツモンカメムシ Urochela quadrinotata ○ ○ ○ ○

107 サジクヌギカメムシ Urostylis stricornis ○

108 ツチカメムシ ヒメクロツチカメムシ Geotomus palliditarsus ○ ○

109 ツチカメムシ Macrosytus japonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 カメムシ ムラサキカメムシ Carpocoris purpureipennis ○

111 ナガメ Eurydema rugosum ○

112 クサギカメムシ Halyomorpha halys ○

113 スコットカメムシ Menida scotti ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

114 ツマジロカメムシ Menida violacea ○ ○

115 エゾアオカメムシ Palomena angulosa ○

116 ツノアオカメムシ Pentatoma japonica ○

117 アシアカカメムシ Pentatoma rufipes ○ ○

118 チャバネアオカメムシ Plautia stali ○ ○ ○ ○ ○

119 ツノカメムシ セアカツノカメムシ Acanthosoma denticauda ○ ○ ○ ○

120 キタヒメツノカメムシ Elasmucha fieberi ○

121 ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni ○ ○ ○

ツノカメムシ科 Acanthosomatidae sp. ○

- カメムシ目 Hemiptera sp. ○

122 アミメカゲロウ ヒメカゲロウ ヤマトヒメカゲロウ Hemerobius japonicus ○ ○

123 クサカゲロウ クモンクサカゲロウ Chrysopa (Chrysopa) formosa ○

124 ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa (Chrysopa) septempunctata ○

125 アカスジクサカゲロウ Chrysoperla furcifera ○

126 ヤマトクサカゲロウ Chrysoperla nipponensis ○ ○ ○ ○ ○

127 ツノトンボ ツノトンボ科 Ascalaphidae sp. ○

128 コウチュウ オサムシ エゾカタビロオサムシ Campalita chinense ○ ○

129 エゾハンミョウモドキ Elaphrus sibiricus ○

№ 目和名 科和名 種和名 学名
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表 2.5-5（3） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

130 コウチュウ オサムシ メダカチビカワゴミムシ Asaphidion semilucidum ○ ○ ○

131 オオヒラタミズギワゴミムシ Bembidion altaicum ○

132 ウスモンミズギワゴミムシ Bembidion cnemidotum ○

133 エゾクロミズギワゴミムシ Bembidion deplanatum ○

134 チシマミズギワゴミムシ Bembidion dolorosum ○ ○

135 ニッコウミズギワゴミムシ Bembidion misellum ○

136 ヒメスジミズギワゴミムシ Bembidion pliculatum ○ ○

137 カギモンミズギワゴミムシ Bembidion poppii pohlai ○ ○ ○ ○

138 ツマキミズギワゴミムシ Bembidion semilunium ○ ○ ○ ○ ○

139 ドウイロミズギワゴミムシ Bembidion stenoderum ○ ○ ○

Bembidion属 Bembidion sp. ○

140 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ○ ○ ○ ○ ○ ○

141 キアシヌレチゴミムシ Patrobus flavipes ○ ○ ○

142 トックリナガゴミムシ Pterostichus haptoderoides japanensis ○ ○

143 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ○

144 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis ○ ○ ○ ○

145 オオキンナガゴミムシ Pterostichus samurai ○ ○ ○

146 マルガタナガゴミムシ Pterostichus subovatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

147 セボシヒラタゴミムシ Agonum impressum ○

148 オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ○

149 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus ○

150 コアオマルガタゴミムシ Amara shalcophaea ○ ○ ○ ○ ○ ○

151 ムネナガマルガタゴミムシ Amara communis ○ ○ ○

152 クロヒゲマルガタゴミムシ Amara erratica ○ ○ ○

153 ホシボシゴミムシ Anisodactylus punctatipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

154 オオホシボシゴミムシ Anisodactylus sadoensis ○

155 オオゴモクムシ Harpalus capito ○

156 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○ ○

157 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○ ○

158 コゴモクムシ Harpalus tridens ○

159 キベリゴモクムシ Anoplogenius cyanescens ○

160 ツヤマメゴモクムシ Stenolophus iridicolor ○

161 キベリアオゴミムシ Chlaenius circumductus ○

162 ヒメキベリアオゴミムシ Chlaenius inops ○

163 ノグチアオゴミムシ Chlaenius　 noguchii ○ ○

164 アオゴミムシ Chlaenius pallipes ○ ○ ○

165 ガムシ ウスモンケシガムシ Cercyon laminatus ○

166 アカケシガムシ Cercyon olibrus ○ ○

167 ゴマフガムシ Berosus japonicus ○

168 ムクゲキノコムシ Acrotrichis属 Acrotrichis sp. ○

169 シデムシ ヨツボシヒラタシデムシ Dendroxena sexcarinata ○

170 オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica ○ ○ ○ ○

171 ハネカクシ セスジハネカクシ Anotylus cognatus ○

Anotylus属 Anotylus sp. ○

172 ニセユミセミゾハネカクシ Carpelimus vagus ○ ○

Carpelimus属 Carpelimus sp. ○

173 ヒゲブトヨコセミゾハネカクシ Ochthephilus antennatus ○

174 ナミヨコセミゾハネカクシ Ochthephilus vulgaris ○ ○

175 クロヒメカワベハネカクシ Platystethus operosus ○

176 Stenus属 Stenus sp. ○

177 ニセトガリハネカクシ Isocheilus staphylinoides ○

178 ムネビロハネカクシ Algon grandicollis ○ ○

179 アカバヒメホソハネカクシ Othius rufipennis ○

180 ヒメクロハネカクシ Ocypus brevicornis ○

181 クロハネカクシ Ocypus rambouseki nigroaeneus ○ ○

182 Philonthus属 Philonthus sp. ○ ○

183 ホソチャバネコガシラハネカクシ Rabigus brunnicollis ○

184 キベリマルクビハネカクシ Tachinus mimulus ○

185 クロズマルクビハネカクシ Tachinus nigriceps ○ ○

186 アカアシユミセミゾハネカクシ Thinodromus deceptor ○

187 ユミセミゾハネカクシ Thinodromus sericatus ○ ○ ○

188 コガネムシ コクロコガネ Holotrichia picea ○ ○

189 アカビロウドコガネ Maladera castanea ○ ○ ○ ○

190 ビロウドコガネ Maladera japonica ○ ○

191 ヒメビロウドコガネ Maladera orientalis ○

192 ハラゲビロウドコガネ Nipponoserica pubiventris ○ ○ ○

193 サクラコガネ Anomala daimiana ○

194 ハンノヒメコガネ Anomala puncticolis ○

195 ヒメコガネ Anomala rufocuprea ○

196 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ○

197 チビドロムシ チビドロムシ Limnichus lewisi ○

198 ナガドロムシ タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus ○ ○

199 コメツキムシ マダラチビコメツキ Aeoloderma agnata ○ ○ ○ ○

200 サビキコリ Agrypnus binodulus ○ ○ ○

201 オオカバイロコメツキ Ectinus dahyricus ○

202 クチブトコメツキ Silesis musculus muculus ○ ○

203 コガタクシコメツキ Melanotus erythropygus ○ ○

204 クシコメツキ Melanotus legatus ○ ○ ○

205 ヨツモンミズギワコメツキ Migiwa quadrillum ○ ○

206 カツオブシムシ ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci ○

街灯・水生昆虫kn-1 kn-2 kn-2' kn-3 kn-4 kn-5

№ 目和名 科和名 種和名 学名



 47

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.5-5（4） ブロック別確認種リスト 
H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

コウチュウ カツオブシムシ カツオブシムシ科 Dermestidae sp. ○

207 ケシキスイ クロモンムクゲケシキスイ Aethina maculicollis ○

208 マメヒラタケシキスイ Haptoncurina paulula ○

209 ナミモンコケシキスイ Cryptarcha strigata ○

210 Glischrochius quadrisignatus Glischrochius quadrisignatus ○

211 キスイムシ ケナガセマルキスイ Atomaria horridula ○ ○

212 マルガタキスイ Curelius japonicus ○

213 テントウムシ ツマアカヒメテントウ Scymnus (Pullus) dorcatomoides ○

214 カワムラヒメテントウ Scymnus (Pullus) kawamurai ○

215 ルイステントウ Adalia conglomerata ○

216 カメノコテントウ Aiolocaria hexaspilota ○

217 シロジュウシホシテントウ Anisocalvia quatuordecimguttata ○

218 シロトホシテントウ Calvia decemguttata ○

219 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○ ○

220 ナミテントウ Harmonia axyridis ○ ○ ○ ○ ○

221 シロホシテントウ Vibidia duodecimguttata ○ ○

テントウムシ科 Coccinellidae sp. ○ ○

222 ヒメマキムシ ヤマトケシマキムシ Melanophthalma japonica ○

223 コキノコムシ フタモンヒメコキノコムシ Litargus unifasciatus ○

224 ハナノミ ゼンチハナノミ Mordellaria zenchii ○ ○

225 ハムシダマシ ハムシダマシ Lagria rufipennis ○

226 ゴミムシダマシ コスナゴミムシダマシ Gonocephalum coriaceum ○ ○

227 スナゴミムシダマシ Gonocephalum japonum ○ ○ ○

228 ハムシ イネクビボソハムシ Oulema oryzae ○ ○

229 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ○ ○

230 コフキサルハムシ Lypesthes ater ○ ○

231 ドロノキハムシ Chrysomela populi ○

232 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi ○ ○ ○ ○

233 キバラヒメハムシ Exosoma flaviventre ○

234 クワハムシ Fleutiauxia armata ○ ○

235 ホタルハムシ Monolepta dichroa ○

236 モンキアシナガハムシ Monolepta quadriguttata ○

237 アトボシハムシ Paridea angulicollis ○ ○ ○ ○

238 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○

239 イタヤハムシ Pyrrhalta fuscipennis ○ ○ ○

240 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis ○ ○ ○ ○

241 テンサイトビハムシ Chaetocnema concinna ○

242 ヒメドウガネトビハムシ Chaetocnema concinnicollis ○

243 ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua ○ ○ ○ ○ ○

244 アオバドウガネトビハムシ Chaetocnema koreana ○

245 ミドリトビハムシ Crepidodera japonica ○ ○

246 イヌノフグリトビハムシ Longitarsus holsaticus ○ ○

247 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris ○ ○

248 ヨモギトビハムシ Longitarsus succines ○ ○ ○

249 ハンゴンソウアシナガトビハムシ Longitarsus suturellus ○ ○ ○ ○

250 スズキアシナガトビハムシ Longitarsus suzukii ○

251 ムモンキスジノミハムシ Phyllotreta atra ○ ○

252 カメノコハムシ Cassida nebulosa ○

253 ホソクチゾウムシ ギシギシホソクチゾウムシ Apion (Perapion) violaceum ○ ○

254 ゾウムシ ハイイロヒョウタンゾウムシ Catapionus gracilicornis ○ ○ ○ ○

255 スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus ○ ○

256 クワヒョウタンゾウムシ Scepticus insularis ○ ○

257 ケチビコフキゾウムシ Sitona hispidulus ○ ○

258 アカアシチビコフキゾウムシ Sitona lineatus ○ ○ ○

259 ベッチチビコフキゾウムシ Sitona lineellus ○

260 オオタコゾウムシ Hypera punctata ○

261 ギシギシタコゾウムシ Hypera rumicis ○

262 カツオゾウムシ Lixus impressiventris ○

263 ツメクサタネコバンゾウムシ Tychius picirostris ○ ○

264 ヘリアカナガハナゾウムシ Anthonomus yuasai ○ ○ ○ ○

265 キマダラシギゾウムシ Curculio cerasorum ○

266 クリシギゾウムシ Curculio sikkimensis ○

267 ハチ ミフシハバチ ニレチュウレンジ Arge captiva ○

268 リンゴチュウレンジ Arge mali ○

269 ハバチ セグロカブラハバチ Athalia infumata ○ ○ ○ ○ ○ ○

270 ニホンカブラハバチ Athalia japonica ○ ○ ○

271 カブラハバチ Athalia rosae ruficornis ○

272 エゾノカワジサハバチ Athalia yanoi ○

273 エゾツマグロハバチ Dolerus armillatus ○ ○

274 Tenthredopsis属 Tenthredopsis sp. ○

275 Thrinax属 Thrinax sp. ○

276 コマユバチ カモドキバチモドキ Rogas drymoniae ○

277 ムナカタコウラコマユバチ Chelonus munakatae ○

コマユバチ科 Braconidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

278 ヒメバチ Pimpla属 Pimpla sp. ○

279 ヒメキアシヒラタヒメバチ Coccygomimus disparis ○

280 クロフシヒラタヒメバチ Coccygomimus pluto ○

281 カラフトコンボウアメバチ Schizoloma amictum ○

282 ハラアカアブヒメバチ Diplazon laetatorius ○ ○

283 シロヨトウヤドリヒメバチ Spilichneumon ammonius ○
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表 2.5-5（5） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

ハチ ヒメバチ ヒメバチ科 Ichneumonidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

284 シリボソクロバチ シリボソクロバチ科 Proctotrupidae sp. ○

285 カタビロコバチ カタビロコバチ科 Eurytomidae sp. ○

286 コガネコバチ コガネコバチ科 Pteromalidae sp. ○ ○

287 - コバチ上科 Chalcidoidea  sp. ○

288 セイボウ ムネツヤセイボウ Omalus aeneus ajponicus ○

289 コツチバチ Tiphia属 Tiphia sp. ○

290 アリ アシナガアリ Aphaenogaster famelica ○

291 エゾクシケアリ Myrmica jessensis ○

292 シワクシケアリ Myrmica kotokui ○ ○

293 アズマオオズアリ Pheidole fervida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

294 トビイロシワアリ Tetramorium caespitum ○ ○ ○ ○ ○ ○

295 ムネアカオオアリ Camponotus (Camponotus) obscuripes ○

296 クロヤマアリ Formica (Serviformica) japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

297 ヤマクロヤマアリ Formica (Serviformica) lemani ○

298 キイロケアリ Lasius（ Cautolasius） flavus ○ ○ ○ ○

299 トビイロケアリ Lasius (Lasius) niger ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

300 アメイロアリ Paratrechina (Nylanderia) flavipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

301 ベッコウバチ クモリトゲアシベッコウ Priocnemis (Umbripennis) japonica ○

302 オオシロフベッコウ Episyron arrogans ○ ○

ベッコウバチ科 Pompilidae sp. ○ ○ ○ ○

303 スズメバチ チャイロスズメバチ Vespa dybowskii ○ ○

304 キイロスズメバチ Vespa simillima xanthoptera ○ ○ ○ ○ ○

305 シダクロスズメバチ Vespula shidai shidai ○

306 アナバチ Psen属 Psen sp. ○

307 コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus (Seladonia) aerarius ○

308 ミドリコハナバチ Halictus (Seladonia) tumulorum higashi ○ ○ ○

309 Lasioglossum属 Lasioglossum sp. ○ ○ ○

310 ヒメハナバチ Andrena属 Andrena sp. ○ ○ ○

311 コシブトハナバチ Nomada属 Nomada sp. ○ ○ ○

312 ヤマトツヤハナバチ Ceratina (Ceratinidia) japonica ○ ○

313 ミツバチ エゾオオマルハナバチ Bombus (Bombus) hypocrita sapporoensis ○

314 セイヨウオオマルハナバチ Bombus terrestris ○ ○

315 エゾコマルハナバチ Bombus (Pyrobombus) ardens sakagamii ○ ○

316 ニセハイイロマルハナバチ Bombus (Thoracobombus) pseudobaicalensis ○

317 セイヨウミツバチ Apis mellifera ○

318 ハエヤドリクロバチ ハエヤドリクロバチ科 Diapridae sp. ○ ○ ○ ○

319 ハエ ガガンボ キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata ○

Nephrotoma属 Nephrotoma sp. ○ ○

320 マドガガンボ Tipula (Yamatotipula) nova ○

Tipula属 Tipula sp. ○ ○ ○ ○

321 ハマダラクロヒメガガンボ Limonia maculata ○

322 ホソヒメガガンボ Pseudolimnophila (Pseudolimnophila) inconcussa ○

323 イツモンヒメガガンボ Erioptera elegantula ○

324 ヒメガガンボ亜科 Limnoiinae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガガンボ科 Tipulidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

325 カ ヤマトハマダラカ anopheles (Anopheles) lindesayi japonicuss ○

326 エゾヤブカ Aedes (Aedes) esoensis ○

327 キンイロヤブカ Aedes (Aedimorphus) vexans ○

328 ヤマトヤブカ Aedes (Finlaya) japonicus japonicus ○

329 ミスジシマカ Aedes (Stegomyia) galloisi ○

Aedes属 Aedes sp. ○

330 エゾウスカ Culex (Neoculex) rubensis ○

カ科 Culicidae sp. ○ ○ ○

331 ヌカカ Forcipomyia属 Forcipomyia sp. ○ ○ ○ ○ ○

332 ユスリカ Cricotopus属 Cricotopus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

333 オオユスリカ Chironomus plumosus ○

334 キミドリユスリカ Chironomus tentans ○

335 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui ○ ○ ○

Chironomus属 Chironomus sp. ○ ○ ○ ○

ユスリカ科 Chironomidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

336 カバエ マダラカバエ Sylvicola japonicus ○

337 ツノキノコバエ ツノキノコバエ科 Keroplatidae sp. ○ ○

338 キノコバエ Mycetophila属 Mycetophila sp. ○ ○ ○ ○

キノコバエ科 Mycetophilidae sp. ○ ○ ○ ○

339 クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp. ○ ○ ○

340 キアブモドキ ミツボシキアブモドキ Xylomya moiwana ○

341 ミズアブ ルリミズアブ Chrysochroma niphonensis ○

342 ムシヒキアブ マガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ○ ○

343 ナガトミヒメムシヒキ Philonicus nagatomii ○

344 オドリバエ Hilara属 Hilara sp. ○

345 アシナガバエ Dolichopus属 Dolichopus sp. ○ ○ ○ ○

アシナガバエ科 Dolichopodidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

346 ノミバエ アキノビロウドノミバエ Phora bullata ○ ○

ノミバエ科 Phoridae sp. ○ ○ ○

347 アタマアブ Chalarus属 Chalarus sp. ○

348 Dorylomorpha属 Dorylomorpha sp. ○

349 ハナアブ ホソヒラタアブ Episyrphus baltealus ○ ○ ○ ○ ○

350 フタホシヒラタアブ Eupeodes corollae ○

351 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ○ ○ ○

№ 目和名 科和名 種和名 学名
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表 2.5-5（6） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

352 ハエ ハナアブ ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

353 キタヒメヒラタアブ Sphaerophoria philanthus ○

Sphaerophoria属 Sphaerophoria sp. ○

354 モモブトチビハナアブ Syritta pipiens ○ ○

355 オオフタホシヒラタアブ Syrphus ribesii ○

356 ケヒラタアブ Syrphus torvus ○

357 キイロナミホシヒラタアブ Syrphus vitripennis ○

358 キベリヒラタアブ Syrphus sapporense ○ ○

359 ホソツヤヒラタアブ Melanostoma mellinum ○ ○

Melanostoma属 Melanostoma sp. ○ ○ ○ ○ ○

360 キアシマメヒラタアブ Paragus (Pandasyophthalmus) haemorrhous ○ ○

361 シマクロハナアブ Eristalis (Eoseristalis) arbustorum ○

362 シマハナアブ Eristalis (Eoseristalis) cerealis ○ ○ ○

363 ハナアブ Eristalis (Eristalis) tenax ○ ○ ○

364 アシブトハナアブ Helophilus (Helophilus) virgatus ○

365 マツムラナガハナアブ Spilomyia permagna ○

366 マルズヤセバエ マルズヤセバエ科 Micropezidae sp. ○ ○ ○

367 ハネオレバエ Loxocera属 Loxocera sp. ○ ○

ハネオレバエ科 Psilidae sp. ○ ○ ○

368 ミバエ タンポポハマダラミバエ Hemilea infuscata ○ ○

369 フキハマダラミバエ Prionimera japonica ○ ○

370 タラノキハマダラミバエ Pseudhemilea longistigma ○

371 Trypeta luteonota Trypeta luteonota ○

372 ヤチバエ マダラヤチバエ Pherbina intermedia ○

373 ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○ ○

374 ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma ○ ○ ○

Sepsis属 Sepsis sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

375 シマバエ Homoneura aulathea Homoneura aulathea ○

376 ヤブクロシマバエ Minettia longipennis ○

Minettia属 Minettia sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

シマバエ科 Lauxaniidae sp. ○

377 クロツヤバエ クロツヤバエ科 Lonchaeidae sp. ○ ○

378 ハモグリバエ ハモグリバエ科 Agromyzidae sp. ○ ○ ○ ○ ○

379 キモグリバエ キモグリバエ科 Chloropidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

380 ミギワバエ Parydra属 Parydra sp. ○ ○

381 Scatella属 Scatella sp. ○

ミギワバエ科 Ephydridae sp. ○

382 ショウジョウバエ シロショウジョウバエ Drosophila (Hirtodrosophila) alboralis ○

383 ナガレボシショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) brachynephros ○ ○ ○

384 エゾショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) histrio ○ ○

385 イマイショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) imaii ○

386 キハダショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) lutescens ○ ○

387 オオホシショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) nigromaculata ○ ○ ○

388 マガタマショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) sternopleuralis ○

389 キタカオジロショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) subauraria ○

390 オウトウショウジョウバエ Drosophila suzukii ○ ○

391 カクホシショウジョウバエ Drosophila (Sophophora) unispina ○

Drosophila属 Drosophila sp. ○

392 ナミヒメショウジョウバエ Scaptomyza (Scaptomyza) graminum ○ ○ ○ ○

ショウジョウバエ科 Drosophilidae sp. ○

393 トゲハネバエ トゲハネバエ科 Heleomyzidae sp. ○ ○ ○

394 ハヤトビバエ ハヤトビバエ科 Sphaeroceridae sp. ○

395 フンバエ ヒメフンバエ Scathophaga stercoraria ○ ○ ○ ○

396 ハナバエ タネバエ属 Delia sp. ○ ○ ○ ○

ハナバエ科 Anthomyiidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

397 ヒメイエバエ ヒメイエバエ Fannia canicularis ○

398 イエバエ モモグロオオイエバエ Muscina angustifrons ○ ○

399 セアカクロバエ Muscina levida ○

400 オオイエバエ Muscina stabulans ○

401 Atherigona属 Atherigona sp. ○

402 Caricea属 Caricea  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

403 セアカホソイエバエ Helina scutellata sp. nov. ○

404 Phaonia属 Phaonia sp. ○ ○ ○

405 Limnophora属 Limnophora sp. ○ ○ ○ ○

406 クロバエ キンバエ Lucilia caesar ○ ○ ○

407 ミドリキンバエ Lucilia illustris ○ ○

408 ミヤマキンバエ Lucilia (Lucilia) papuensis ○ ○ ○ ○

409 ヒロズキンバエ Phaenicia sericata ○ ○ ○

410 ホホグロオビキンバエ Chrysomya pinguis ○

クロバエ科 Calliphoridae sp. ○

411 ニクバエ シリグロニクバエ Helicophagella melanura ○

412 ナミニクバエ Parasarcophaga (Pandelleisc) similis ○ ○

413 ゲンロクニクバエ Parasarcophaga (Parasarcoph) albiceps ○

ニクバエ科 Sarcophagidae sp. ○ ○

414 ヤドリバエ ルリハリバエ Gymnochaeta viridis ○ ○

415 クロツヤナガハリバエ Zophomyia tremula ○

ヤドリバエ科 Tachinidae sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- ハエ亜目 Brachycera sp. ○ ○ ○

416 トビケラ ナガレトビケラ ウエノナガレトビケラ Rhyacophila retracta ○

417 ヒゲナガカワトビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ○ ○ ○ ○

№ 目和名 科和名 種和名 学名
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表 2.5-5（7） ブロック別確認種リスト 

H25 H26 H26 H25 H26 H26 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26 H25 H26 H26

秋 春 夏 秋 春 夏 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏

418 トビケラ シマトビケラ コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ○ ○

419 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

420 シロズシマトビケラ Hydropsyche albicephala ○ ○ ○ ○ ○

421 キタシマトビケラ Hydropsyche nevae ○ ○ ○ ○ ○ ○

422 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○

423 アミメシマトビケラ Parapsyche spinifera ○

424 ヒゲナガトビケラ ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae sp. ○

425 エグリトビケラ ニンギョウトビケラ Goera japonica ○

426 トビイロトビケラ Nothopsyche pallipes ○

427 セグロトビケラ Limnephilus fuscovittatus ○ ○ ○ ○

428 カクスイトビケラ クワヤマカクスイトビケラ Brachycentrus kuwayamai Wiggins ○ ○ ○ ○

429 チョウ ハマキガ イグサヒメハマキ Bactra furfurana ○

430 オオヤナギサザナミヒメハマキ Saliciphaga caesia ○

ハマキガ科 Tortricidae sp. ○

431 ヒロズコガ Monopis属 Monopis sp. ○

432 スガ コナガ Plutella  xylostella ○

433 クサモグリガ キンバネツツミノガ Coleophora alcyonipennella ○ ○ ○

434 キバガ ゴマダラウスチャキバガ Carpatolechia bradleyi ○

キバガ科 Gelechiidae sp. ○

435 メイガ ニカメイガモドキ Chilo niponella ○ ○

436 テンスジツトガ Chrysoteuchia distinctella ○ ○ ○

437 クロスジツトガ Flavocrambus striatellus ○

438 エゾモクメツトガ Pediasia torikurai ○ ○ ○ ○

439 シロアヤヒメノメイガ Diasemia litterata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440 シロオビノメイガ Hymenia recurvalis ○ ○

441 マメノメイガ Maruca testulalis ○ ○

442 ワモンノメイガ Nomophila noctuella ○

443 オオワタノメイガ Notarcha basipunctalis ○

444 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

445 クロフトメイガ Termioptycha nigrescens ○

446 アカマダラメイガ Onococera semirubella ○ ○ ○

447 アゲハチョウ キアゲハ Papilio machaon ○

448 ナミアゲハ Papilio xuthus ○

449 シロチョウ エゾシロチョウ Aporia crataegi adherbal ○ ○ ○ ○

450 モンキチョウ Colias erate poliographus ○ ○ ○ ○ ○

451 オオモンシロチョウ Pieris brassicae ○ ○ ○

452 スジグロシロチョウ Pieris melete ○

453 エゾスジグロシロチョウ Pieris nopi ○ ○ ○ ○ ○

454 モンシロチョウ Pieris (Artogeia) rapae crucivora ○ ○ ○ ○ ○

455 シジミチョウ ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio ○ ○ ○

456 タテハチョウ ミドリヒョウモン Argynnis paphia ○

457 ジャノメチョウ クロヒカゲ Lethe diana ○

458 シャクガ ヨツメヒメシャク Cyclophora albipunctata ○

459 クロテントビヒメシャク Idaea foedata ○

460 ベニスジヒメシャク Timandra griseata ovidius ○ ○

461 ネグロエダシャク Ramobia basifuscaria ○ ○

462 ヤガ ツメクサガ Heliothis maritima ○

463 センモンヤガ Agrotis exclamationis ○ ○ ○ ○

464 タマナヤガ Agrotis ipsilon ○

465 カブラヤガ Agrotis fucosa ○ ○ ○

466 オオアオバヤガ Anaplectoides virens ○

467 マエジロヤガ Ochropleura placta ○

468 カバスジヤガ Sineugraphe exusta ○

469 シロモンヤガ Xestia cnigrum ○

470 タンポキヨトウ Aletia pallens ○

471 フタテンキヨトウ Aletia radiata stellata ○

472 ヨトウガ Mamestra brassicae ○ ○

473 シマカラスヨトウ Amphipyra pyramidea ○

474 ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ○ ○ ○

475 モクメヨトウ Axylia putris ○ ○

476 イタヤキリガ Cosmia exigua ○ ○ ○

477 ヨコスジヨトウ Mesoligia furuncula ○

478 クサビヨトウ Oligia ophiogramma ○

479 スジキリヨトウ Spodoptera depravata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

480 シロスジアオヨトウ Trachea atriplicis ○ ○

481 カバイロシマコヤガ Corgatha argillacea ○

482 フタスジコヤガ Deltote bankiana ○

483 ガマキンウワバ Autographa gamma ○ ○ ○ ○

484 イネキンウワバ Plusia festata ○ ○

485 オニベニシタバ Catocala dula ○ ○

486 オオシロシタバ Catocala lara ○ ○ ○

487 オオテンクロアツバ Rivula sugii ○

488 キクビムモンアツバ Acronicta rumicis ○

489 ハガタキリバ Scoliopteryx libatrix ○

ヤガ科 Noctuidae sp. ○

37科
55種

40科
67種

40科
65種

52科
94種

49科
73種

51科
93種

47科
62種

61科
105種

34科
50種

42科
55種

54科
79種

46科
79種

46科
71種

44科
75種

25科
44種

32科
52種

41科
74種

7科
8種

5科
7種

2科
3種

1.種和名および配列は、「日本野生生物目録」　（財団法人　自然環境研究センター　1995）による。

計 14目 148科 48種

68科154種 90科204種 81科149種 89科151種 83科173種 63科130種 12科17種

№ 目和名 科和名 種和名 学名

街灯・水生昆虫kn-1 kn-2 kn-2' kn-3 kn-4 kn-5
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秋季 春季 夏季 RDL HRDB

スズメバチ チャイロスズメバチ ○ R

1科 1種 - - 1種 - 1種

1.貴重性の略字は以下のとおり。

　　RDL：環境省レッドリスト　第4次レッドリスト【環境省2012】

　　　　　　EX：絶滅　　　 　　EW：野生絶滅       CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　

        　　VU：絶滅危惧Ⅱ類 　NT：準絶滅危惧　   DD：情報不足     　LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　　HRDB：北海道の希少野生生物-北海道レッドデータブック【北海道2001】

        　　Ex：絶滅種　　 　　Ew：野生絶滅種     Cr：絶滅危機種　 　En：絶滅危惧種　　　 

        　　Vu：絶滅危急種　　 Ｒ：希少種　       Lp：地域個体群　 　Ｎ：留意種

科和名 種和名
調査期 貴重性

種名 形態 分布 生態

チ
ャ

イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

北海道、本州に分布す

る。分布は局地的で一般

に個体数は少ない。

　女王27-29mm、働きバチ17-21mm、雄19-24mm。

体色は頭部から胸部にかけて赤褐色で、腹部は黒色。

日本産のスズメバチの中では極めて特異な色彩パターン

をもつ。

　土中、樹洞、家屋の壁間、屋根裏などに営巣する。

攻撃性が強く、巣の周辺に近づいただけで数匹から10

数匹の集団で次々に攻撃してくる。参考文献

「日本の真社会性ハチ」

（信濃毎日出版社 2005）

秋季 春季 夏季 外来生物法 HBL

ミツバチ セイヨウオオマルハナバチ ○ 特定 A１

1科 1種 1種 - - 1種 1種

1.外来性の略字は以下のとおり。

    　外来生物法：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成16年6月2日）に記載された種。

　　　　　　　特定外来：特定外来種。海外起源の外来生物であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるもの。

                            要注意外来：要注意外来種。生態系に悪影響を及ぼしう ることから、利用に関わる個人や事業者等に対し、適切な取扱いについて理解と協力を願う種。

    HBL：北海道外来種データベース(ブルーリスト)（2010）のカテゴリーは以下のとおり

　 　 　　　　国外：原産地が国外の種　　国内：原産地が国内の種　　不明：原産地の不明な種

       　　　　　　Ａ：本道に導入され、定着している種であり、本道への影響が報告されている種

　         　　　　　　A1：緊急に防除対策が必要な外来種

         　　　　　　　A2：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の必要性について検討する外来種

         　　　　　　　A3：本道に定着しており、生態系等への影響が報告または懸念されている外来種

  　　     　　　　Ｂ：本道に導入され、定着している種であるが、本道への影響が報告されていない種

科和名 種和名
調査期 外来性

種名 形態 分布 生態

セ

イ

ヨ

ウ

オ

オ

マ

ル

ハ

ナ

バ

チ

北海道、本州、四国に

人為分布。

　女王18-22mm、働きバチ10-18mm、雄14-16mm。

雌雄ともに体は全体に黒色で、胸部背面前縁と腹部第

3節は鮮黄色もしくは鮮橙黄色の幅のある横帯をもつ。

腹部第5節から尾端は鈍白色毛に変わる。

　地表、土中などに営巣する。

参考文献

「日本の真社会性ハチ」

（信濃毎日出版社 2005）

 

2) 重要種 
表 2.5-6 に示すとおり、重要種は「チャイロスズメバチ」の 1種であった。夏季調査の kn-3 と kn-4

において 1個体ずつ確認した。表 2.5-7 に重要種の生態概要を示す。 

 

 

表 2.5-6 昆虫類重要種目録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.5-7 重要種生態概要 
 
 

 

3) 外来種 
本調査で確認した昆虫類の内、外来生物法の規制対象となる「セイヨウオオマルハナバチ」1種を、

秋季調査の kn-1 と kn-2 において確認した。表 2.5-8 に特定外来種目録、表 2.5-9 に特定外来種生態

概要を示す。 

 

 
表 2.5-8 特定外来種目録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.5-9 特定外来種生態概要 
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2.6 土壌調査 

(1) 調査方法 

1) 土壌調査：平成 25 年度 10 月実施 
土壌調査については、表 2.6-1 に示すように「緑化事業における植栽基盤整備マニュアル」（日本

造園学会）等に準じた方法で化学的性質の分析及び物理的性質（土壌硬度等）の試験を行った。これ

らの評価は、主に植物の生育に関する項目で行うが、土壌微生物やそれらを捕食する動物類にも概ね

同様の評価ができるものである。 
調査地点は、5 箇所とした。 

 
表 2.6-1 調査項目及び調査方法 

項 目 調査方法（案） 評価目的 標準値 

化 
学 
的 
性
質 

ｐＨ ガラス電極法 基本的性質 4.5～8.0 

全窒素 ケルダール分解法 養分の豊否 0.6g/kg 以上 

有効態リン酸 トルオーグ法 作物の利用できる燐酸 100mg/kg 以上 

交換性石灰 原子吸光法 土壌吸着塩基 2.5cmol(+)/kg 以上 

塩基置換容量 ショーレンベルガー法 保肥力判定 25～30me 

物
性 

土壌硬度 長谷川式土壌硬度計による調査法 根系発達阻害 1.5cm/drop 以上 

透水性 湛水法による透水性試験 排水性 30mm/h 以上 
（出典）「北海道の道路緑化に関する技術資料」(2011 寒地土木研究所) 

「土壌及び作物栄養の診断基準」(1992 北海道中央農業試験場) 

「緑化事業における植栽基盤整備マニュアル」(2000 日本造園学会) 

 

2) 土壌断面調査：平成 26 年度 7 月実施 
土壌断面調査については、調査箇所で 50cm 程度の深さまで試掘を行い、土壌層位を区分し、層位

区分ごとに土性、土壌硬度、根の状況、土湿、pH、電気伝導度について測定した。 

調査地点は、2箇所とした。 

 
 

(2) 調査時期 

調査時期は、表 2.6-2 に示すとおり設定した。 

 

表 2.6-2 土壌調査時期及び設定根拠 

調査項目 調査時期 
調査 

回数 
設定根拠 

土壌調査 平成 25 年 10 月下旬 
1 回 

(2 日)
秋季 非積雪期の降雨のない時期 

土壌断面調査 平成 26 年 7月 1 回 夏季 
非積雪期の降雨のない時期 

（植物相調査と合わせた） 

 

 

(3) 調査地点 
土壌調査および土壌断面調査地点は、図 2.6-1 に示す。 

 

1)土壌調査 
土壌調査は、環境区分ごと設定した D1～5 の代表 5地点で実施した。 

 

2)土壌断面調査 
土壌断面調査は、土壌調査と重複する D2 と D4 の 2 地点で実施した。 
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Ｂブロック 

Ｅブロック 

Ａブロック 

Ｃブロック

Ｄブロック 

水 域 

Ａ2 
Ａ3

Ａ1

D-1（B ブロック） 

D-2（A ブロック） 

D-4（E ブロック） 

D-3（C ブロック） 

凡例   土壌調査地点 

 

D-5（D ブロック） 

図 2.6-1 土壌調査位置図 
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(4) 調査結果概要 

1)土壌調査(H25.10 月結果) 
表 2.6-3 に示すとおり、Ｄ－２のＡブロック（堤防法下）が相対的に良い結果となったが、農作物

に係る土壌改良基準と比較しており、著しく悪い状況の箇所はない。 
D-2 は、農作物を植えても施肥せずに育成ができるような土壌環境であるため、比較的植物が繁茂

しやすい環境である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.6-4（1）地区別調査結果（D-1） 

表 2.6-4（2）地区別調査結果（D-2） 

表 2.6-4（3）地区別調査結果（D-3） 

表 2.6-4（4）地区別調査結果（D-4） 

表 2.6-4（5）地区別調査結果（D-5） 

表 2.6-3 土壌評価結果 
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柱状 層位 深さcm 土性

A 0～20 SL 構造 土色 暗褐色 （10YR3/4）

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 18

礫 根 含む

腐植性 富む 湿り気 半乾 層界 明瞭平坦

B 20～50 SiL 構造 土色 にぶい黄褐色 （10YR4/3)

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 19

礫 根 なし

腐植性 なし 湿り気 半乾 層界 明瞭平坦

C 50～70 S 構造 土色 オリーブ褐色 （2.5Y4/3)

可塑性 なし 粘着性 なし 硬度 13

礫 根 なし

腐植性 なし 湿り気 半乾

断　面　状　況

性　　状

円・半角礫富む

発達弱度亜角塊状

なし

発達弱度亜角塊状

なし

単粒状

調査日旭川　常磐公園 平成26年7月24日調査地点 D-2 地区名

0

20

40

60

pH
EC

(mS/cm)
pH

EC
(mS/cm)

1層目 6.9 0.037 6.4 0.031

2層目 6.8 0.035 6.3 0.016

3層目 6.8 0.014 6.3 0.030

4層目 - - 6.3 0.027

備考）pH：5.6～6.8で良(中性)、4.5～5.5・6.9～8.0で可、4.5>・8.0<で不良

　　　EC：0.2>で良、0.2～1.0で可、1.0<不良

　　　　　※参考文献(財)日本緑化センター(1999)植栽基盤整備技術マニュアル(案)

D-2 D-4

項目

階層

地点

柱状 層位 深さ 土性

A 0～5 SL 構造 土色 暗褐色 （10YR3/3）

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 9

礫 根 富む

腐植性 富む 湿り気 半乾 層界 明瞭平坦

B 5～32 SL 構造 土色 褐色 （10YR4/4)

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 21

礫 根 富む

腐植性 含む 湿り気 半乾 層界 明瞭平坦

C 32～42 SL 構造 土色 黒色 （2.5Y2/1)

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 18

礫 根 なし

腐植性 なし 湿り気 半乾 層界 明瞭平坦

C 42～60 SiL 構造 土色 オリーブ褐色 （2.5Y4/3)

可塑性 弱 粘着性 弱 硬度 21

礫 根 含む

腐植性 なし 湿り気 半乾

なし

調査日旭川　常磐公園 平成26年7月24日調査地点 D-4 地区名

断　面　状　況

性　　状

円・半角富む

発達弱度亜角塊状

円・半角含む

発達弱度亜角塊状

円・半角富む

発達弱度亜角塊状

発達中度亜角塊状

0

20

40

60

2)土壌断面調査（H26.7 月） 
pH および EC の分析結果を表 2.6-5、土壌断面柱状図を表 2.6-6 に示す。 

D-2 については、3 層によって構成され、地表から 20 ㎝程について植物根茎等が見られる表土であ

った。全層について、pH、EC 共に特に問題の無い値を示したものの、EC 値が総じて低く、栄養塩は

少ないと示唆された。 

D-4 については、4層によって構成され、地表から 5 ㎝程が表土であった。また、3層目については

焼却灰とみられるゴミの混入が見られた。pH、EC 共に特に問題の無い値を示したものの、EC 値が総

じて低く、栄養塩は少ないと示唆された。 

 
 

表 2.6-6（1） 土壌断面柱状図（D-2） 

表 2.6-5 土壌評価結果 

表 2.6-6（2） 土壌断面柱状図（D-4） 

〔D-2:堤防法下〕 〔D-4:公園樹林内〕 
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2.7 微気象調査 

(1) 調査項目及び調査方法 

微気象調査の項目及び調査方法を表 2.7-1 に示す。 

現地に下記の計測機械を設置し、24 時間連続の自動観測を行った。設置期間は四季毎に各 7 日間と

した。調査結果については、調査地点間の比較を行うとともに、最寄りの気象観測所のデータと比較

を行った。 

 
表 2.7-1 調査項目及び調査方法 

項 目 調査方法 参考出典 

気 温 
電気式温度計による観測 

（地上高さ 1.25～2m） 
「地上気象観測指針」気象庁 2002 

風 向 風車型風向風速計による観測 

（地上高さ 10m を基本） 
「地上気象観測指針」気象庁 2002 

風 速 

 
使用機器一覧を以下に示す。また、主な機器の概略仕様を図に示す。 

 

表 2.7-2 調査項目及び調査方法 

番号 品  名 型  式 数 量 製 作 所 

① 温湿度計 
KADEC21-HTV 

（KDC-S2-K） 
１ コーナシステム 

② 風向・風速計 
KADEC21-KAZE 

（KDC-S4） 
１ コーナシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気温計KADEC21-HTV 

 KDC-S2K】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【風向風速計KADEC21-KAZE 】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

仕  様 

感知素子 温度計：白金抵抗素子 Pt100Ω/0℃ 

測定範囲 温度：-50～+50℃ 

測定精度 温度：±0.5℃ 

測定分解能 温度：0.01℃ 

出力 温度：Pt100Ω/0℃または、0～1V 

供給電源 5～35VDC リチウム電池パック 

消費電流 測定時動作 20mA（記録部） 

動作環境気温 -25℃～+80℃ 

センサー寸法 約 19φ×150mm 

仕  様 

検出方法 
風向：尾翼／ポテンショメータ 

風速：プロペラ／発信方式 

測定範囲 風向：0～355°、風速：0～90m／s 

測定精度 風向:±0.2%以内、風速:±0.2m/s 

測定分解能 風向:1°、風速:0.1m/s 

出力信号 
RS-232C シリアル通信 
(モデムコントロール機能付) 

出力データ 

平均風向、平均風速、瞬間最大風速、風向 
移動平均風向、風速、風速標準偏差（NEDO）
瞬時値風向、風速 

消費電流 測定時動作電流：20mA（記録部） 

動作環境気温 -25℃～+80℃ 

寸法／重量 175W×125D×75H/800g（突起物含まず） 

立面概要図 

120° 

120° 

120°2.5m 

2.5m

2.5m

ｱﾝｶｰ 

ﾜｲﾔｰ 

平面概要図 

気象計設置概略図 

風向風速計

温度計

10m を 

基本とする 
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(2) 調査時期 

微気象調査の調査時期は、表 2.7-3 に示すとおり設定する。 

 

表 2.7-3 微気象調査時期及び設定根拠 

調査項目 調査時期 調査回数 設定根拠 

微気象調査 

平成25年10月31日～

11 月 8 日 

平成 26 年 2月 15 日～ 

2 月 21 日 

2 回 

（各連続 7日） 

秋季 

冬季 

卓越風の影響を把握するため秋季

から冬季にかけて設定した。 

平成 26 年 5月 21 日～ 

5 月 27 日 

平成 26 年 8月 13 日～ 

8 月 19 日 

2 回 

（各連続 7日） 

春季 

夏季 

卓越風の影響を把握するため春季

から夏季にかけて設定した。 

 

 

 

 

(3) 調査地点 

微気象調査の調査地点は、樹木伐採時の常磐公園への影響を考慮して河川敷の 1箇所（公園外の河川敷の風

況と同様な箇所）と公園内の 1 箇所（堤防樹木によって風速が緩和される地点）、計 2 箇所とする。調査位置

図を図 2.7-1 に示す。 

なお、平成 25 年 10 月下旬の調査は、風速計設置申請が間に合わないことから次善の策として、河川敷と風

況が近いと想定される公園内の地点 Ks-1’で実施した。 

 

地点 Ks-2（公園内）

〔全季〕

凡例   気象調査地点 

地点 Ks-1’（河川敷） 

〔H25.11 月のみ〕 

図 2.7-1 微気象調査位置図 

地点 Ks-1（河川敷）

〔H26.2･5･8 月〕 
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 H25.11 月：秋季 H26.2 月：冬季 H26.5 月：春季 H26.8 月：夏季 

K
s
-
1
’

・
K
s-
1
 

 

 

   

K
s
-
2 

    

Ks-1’ Ks-1 Ks-1 Ks-1
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(4) 調査結果概要 

■秋季調査結果 

Ks-1’(河川敷)及び Ks-2(公園内)で実施した微気象調査の風速推移を図 2.7-2 に示す。 

10/31～11/8 の平均風速は、河川敷に近い Ks-1’で 1.0m/s、公園内 Ks-2 で 0.6m/s であった。 

参考に、最寄りの気象台であるアメダス旭川（地上 46.4m）は 3.1m/s である。また、風速におけ

る 

各調査箇所と旭川気象台の相関は、図 2.7-3 に示すとおり Ks-1 よりも Ks-2 の方が悪い傾向で、 

周辺の樹木によりアメダスとは異なる傾向を示したと考えられる。 

最多風向は、図 2.7-4 のとおり Ks-1’が西北西、Ks-2 が南南東であり全く異なる結果となった。 

Ks-1’では河川方向の風が多いが、Ks-2 では周辺樹木に遮られ東西方向の風が少ない傾向がある。 

公園内では静穏（風速データ 0m/s）の出現率が 23.4％と極めて高い結果であった。 

気温については、2 地点間で差はなく、ほぼアメダス旭川に近い値であった。 

 

 

 

 

図 2.7-2 平均風速の推移 

図 2.7-4 最多風向の比較 
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■冬季調査結果 

Ks-1(河川敷)及び Ks-2(公園内)で実施した微気象調査の風速推移を図 2.7-6 に示す。 

2/15～2/22 の平均風速は、河川敷に近い Ks-1 で 1.4m/s、公園内 Ks-2 で 1.0m/s であった。 

参考に、最寄りの気象台であるアメダス旭川（地上 46.4m）は 2.7m/s である。 

風速における各調査箇所と旭川気象台の相関は、図 2.7-7 に示すとおり 2箇所とも概ね同様に相

関が得られた。 

最多風向は、図 2.7-8 のとおり Ks-1 が西北西、Ks-2 が北西でやや異なる結果となったものの、秋

季調査結果ほど 2地点間の差は現れなかった。また、静穏（calm）の出現率が、Ks-1 でほぼ 0%であ

るのに対し、Ks-2 では 38%であり、秋季同様公園内の地点では、河川敷と比較して静穏である。 

図 2.7-6（1）に示すように弱風では Ks-2 の公園内の風速が小さくなる傾向にあるが、風速 3m/s

以上の強風で 2地点間ではその差が少ない。図 2.7-6(2)に風向別に風速を示したが、北から西北西

の強風では公園内外で差はなく、公園の堤防側の樹林は北方向の強風に対し防風効果があまりない。 

気温については、図 2.7-9 のとおり 2 地点間の有意差はなく、ほぼアメダス旭川と同様であった。 
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図 2.7-7 Ks-1 と Ks-2 風速のメダス相関 

図 2.7-9 平均気温の推移
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—— ｱﾒﾀﾞｽ旭川 西，北北西

Calm 出現率 

Ks-1 0.6％ 

Ks-2 38.１％
石狩川の方向 

22.5

45

67.5

90

112.5

135

157.5

180

202.5

225

247.5

270

292.5

315

337.5

360

0 2 4 6 8 10

22.5

45

67.5

90

112.5

135

157.5

180

202.5

225

247.5

270

292.5

315

337.5

360

0 2 4 6 8 10

22.5

45

67.5

90

112.5

135

157.5

180

202.5

225

247.5

270

292.5

315

337.5

360

0 2 4 6 8 10
風速(m/s)

凡例 

Ks-1  

Ks-2  

ｱﾒﾀﾞｽ 

北 

 

北西

 

西 

 

南西

 

南 

 

南東

 

東 

 

北東



 61

■春季調査結果 

Ks-1(河川敷)及び Ks-2(公園内)で実施した微気象調査の風速推移を図 2.7-10 に示す。 

5/21～5/27 の平均風速は、河川敷 Ks-1 で 2.4m/s、公園内 Ks-2 で 2.0m/s であった。 

参考に、最寄りの気象台であるアメダス旭川（地上 46.4m）は 4.3m/s である。 

風速における各調査箇所と旭川気象台の相関は、図 2.7-11 に示すとおり Ks-1 よりも Ks-2 の方が

悪い傾向がある。これは、風速計の周辺の樹木による影響によりアメダスとは異なる傾向を示した

と考えられる。 

最多風向は、図 2.7-12 のとおり Ks-1 が北北東、Ks-2 が北でやや異なる結果となったものの、秋

季調査結果ほど 2地点間の差は現れなかった。また、静穏（calm）の出現率が、Ks-1 でほぼ 0%であ

るのに対し、Ks-2 では 7%であり、秋季調査及び冬季調査ほどの静穏の出現率ではないが公園内の地

点では、河川敷と比較して静穏である。 

図 2.7-10（1）に示すように、弱風では Ks-2 の公園内の風速が小さくなる傾向にある。風速 2m/s

以上の風では 2地点間の差が少ないが、全体的に公園内の風速が小さくなる傾向がある。 

図 2.7-10(2)に風向別に風速を示したが、公園内外で目立った差はなかった。 

気温については、図 2.7-13 のとおり 2地点間の差はなく、ほぼアメダス旭川と同様であった。 

 

図 2.7-10 平均風速の推移 

図 2.7-11 Ks-1 と Ks-2 風速のメダス相関

図 2.7-13 平均気温の推移

図 2.7-12 最多風向の比較

図 2.7-10(2) 風速ごとの風向発し状況 
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■夏季調査結果 

Ks-1(河川敷)及び Ks-2(公園内)で実施した微気象調査の風速推移を図 2.7-14 に示す。 

8/13～8/19 の平均風速は、河川敷 Ks-1 で 1.7m/s、公園内 Ks-2 で 0.6m/s であった。 

参考に、最寄りの気象台であるアメダス旭川（地上 46.4m）は 2.6m/s である。 

風速における各調査箇所と旭川気象台の相関は、図 2.7-15 に示すとおり Ks-1 よりも Ks-2 の方が

悪い傾向がある。これは、風速計の周辺の樹木による影響によりアメダスとは異なる傾向を示した

と考えられる。 

最多風向は、図 2.7-16 のとおり Ks-1 が西北西、Ks-2 が北西でやや異なる結果となったものの、

秋季調査結果ほど 2 地点間の差は現れなかった。また、静穏（calm）の出現率が、Ks-1 で 1.2％で

あるのに対し、Ks-2 では 10.1%であり、秋季調査及び冬季調査ほどの静穏の出現率ではないが公園

内の地点では、河川敷と比較して静穏である。 

図 2.7-14（1）に示すように、Ks-1 の河川敷よりも Ks-2 の公園内の風速が小さくなる傾向にある。 

図 2.7-10(2)に風向別に風速を示したが、公園内外で目立った差はなかった。 

気温については、図 2.7-13 のとおり 2地点間の差はなく、ほぼアメダス旭川と同様であった。 

 

 

 

図 2.7-14(1) 平均風速の推移 

図 2.7-15 Ks-1 と Ks-2 風速のアメダス相関 

図 2.7-17 平均気温の推移

図 2.7-16 最多風向の比較

図 2.7-14(2) 風速ごとの風向発生状況 

—— Ks-1 河川敷 西北西 

—— Ks-2 公園内  北西 

—— ｱﾒﾀﾞｽ旭川  西 
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針葉樹 オジロワシ、アカゲラ

落葉広葉樹

キジバト、トビ、コゲラ、アカゲラ、ヤマゲラ、モズ、カケス、
ハシブトガラ、オオムシクイ、エゾムシクイ、センダイムシク
イ、メジロ、ムクドリ、コムクドリ、アカハラ、コサメビタキ、キ
ビタキ、オオルリ、ニュウナイスズメ、カワラヒワ、マヒワ、
ベニヒワ、シメ、アオジ

生息利用環境 生息鳥類

オオハクチョウ、アオサギ、カワラバト、オオワシ、ハイタカ、ノスリ、トビ、チゴハヤブサ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、
ムクドリ、ツグミ、カワラヒワ

ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、コガモ、キンクロハジロ、ミコアイサ、カワアイサ、アオサギ、カワセミ、ショウドウツバメ

ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨ
ドリ、ゴジュウカラ、ツグ
ミ、イスカ

スズメ、ムクドリ、ハシボソガラ
ス、ハシブトガラス

上空

常磐公園 樹林

人工物

アオサギ、イソシギ、コチドリ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、キセキレイ、ヒバリ

ホオジロガモ、カワアイサ、オオセグロカモメ
石狩川

水域

水域

水際

3. 調査結果の総括 

3.1 常磐公園内及びその周辺の生物の利用状況  
■常磐公園の植生の水平的、垂直的な環境構造 

常磐公園の動植物の生息生育環境を検討するうえで、一年間の調査の結果を基に、常磐公園の現状

を想定した。 
常磐公園及びその周辺植生の水平的な分布状況や、垂直的な環境構造について図 3.1-1 に示すとと

もに、常磐公園の環境を利用している鳥類について、調査結果を取りまとめた。 
水平分布については、千鳥が池の広がりが水鳥、魚類等に利用されているが、同時に池につながる

水路が、魚類や昆虫類にも利用されている。また、高い位置ではあるが、公園内に点在する大木がオ

ジロワシをはじめとした鳥類の止まり木に利用されている。 
垂直分布としては、営巣木、樹洞及び、キツツキの穴などが、鳥類の繁殖やコウモリ類の塒などと

して利用されている。 
それらの状況を図 3.1-2 に示した。

石狩川 

常磐公園区域 

B ブロック 

A ブロック 水域（千鳥ヶ池） 

E ブロック E ブロック 

表 3.1-1 常磐公園の生息利用環境と生息鳥類 

図 3.1-1 常磐公園内の環境構造模式図 

鳥類：千鳥ｹ池を中心に水鳥が、休息や採餌時などに水平分布をしている。また、大木についても

オジロワシをはじめ、各種鳥類が大木の頂上付近や樹幹を利用している。垂直分布では大木を中

心に、樹洞の繁殖利用（ｱｶｹﾞﾗ、ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ、ｺﾑｸﾄﾞﾘ等）や架巣による繁殖（ﾄﾋﾞ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ等）の

利用に代表されるが、餌場や休息場として各種鳥類は垂直、水平ともに広い空間を利用している。

昆虫類：488 種の昆虫類が確認されたが、鳥類と同様に草地、水路等を水平に広く利用するとと

もに、樹幹部を垂直に利用している。 
魚類、両生類・爬虫類、哺乳類はほとんどの種が、公園内の水路、池、草地をはじめとした水平

分布となっている。 
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図 3.1-2 常磐公園内の樹木の利用状況 

ヤマコウモリねぐら 

№ 項目 樹種 利用種 備考

1 キツツキ穴 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

①利用痕跡なし

②利用痕跡なし

3 キツツキ穴 ｼﾛﾔﾅｷﾞ － 利用痕跡なし

4 キツツキ穴 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ － 利用痕跡なし

5 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ － 利用痕跡なし

6 キツツキ穴 ｽﾓﾓ(枯死木) － 利用痕跡なし

7 キツツキ穴 ﾔﾁﾀﾞﾓ － 利用痕跡なし

①7月：利用痕跡あり

②利用痕跡なし

9 キツツキ穴 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ ﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

10 キツツキ穴 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｱｶｹﾞﾗ 6月：営巣

11 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

12 樹洞 ｷﾀｺﾌﾞｼ － 利用痕跡なし

13 キツツキ穴 ﾄﾞﾛﾉｷ ﾑｸﾄﾞﾘ 6月：巣材持ち

14 樹洞 ﾐｽﾞﾅﾗ － 利用痕跡なし

15 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

16 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ － 利用痕跡なし

17 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ － 利用痕跡なし

18 キツツキ穴 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ － 利用痕跡なし

19 キツツキ穴 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ － 利用痕跡なし

20 キツツキ穴 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ － 利用痕跡なし

21 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ ﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

22 樹洞 ﾊﾙﾆﾚ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

ﾑｸﾄﾞﾘ ①7月：営巣

ﾔﾏｺｳﾓﾘ ②7-8月：ねぐら、コロニー

24 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ － 利用痕跡なし

ｺﾑｸﾄﾞﾘ ①6月：営巣

ﾔﾏｺｳﾓﾘ ②7-8月：ねぐら、コロニー

－ ①利用痕跡なし、7月樹洞塞がれる

ﾑｸﾄﾞﾘ ②7月：営巣

ﾔﾏｺｳﾓﾘ ③7-8月：ねぐら、コロニー

27 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

28 キツツキ穴 ﾖｰﾛｯﾊﾟｱｶﾏﾂ － 利用痕跡なし

29 樹洞 ﾄﾞﾛﾉｷ ﾑｸﾄﾞﾘ 6月営巣

30 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ － 利用痕跡なし

31 キツツキ穴 ｷｻｻｹﾞ ｽｽﾞﾒ、ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗ 6月、7月：巣立ち雛

32 キツツキ穴 ﾔﾁﾀﾞﾓ － 利用痕跡なし

33 樹洞 ﾄﾞﾛﾉｷ － 利用痕跡なし

34 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ － 利用痕跡なし

35 樹洞 ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ 6月：営巣

36 キツツキ穴 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ － 利用痕跡なし

37 キツツキ穴 ｼﾀﾞﾚﾔﾅｷﾞ － 利用痕跡なし

38 樹洞 ｼﾀﾞﾚﾔﾅｷﾞ － 利用痕跡なし

39 樹洞・キツツキ穴 ﾔﾁﾀﾞﾓ － 利用痕跡なし

40 キツツキ穴 ﾊﾙﾆﾚ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

41 キツツキ穴 ﾔﾁﾀﾞﾓ － 利用痕跡なし

42 樹洞・キツツキ穴 ｼﾀﾞﾚﾔﾅｷﾞ － 利用痕跡なし

43 樹洞 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｺﾑｸﾄﾞﾘ 6月：営巣

※：丸数字は樹洞ナンバー

23

25

26

キツツキ穴 ﾄﾞﾛﾉｷ －

8 樹洞 ﾔﾁﾀﾞﾓ ﾑｸﾄﾞﾘ

2

樹洞 ﾄﾞﾛﾉｷ

キツツキ穴・樹洞 ﾄﾞﾛﾉｷ

ﾄﾞﾛﾉｷ樹洞
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3.2 生態系の特性の把握 

 
(1)常磐公園の自然環境の概要 

1)植物 

・調査により 90 科 361 種を確認した。嵐山，突哨山，旭山など周辺の地区の平均確認種数 370 種

とほぼ同レベルの確認種数であり、この中にはレッドリスト掲載種が 8科 10 種確認された。 

・公園内重要種の大半は植栽種の可能性が高く、在来種と思われるのはヤマタニタデである。な

お、河川敷で確認したミクリ、オオアブノメも同様に在来種と考えられる。 

・植生環境としては、ドロノキ、ハルニレに代表される大木が多く、開園当初から生存している

とおもわれる大木もある。これらの存在が多くの生物の生息場となっている。 

・花壇には、園芸植物も多く、周辺には、オオハンゴンソウ（特定外来生物）も見られる。 

・公園内には、花壇だけでなく、外来の樹木も多く植栽されている。 

・公園管理として、ほとんどの地域において、下草の除草、落葉の清掃等を実施しており、ブッ

シュ（草原）や中低木などがみられない環境である。 

・堤防の一部のみ他と比較し刈り残された草本等がみられる。 

2)鳥類 

・調査により 27 科 63 種の鳥類を確認した。神居古潭，嵐山，突哨山など周辺の地域の 62 種から

97 種と同レベルの確認種数である。 

・環境省レッドリスト掲載種は、ミコアイサ、オジロワシ、オオワシ、ハイタカの 4種である。 

・公園内および隣接の石狩川堤外地では、8種について繁殖確認、14 種について繁殖が示唆され

た。公園内の大木の樹洞や枝に架巣し、繁殖する種が多かった。都市公園という局所的な環境

でありながら、常磐公園の貴重性、特異性を示す指標といえる。 

・季節によって、旅鳥、冬鳥、夏鳥等が多様にみられ、カモ類が集団渡来するなど、渡り鳥の中

継地、休息地となっている。 

・繁殖期の餌場として生態系上位種である、ハイタカやチゴハヤブサ、カワセミ等も飛来する。

冬には、カモ類やコイを目当てにオジロワシも見られる。 

3)哺乳類 

・足跡や食痕の調査により 5種の哺乳類を確認した。 

・これらはすべて在来種である。 

・環境省のレッドリストに掲載されているヤマコウモリが確認された。 

・ヤマコウモリはドロノキの樹洞 2 箇所をコロニーとして利用していた。 

・エゾリス、アカネズミ等、公園の樹木帯に依存する種のほか、キタキツネ等、河川をはじめと

した周辺からの移動個体も多いと考えられる。 

4)爬虫類・両生類 

・調査により爬虫類、両生類それぞれ 2種を確認した。 

・爬虫類のクサガメ、ミシシッピアカミミガメはともに外来種であり、千鳥ヶ池に放逐されたも

のが定着しているものと考えられる。 

・両生類のアマガエルとエゾアカガエルはともに在来種である。いずれも確認数も少なく、繁殖

が可能な水辺も見られない（池等の水域は魚類が多く、産卵地に適さない）。 

 

5)昆虫類 

・調査により 148 科 488 種(クモ類含む)の昆虫を確認した。嵐山，神居古潭，突哨山，旭山など

の地域の約700種から約 1400種に比べて確認種は少なく，特にガ類が少ないことが特徴である。 

・環境省レッドリスト等掲載種はチャイロスズメバチの 1 種である。 

・公園内の樹木、草を食草（餌）とする種と公園内の花をはじめとした餌資源に吸蜜に訪れる昆

虫類が多い。 

・除草や清掃などが頻繁に行われているため、公園内では歩行性の昆虫類は少ない傾向である。 

・公園内の樹木を食草としている種は安定した生息がみられ、個体数も多い。 

 

6)魚類・底生動物 

・調査により魚類 4 種と底生動物 2 種を確認した。 

・環境省レッドリスト等の掲載種について、キンブナ（魚）、ドジョウ(魚)、オオタニシ(底生)

の 3種が確認されているが、国内移入や雑種の可能性が高い。 

・もっとも多く確認された種（モツゴ）も国内移入種の可能性が高い。 

・公園内の千鳥ヶ池や周辺水路にはコイが多く生息している。 

 

7）土壌の状況 

・H25.10 月において公園内の 5 地点で調査を実施したが、どの地点においても、農作物の栽培条

件と照らし合わせても悪い状況ではない。 

・農作物栽培の観点からも施肥をせずに植物が生育できる条件（湿度、土壌栄養分、粒径等）が

整っている。 

・表土は 5～20 ㎝ほどの厚さであり、一部土壌については、焼却灰のようなゴミが堆積している

層がある。 

 

8)微気象 

・公園内、公園外（河川の高水敷）の調査を実施したが、強風の際は公園内外での差は少ない。 

・弱風の場合には、公園内の風速が小さくなる傾向がみられる。
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(2)公園内の生態系について 

常磐公園の生態系の特徴は以下のとおりである。 

・常磐公園は、街中にある都市公園で、林床は芝生や裸地など頻繁な管理が行われている。 

・植物のみで見ると確認種における外来植物の割合は 30.1％※と高い値を示している。加えて外

来種（特定外来生物、要注意外来生物）の確認も比較的多い。 

・しかし、現在みられる大木は、樹洞や樹幹が多くの動物の重要な生息環境および営巣環境とな

っている（樹洞で繁殖する鳥類、樹洞をねぐらにするヤマコウモリ、大木を食草とする昆虫類） 

・一方、常磐公園は石狩川に隣接、千鳥ヶ池と水辺が多くあることに特徴があり、千鳥ヶ池に集

まる水鳥（冬鳥）をはじめ、大木の頂上で探餌や休息をするオジロワシ、樹洞で繁殖する夏鳥

や留鳥がみられ、一帯の林帯では渡りの時期に森林性の鳥類が中継地利用するなど、季節に応

じた鳥類の良好な生息（繁殖や塒、休息を含む）環境になっている。 

・哺乳類に関しては、野生動物だけでなく、ネコ（飼猫・野良猫の餌付け）やイヌ（飼犬）も多

く、良い生息環境とは言い難いものの、キタキツネなどの河川からの移動個体が見られたり，

ヤマコウモリが樹洞をねぐらに利用したり，エゾリスやエゾアカネズミの生息を確認している。 

環境調査の結果を基に常磐公園の上位性、典型性、特殊性の観点から生態系の主な構成種に

ついて想定した。 

現在まで判明している、上位性、典型性、特殊性の該当種は以下のとおりである。 

■上位性：キタキツネ、オジロワシ、トビ、ハイタカ、チゴハヤブサ、ハシブトガラス、 

アオサギ、カワセミ 

■典型性： 

鳥類：マガモ（繁殖事例あり）、ムクドリ、コムクドリ、ニュウナイスズメ（樹洞内で繁殖）、

ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒヨドリ 

両生類・爬虫類・哺乳類 特に多い種類はないため、選定しない 

魚類：モツゴ（優占するが、国内移入種の可能性が高い） 

昆虫類 アリ科、ゴミムシ類、ヌカカ科（Forcipomyia 属）、ユスリカ科（Chironomidae spp） 

■特殊性： 

  哺乳類：ヤマコウモリ（コロニー3箇所） 

 以上の検討から、常磐公園の自然環境は以下のような特徴を持っているといえる。 

① 季節に応じた様々な生き物がみられるが、外来種も比較的多い。 

② 旭川市内においては、局所的ながら大木を中心にある程度の広がりのある緑地である。 

③ 大木や池等、本公園内で繁殖や採餌、休息する種も多く、動植物の重要な生息環境である。 

④ 都市部における重要な緑地帯となっている。 

⑤ 日々の公園管理やイベント祭りや人の利用も多い中で安定した動植物の生息・生育が確認

されている。 

3.3 みどりのネットワークとしての常磐公園の生態系の位置づけ 
公園周辺はほぼ市街地であり、約 5km 四方にはほとんど緑地はなく、樹林地も石狩川の河畔林が

ある程度である。 
緑が残されているのは石狩川沿いの地域のみであるが、石狩川の河岸沿いを利用する鳥や動物が緑

のネットワークの一部として、常磐公園を利用している。また、近隣で繁殖する鳥類（チゴハヤブサ

等）も公園内で採餌することが確認されている。 
常磐公園を利用している動物で、本調査で確認されたうち、広い範囲を移動する動物としては、哺

乳類では、キタキツネやヤマコウモリなどと、多くの渡り鳥がある。中には公園内の樹木の樹洞で繁

殖する種も見られる。 

そのような中で、「冬季には、オジロワシが公園内の針葉樹を止まり木、千鳥ヶ池を狩場としてい

ること」、「樹洞やその他樹木を利用する繁殖鳥類が多様で数多くいること」、「ヤマコウモリのコ

ロニーが見られること」などは、常磐公園の持つ良好な環境を示す指標ともなりえる。 
また、千鳥ヶ池は冬場でも全面的には凍結しないため、特にカモ類の休息地や餌場として、重要な

地域と考えられる。 
自然環境調査の結果からは、前述したような動物の利用（繁殖地や中継地、採餌場等）の観点から、

比較的良好な緑地としての機能を有していると考えられる。これらは、エコロジカル・コリドーの観

点からも他地域、周辺地域に生息する動物の移動のルートとして機能していると想定され、都市にお

ける重要な緑地（生態系）で

ある。 
常磐公園は、朝のラジオ体

操をはじめ、犬の散歩や各種

イベントなど、人々の利用も

大変多い公園であるが、大木

が比較的多く存在することで、

動植物にとって比較的良好な

生態系が保たれていると考え

られる。 
このような人々の利用の多

い都市公園でもあるにも関わ

らず、ある程度の動植物が安

定してみられる環境は、都市

の緑地の観点からも重要であ

ると考えられる。ただし、人々

の利用の観点からは、ドロノ

キをはじめとした大木の管理

（安全管理）については、伐

採時期や程度などをその状況

に応じて検討する必要がある。 
図 3.3-2 常磐公園と周辺緑地等の関係位置図 

周辺緑地間の移動 

・休息 
・採餌 
・繁殖 

※：多くの河川の帰化率は 20％前後で改修が行われていない箇所では帰化率は低くなる傾向がある（河川環境と水辺植
物：奥田他 1996） 

  東京都の場合には、都市化の進んだ都心部ほど帰化率は高くなっている（杉並区、目黒区で 14～15％、第 15 号埋
立地で 28.8％）（環境白書：平成元年） 
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3.4 他の都市公園や緑地との生物相の比較 
常磐公園の植物および鳥類について、旭川の動植物の文献（「旭川の動・植物 －目録・解説－ 

1991.3 旭川市」）との比較を行った。 
これらの結果から、常磐公園は、都市の一部ではあるものの、一部の生物（鳥類）にとっては、そ

の生息に重要な環境が保たれているということができる。 
 

3.4.1 植物 
文献における各地域の植物確認種を表 3.4-1 に示す。これに示す

ように各地区における植物確認種数は 305～434 種：平均 370 種で

あった。常磐公園における植物確認種数は 361 種であり、他地域と

は、ほぼ同様の確認種数であった。 
ただし、常磐公園確認種は、帰化植物率が 30.8％であり、他地域

の帰化植物率（8.3～12.1％）と比べても高い割合を示している。

これらは、管理を含め、人為的要素の強い環境と考えられるもので、

公園内の中低木の樹木や草地が少ないことからもうかがえる。 
 

被子植物
単子葉植物

科　　名 種　　　別

神
居
古
潭

嵐
　
山

江
丹
別

東
鷹
栖

神
楽
山

旭
　
山

台
　
場

米
　
飯

備　考

ガマ ガマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒルムシロ ヒルムシロ ○ ○

サジオモダカ ○
ヘラオモダカ ○ ○ ○
チシマザサ ○ ○ ○ ○
オクヤマザサ ○
クマイザサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオスズメノテッポウ ○ ○ ○ 帰化植物
スズメノテッポウ ○ ○ ○ ○
オオアワガエリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
コヌカグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ミヤマヌカボ ○
エゾヌカボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマヌカボ ○ ○
ヌカボ ○
ヤマアワ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワノガリヤス ○ ○
ヒメノガリヤス ○ ○ ○ ○ ○
カニツリグサ ○
コメススキ ○
イブキヌカボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クサヨシ ○ ○ ○ ○ ○
ハルガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
コウボウ ○ ○
ヤマカモジグサ ○ ○ ○ ○ ○
シバムギ ○ ○ ○ 帰化植物
アオカモジグサ ○
ホソムギ ○ ○ ○ 帰化植物
カモガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ヒロハノウシノケグサ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
オニウシノケグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
スズメノカタビラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオイチゴツナギ ○
オオスズメノカタビラ ○ 帰化植物
ヌマイチゴツナギ ○
イチゴツナギ ○
ナガハグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ドジョウツナギ ○ ○
ヒロハノドジョウツナギ ○
カラフトドジョウツナギ ○ ○ ○
ミヤマドジョウツナギ ○
コメガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホガエリガヤ ○ ○ ○ ○
ツルヨシ ○ ○ ○ ○ ○
ヨシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオニワホコリ ○
ネズミガヤ ○ ○
オオネズミガヤ ○ ○ ○ ○
コシノネズミガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エノコログサ ○ ○ ○ ○
アキノエノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キンエノコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌカキビ ○ ○ ○ ○ ○
メヒシバ ○ ○ ○ ○
アキメヒシバ ○ ○ ○
イヌビエ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タイヌビエ ○
ススキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソノゲムギ ○ 帰化植物
ウシクグ ○
タマガヤツリ ○
クロアブラガヤ ○
アブラガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウキヤガラ ○
サンカクイ ○
フトイ ○ ○
マツバイ ○
ハリイ ○
オオヌマハリイ ○ ○ ○ ○
オオカワズスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イトヒキスゲ ○ ○
ハクサンスゲ ○
サドスゲ ○ ○ ○ ○ ○
アズマナルコ ○ ○ ○
アゼスゲ ○ ○ ○ ○
ゴウソ ○ ○ ○
ヒメゴウソ ○ ○
ヒラギシスゲ ○ ○
ナルコスゲ ○ ○
キンチャクスゲ ○
ショウジョウスゲ ○ ○
シバスゲ ○
アオスゲ ○ ○ ○
ハガクレスゲ ○
オクノカンスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒロバスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒエスゲ ○ ○ ○ ○
ヒカゲスゲ ○ ○
サッポロスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グレーンスゲ ○ ○
ミヤマジュズスゲ ○
ヒゴクサ ○ ○ ○
ヒカゲシラスゲ ○ ○ ○
ヒメシラスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カサスゲ ○ ○ ○ ○ ○
オオカサスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビロードスゲ ○ ○ ○ ○ ○
コウライテンナンショウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミズバショウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ザゼンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメザゼンソウ ○ ○ ○

ツユクサ ツユクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌカボシソウ ○
スズメノヤリ ○
クサイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コウガイゼキショウ ○
ショウジョウバカマ ○ ○
バイケイソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タチギボウシ ○ ○
ゼンテイカ ○ ○ ○ ○
キバナノアマナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ギョウジャニンニク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマラッキョウ ○
エゾネギ ○
オオウバユリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クルマユリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カタクリ ○ ○ ○ ○ ○
キジカクシ ○ ○ ○
オオアマドコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバタケシマラン ○ ○ ○ ○ ○
ツバメオモト ○
ユキザサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイヅルソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホウチャクソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クルマバツクバネソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツクバネソウ ○ ○ ○
エンレイソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シロバナエンレイソウ ○ ○ ○
オオバナノエンレイソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シオデ ○
ハクサンチドリ ○
テガタチドリ ○
ノビネチドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオチドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒロハトンボソウ ○
エゾチドリ ○
オオヤマサギソウ ○
ササバギンラン ○ ○ ○
エゾスズラン ○ ○ ○ ○ ○
ネジバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アケボノシュスラン ○ ○
クモキリソウ ○ ○ ○
セイタカスズムシソウ ○
サルメンエビネ ○ ○ ○ ○ ○
サイハイラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コケイラン ○ ○ ○ ○ ○

カヤツリグサ

旭川市調査地域の植物分布表
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ヒトリシズカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フタリシズカ ○ ○ ○
ヤマナラシ ○ ○ ○ ○ ○
チョウセンヤマナラシ ○ ○
ドロヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タチヤナギ ○ ○ ○
エゾノバッコヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノキヌヤナギ ○
オノエヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イヌコリヤナギ ○ ○ ○ ○
エゾノカワヤナギ ○ ○
ネコヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クルミ オニグルミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サワシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アサダ ○ ○
ツノハシバミ ○ ○
ウダイカンバ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラカンバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダケカンバ ○ ○ ○
ケヤマハンノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマハンノキ ○ ○ ○
ハンノキ ○ ○ ○
ミズナラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カシワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハルニレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オヒョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマグワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カラハナソウ ○ ○ ○ ○
コバノイラクサ ○ ○ ○
エゾイラクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムカゴイラクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオミズ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマトキホコリ ○
アカソ ○ ○ ○ ○ ○
クサコアカソ ○ ○

ヤドリギ ヤドリギ ○ ○ ○
ウマノスズクサ オクエゾサイシン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメスイバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
スイバ ○
エゾノギシギシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ミズヒキ ○ ○
ミチヤナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハイミチヤナギ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
イシミカワ ○ ○ ○ ○
ママコノシリヌグイ ○
ミゾソバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アキノウナギツカミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タニソバ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオイヌタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サナエタデ ○ ○ ○
ヤナギタデ ○ ○ ○
ネバリタデ ○ ○ ○
ハルタデ ○
ハナタデ ○
イヌタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメタデ ○
ソバカズラ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ツルタデ ○ ○ 帰化植物
オオイタドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シロザ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コアカザ ○ 帰化植物
ウスバアカザ ○ 帰化植物

ヒユ アオゲイトウ ○ 帰化植物
スベリヒユ スベリヒユ ○ ○ ○ ○

ノハラツメクサ ○ ○ 帰化植物
ウスベニツメクサ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ツメクサ ○ ○ ○
オオヤマフスマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオミミナグサ ○ ○ ○ ○
ミミナグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウシハコベ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマハコベ ○ ○ ○
コハコベ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラオイハコベ ○ ○ ○
ノミノフスマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カラフトホソバハコベ ○ 帰化植物
ナンバンハコベ ○ ○
フシグロ ○
マツヨイセンノウ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ムシトリナデシコ ○ ○ ○ 帰化植物
ツキミセンノウ ○ ○ ○ 帰化植物
ノハラナデシコ ○ 帰化植物

カツラ カツラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アズマイチゲ ○ ○ ○ ○
キクザキイチゲ ○
ヒメイチゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾイチゲ ○ ○ ○ ○
ニリンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾキンポウゲ ○ ○
ハイキンポウゲ ○
キツネノボタン ○ ○ ○ ○ ○
フクジュソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アキカラマツ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾカラマツ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モミジカラマツ ○
オオレイジンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾトリカブト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ルイヨウショウマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカミノルイヨウショウマ ○ ○
サラシナショウマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバオウレン ○
リュウキンカ ○ ○
エゾノリュウキンカ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラネアオイ ○
ベニバナヤマシャクヤク ○ ○
ヒロハノヘビノボラズ ○ ○
ルイヨウボタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サンカヨウ ○ ○
ナンブソウ ○
ホオノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キタコブシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チョウセンゴミシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クサノオウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾエンゴサク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾキケマン ○ ○ ○ ○ ○ ○
グンバイナズナ ○ 帰化植物
ジャニンジン ○ ○
ヤマタネツケバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾワサビ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンロンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤウチソウ ○
イヌガラシ ○ ○ ○
スカシタゴボウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キレハイヌガラシ ○ ○ ○ 帰化植物
ナズナ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノイワハタザオ ○ ○ ○ ○
エゾハタザオ ○
エゾスズシロ ○
ハルザキヤマガラシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
セイヨウワサビ ○ ○ 帰化植物
ヒメアマナズナ ○ 帰化植物
ミツバベンケイソウ ○ ○ ○ ○
キリンソウ ○ ○ ○
ツルマンネングサ ○ 帰化植物

旭川市調査地域の植物分布表

センリョウ

ヤナギ

カバノキ

ブナ

ニレ

クワ

イラクサ

キンポウゲ

アカザ

タデ

ナデシコ

メギ

モクレン

ケシ

アブラナ

ベンケイソウ

双子葉植物（離弁花）

科　　名 種　　　別

神
居
古
潭

嵐
　
山

江
丹
別

東
鷹
栖

神
楽
山

旭
　
山

台
　
場

米
　
飯

備　考

トリアシショウマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾクロクモソウ ○ ○
フキユキノシタ ○
ヤマハナソウ ○ ○ ○
ダイモンジソウ ○
マルバネコノメ ○
チシマネコノメ ○ ○
ネコノメソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツルネコノメソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ズダヤクシュ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウメバチソウ ○
イワガラミ ○ ○ ○ ○ ○
ゴトウヅル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノリウツギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾアジサイ ○ ○ ○
トガスグリ ○
エゾシモツケ ○ ○ ○ ○ ○
マルバシモツケ ○
ホザキナナカマド ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマブキショウマ ○ ○ ○ ○ ○
エゾヘビイチゴ ○ ○ 帰化植物
ノウゴウイチゴ ○
ヒメヘビイチゴ ○ ○ ○ ○ ○
キジムシロ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバツチグリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノミツモトソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
コキンバイ ○ ○ ○ ○
ダイコンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオダイコンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カラフトダイコンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラジロエゾイチゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナワシロイチゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エビガライチゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コガネイチゴ ○
ヒメゴヨウイチゴ ○ ○
オニシモツケ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノシモツケソウ ○ ○ ○
ナガボノシロワレモコウ ○ ○ ○
キンミズヒキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマハマナス ○ ○
オオタカネイバラ ○ ○ ○ ○
エゾヤマザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマザクラ ○ ○ ○
シウリザクラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノウワミズザクラ ○ ○ ○ ○
クロミサンザシ ○
エゾノコリンゴ ○ ○
ナナカマド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アズキナシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イヌエンジュ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾヤマハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メドハギ ○
ヌスビトハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クサフジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クズ ○ ○ ○ ○
ウスバヤブマメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムラサキツメクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
タチオランダゲンゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
シロツメクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
クスダマツメクサ ○ 帰化植物
ムラサキウマゴヤシ ○ 帰化植物
コメツブウマゴヤシ ○ 帰化植物
イタチハギ ○ 帰化植物
チシマフウロ ○
イチゲフウロ ○ ○ ○ ○
ゲンノショウコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コミヤマカタバミ ○ ○ ○
カタバミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾタチカタバミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キハダ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツルシキミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ニガキ ニガキ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメハギ ヒメハギ ○

エゾユズリハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エノキグサ ○ ○ ○ ○
ナツトウダイ ○ ○ ○

ツゲ フッキソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツタウルシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマウルシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌルデ ○
イヌツゲ ○ ○ ○ ○
ハイイヌツゲ ○ ○ ○ ○ ○
ツルツゲ ○ ○ ○ ○ ○
ツルウメモドキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コマユミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツルマサキ ○ ○
マユミ ○ ○ ○
ヒロハツリバナ ○ ○ ○
ツリバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオツリバナ ○ ○ ○
クロツリバナ ○

ミツバウツギ ミツバウツギ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハウチワカエデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマモミジ ○ ○ ○
イタヤカエデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカイタヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オガラバナ ○
ミネカエデ ○
トネリコバカエデ ○
キツリフネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツリフネソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマブドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノブドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバボダイジュ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シナノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サルナシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マタタビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤママタタビ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トモエソウ ○ ○ ○ ○
コゴメバオトギリ ○ ○ 帰化植物
オトギリソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マルバケスミレ ○
スミレ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマスミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノタチツボスミレ ○ ○ ○ ○
アイヌタチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○
オオタチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タチツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○
オオバタチツボスミレ ○ ○
ツボスミレ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キバナノコマノツメ ○
オオバキスミレ ○ ○ ○
カラスシキミ ○ ○
ナニワズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミソハギ エゾミソハギ ○
ウリノキ ウリノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウシタキソウ ○ ○ ○ ○ ○
ミズタマソウ ○ ○ ○ ○
タニタデ ○ ○ ○ ○
ミヤマタニタデ ○ ○ ○
ヤナギラン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾアカバナ ○
イワアカバナ ○ ○ ○ ○ ○
アカバナ ○ ○ ○
カラフトアカバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メマツヨイグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
タラノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケヤマウコギ ○ ○ ○
コシアブラ ○ ○ ○ ○
ハリギリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオチドメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウマノミツバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シャク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブニンジン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブジラミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミツバ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セリ ○ ○ ○ ○ ○
セントウソウ ○
ドクゼリ ○ ○
オオバセンキュウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾニュウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノヨロイグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオハナウド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノラニンジン ○ 帰化植物
ミズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゴゼンタチバナ ○

旭川市調査地域の植物分布表

ユキノシタ

バラ

マメ

フウロソウ

カタバミ

ミカン

ウルシ

モチノキ

ニシキギ

トウダイグサ

カエデ
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双子葉植物（合弁花）

科　　名 種　　　別

神
居
古
潭

嵐
　
山

江
丹
別

東
鷹
栖

神
楽
山

旭
　
山

台
　
場

米
　
飯

備　考

ジンヨウイチヤクソウ ○ 　 　 　 　 ○ 　 　
コバノイチヤクソウ ○ ○
イチヤクソウ ○ ○
ベニバナイチヤクソウ ○ ○ ○
コイチヤクソウ ○ ○
ウメガサソウ ○ ○ ○
オオウメガサソウ ○
ギンリョウソウ ○
イソツツジ ○
コヨウラクツツジ ○ ○
ハナヒリノキ ○ ○ ○ ○
イワツツジ ○
オオバスノキ ○ ○ ○
スノキ ○
アクシバ ○ ○ ○
ツマトリソウ ○
ヤナギトラノオ ○
クサレダマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コナスビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾオオサクラソウ ○ ○

ハイノキ サワフタギ ○
エゴノキ ハクウンボク ○ ○ ○ ○ ○

ミヤマイボタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハシドイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤチダモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオダモ ○ ○
フデリンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾリンドウ ○
ツルリンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガガイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イケマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シロバナカモメヅル ○
オオカモメヅル ○

ヒルガオ ヒルガオ ○ ○ ○ ○
オニルリソウ ○
ワスレナグサ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ヒレハリソウ ○ ○ ○ 帰化植物

クマツヅラ クサギ ○
ニシキゴロモ ○ ○ ○ ○
ツルニガクサ ○ ○ ○ ○
ヒメナミキ ○
エゾタツナミソウ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマタツナミソウ ○ ○ ○ ○ ○
ナミキソウ ○
カワミドリ ○ ○ ○
ミソガワソウ ○
カキドオシ ○ ○ ○
ウツボグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チシマオドリコソウ ○ ○ 帰化植物
エゾイヌゴマ ○ ○ ○ ○
オドリコソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾシロネ ○ ○ ○ ○ ○
コシロネ ○ ○ ○ ○
クルマバナ ○ ○ ○
ヤマクルマバナ ○ ○
ミヤマトウバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハッカ ○ ○ ○
ナギナタコウジュ ○ ○ ○
イヌホオズキ ○ ○ ○
オオマルバノホロシ ○ ○
ヤマホロシ ○
ヨウシュチョウセンアサガオ ○ 帰化植物
ミゾホオズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トキワハゼ ○
アゼナ ○
タチイヌノフグリ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
オオイヌノフグリ ○ ○ 帰化植物
エゾノカワジサ ○ ○
クガイソウ ○ ○ ○ ○
シロバナモウズイカ ○ 帰化植物
ビロードモウズイカ ○ ○ 帰化植物

ハエドクソウ ハエドクソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘラオオバコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
エゾカワラマツバ ○ ○ ○
オククルマムグラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソバノヨツバムグラ ○
オオバノヤエムグラ ○ ○ ○ ○
エゾノヨツバムグラ ○ ○ ○ ○
オオバノヨツバムグラ ○
エゾキヌタソウ ○ ○
クルマバソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾニワトコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カンボク ○ ○ ○ ○
オオカメノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガマズミ ○
ミヤマガマズミ ○ ○ ○ ○
ウコンウツギ ○

レンプクソウ レンプクソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オトコエシ ○ ○ ○
オミナエシ ○ ○ ○
ミヤマニガウリ ○ ○ ○ ○ ○
アマチャヅル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツリガネニンジン ○ ○ ○ ○ ○ ○
タニギキョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツルニンジン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメチチコグサ ○ ○ ○
エダウチチチコグサ ○ ○ 帰化植物
ヤマハハコ ○ ○ ○ ○ ○
カワラハハコ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カセンソウ ○ ○
ヤブタバコ ○ ○ ○ ○ ○
コヤブタバコ ○ ○ ○ ○
ミヤマヤブタバコ ○ ○ ○
センボンヤリ ○ ○
ブタクサ ○ 帰化植物
ヒヨドリバナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨツバヒヨドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コガネギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セイタカアワダチソウ ○ ○ 帰化植物
オオアワダチソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ヒメジョオン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ヒメムカシヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
シラヤマギク ○ ○ ○
エゾゴマナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノコンギク ○ ○ ○
ユウゼンギク ○ ○ ○ ○ 帰化植物
アキタブキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノボロギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ハンゴンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミミコウモリ ○ ○
コモチミミコウモリ ○
ヨブスマソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソバエゾノコギリソウ ○
セイヨウノコギリソウ ○ ○ ○ 帰化植物
トキンソウ ○
コシカギク ○ ○ 帰化植物
オトコヨモギ ○ ○
オオヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノブキ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカセンダングサ ○ ○ 帰化植物
タウコギ ○
エゾノタウコギ ○
タカアザミ ○ ○ ○ ○
チシマアザミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾノサワアザミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカオニアザミ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
エゾノキツネアザミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コウゾリナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソバコウゾリナ ○ ○
エゾタンポポ ○ ○ ○ ○ ○
セイヨウタンポポ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
アカミタンポポ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ヤナギタンポポ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コウリンタンポポ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
イワニガナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハナニガナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アキノノゲシ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマニガナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トゲチシャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ハチジョウナ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノゲシ ○ ○ ○ ○
オニノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
オニタビラコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フランスギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
ブタナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
オオハンゴンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 帰化植物
キヌガサギク ○ 帰化植物
キクイモ ○ ○ 帰化植物
カミツレモドキ ○ ○ 帰化植物
ヤネタビラコ ○ 帰化植物

旭川市調査地域の植物分布表
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表 3.4-1 旭川地区植物一覧 
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神居古潭 嵐山 江丹別 東鷹栖 神楽 旭山周辺 台場 米飯 牛朱別川 常盤公園 合計

森 47 43 42 44 41 38 38 52 10 23 65

里 14 14 13 13 9 13 10 9 12 14 15

原 14 13 10 11 7 11 9 10 10 3 15

水+海 22 7 6 7 7 9 5 4 11 22 32

97 77 71 75 64 71 62 75 43 62 127

※　森：森林の鳥　　里：住宅・農耕地の鳥　　原：原野の鳥　　水+海：水辺の鳥+海辺の鳥
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神居古潭 嵐山 江丹別 東鷹栖 神楽 旭山周辺 台場 米飯 牛朱別川 常盤公園

森 里 原 水+海

備考らん：a：繁殖しているもの
　　　　　　　 b：繁殖の可能性はあるが未確認のもの
                c：繁殖の可能性がないか不明のもの

調  査  地  域 東鷹栖 神楽 台場 米飯 牛朱別川

調  査  年　度 1981 1989 1982 1988 1983 1984 1985 1989 1986 1987 1989 2013-14

a b c a b c
1 カイツブリ Podiceps ruficollis ○ ○ 水 夏
2 アカエリカイツブリ Podiceps grisegena ○ ○ 水 夏
3 カワウ Phalacrocorax carbo ○ 水 夏
4 アオサギ Ardea cinerea ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏
5 オオハクチョウ Cygnus cygnus ○ 水 旅(冬)
6 オシドリ Aix galericulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏
7 マガモ Anas platyrhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 留(冬)
8 カルガモ Anas poecilorhyncha ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏(留)
9 コガモ Anas crecca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 冬(留)

10 ヒドリガモ Anas penelope ○ ○ ○ 水 冬(旅)
11 オナガガモ Anas acuta ○ 水 旅(冬)
12 ホシハジロ Aythya ferina ○ ○ 水 旅
13 キンクロハジロ Aythya fuligula ○ ○ ○ 水 旅(冬)
14 シノリガモ Histrionicus histrionicus ○ ○ 海 冬(留)
15 ホオジロガモ Bucephala clangula ○ ○ ○ ○ 海 冬
16 ミコアイサ Mergus albellus ○ ○ ○ 水 冬(留)
17 カワアイサ Mergus merganser ○ ○ ○ ○ 水 留
18 トビ Milvus migrans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留
19 オジロワシ Ｈａｌｉａｅｅｔｕｓ　ａｌｂｉｃｉｌｌａ ○ ○ ○ 水 留(冬)
20 オオワシ Haliaeetus pelagicus ○ 水 冬
21 オオタカ Accipiter gentilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留(夏)
22 ハイタカ Accipiter nisus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏(留)
23 ノスリ Buteo buteo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 留
24 クマタカ Spizaetus nipalensis ○ ○ 森 留
25 チゴハヤブサ Falco subbuteo ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
26 エゾライチョウ Ｔｅｔｒａｓｔｅｓ　ｂｏｎａｓｉａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
27 キジ Phasianus colchicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 留
28 バン Gallinula chloropus ○ ○ 水 夏
29 コチドリ Charadrius dubius ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏(留)
30 キアシシギ Tringa brevipes ○ ○ 水 旅
31 イソシギ Tringa hypoleucos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏
32 ヤマシギ Scolopax rustico la ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
33 オオジシギ Gallinago hardwickii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
34 オオセグロカモメ Larus schistisagus ○ 海 留
35 ドバト Columba livia var.domesticus ○ ○ 里 留
36 キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
37 アオバト Sphenurus sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
38 ジュウイチ Cuculus fugax ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
39 カッコウ Cuculus canorus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
40 ツツドリ Cuculus saturatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
41 トラフズク Asio otus ○ ○ 森 夏(留)
42 コノハズク Otus scops ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
43 オオコノハズク Otus bakkamoena ○ ○ ○ 森 留
44 フクロウ Strix uralensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
45 ヨタカ Caprimulgus indicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
46 ハリオアマツバメ Chaetura caudacuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
47 アマツバメ Apus pacificus ○ ○ 森 夏
48 ヤマセミ Ceryle lugubris ○ ○ 水 留
49 アカショウビン Halcyon coromanda ○ ○ ○ 水 夏
50 カワセミ Alcedo atthis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏(留)
51 アリスイ J ynx torquilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
52 ヤマゲラ Picus canus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
53 クマゲラ Dryocopus martius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
54 アカゲラ Dendrocopos major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
55 オオアカゲラ Dendrocopos leucotos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
56 コゲラ Dendrocopos kizuki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
57 ヒバリ Alauda arvensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
58 ショウドウツバメ Riparia riparia ○ ○ ○ 水 夏
59 キセキレイ Motacilla cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏
60 ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水 夏(留)
61 セグロセキレイ Motacilla grandis ○ ○ 水 夏(留)
62 ビンズイ Anthus hodgsoni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
63 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留
64 モズ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
65 アカモズ Lanius cristatus ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
66 カワガラス Cinclus pallasii ○ ○ ○ ○ ○ 水 留
67 ミソサザイ Troglodytes troglodytes ○ ○ ○ ○ 森 留
68 カヤクグリ Prunella rubida ○ ○ 森 夏(留)
69 コマドリ Erithacus akahige ○ ○ 森 夏
70 ノゴマ Erithacus calliope ○ ○ 原 夏
71 コルリ Erithacus cyane ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
72 ルリビタキ Tarsiger cyanurus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
73 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ○ ○ 森 旅(冬)
74 ノビタキ Saxicola torquata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
75 マミジロ Turdus sibiricus ○ ○ ○ 森 夏
76 トラツグミ Turdus dauma ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏(留)
77 クロツグミ Turdus cardis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
78 アカハラ Turdus chrysolaus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
79 シロハラ Tudus pallidus ○ ○ 森 旅
80 ツグミ Turdus naumanni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 冬(旅)
81 ヤブサメ Cettia squameiceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
82 ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
83 エゾセンニュウ Locustella fascio lata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
84 コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps ○ ○ ○ ○ 原 夏
85 オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
86 メボソムシクイ Phylloscopus borealis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 旅(夏)
87 エゾムシクイ Phylloscopus tenellipes ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
88 センダイムシクイ Phylloscopus occipitalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
89 キクイタダキ Regulus regulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
90 キビタキ Ficedula narcissina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
91 オオルリ Cyanoptila cyanomelana ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
92 サメビタキ Muscicapa sibirica ○ ○ ○ 森 夏
93 コサメビタキ Muscicapa latirostris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
94 エナガ Aegithalos caudatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
95 ハシブトガラ Parus palustris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
96 コガラ Parus montanus ○ ○ 森 留
97 ヒガラ Parus ater ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
98 ヤマガラ Parus varius ○ ○ ○ ○ 森 留
99 シジュウカラ Parus major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留

100 ゴジュウカラ Sitta europaea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
101 キバシリ Certhia familiaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
102 メジロ Zosterops japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏(留)
103 ホオジロ Emberiza cioides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏(留)
104 ホオアカ Emberiza fucata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
105 カシラダカ Emberiza rustica ○ ○ ○ ○ ○ 原 旅
106 アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏
107 クロジ Emberiza variabilis ○ ○ ○ 森 夏
108 アトリ Fringilla montifringilla ○ ○ ○ ○ ○ 森 冬(旅)
109 カワラヒワ Carduelis sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)
110 マヒワ Carduelis spinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留(冬)
111 ベニヒワ Acanthis flammea ○ ○ ○ 森 冬
112 アカマシコ Carpodacus erythrinus ○ ○ 森 冬
113 ギンザンマシコ Pinicola enucleator ○ ○ 森 冬(留)
114 イスカ Loxia curvirostra ○ ○ ○ ○ 森 冬(留)
115 ナキイスカ Loxia leucoptera ○ ○ 森 冬
116 ベニマシコ Uragus sibiricus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 夏(留)
117 ウソ Pyrrhula pyrrhula ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留(冬)
118 イカル Eophona parsonata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 夏
119 シメ Coccothraustes coccothraustes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)
120 ニュウナイスズメ Passer rutilans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
121 スズメ Passer montanus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留
122 コムクドリ Sturnus philippensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏
123 ムクドリ Sturnus cineraceus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 夏(留)
124 カケス Garrulus glandarius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 森 留
125 ホシガラス Nucifraga caryocatactes ○ ○ 森 留
126 ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留
127 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 里 留
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3.4.2 鳥類 
文献における他地域の鳥類確認種について表 3.4-2、生活区分別の構成を表 3.4-3 および図 3.4-1 に

示す。 
 
常磐公園以外では合計 120 種の鳥類が確認されており、常磐公園で確認した 62 種を合わせると合

計 127 種となった。なお、常磐公園のみで確認された種は、カワウ、オオワシ、オオハクチョウ、オ

ナガガモ、オオセグロカモメ、ドバト、セグロセキレイの 7 種である。これらの種は、水辺周辺で確

認されることが多い種で、他の地域と異なり、常磐公園は河川(石狩川)に隣接した環境であることが

一要因であると考えられる。 
以下、図表に示したように、常磐公園では、他地区に比べて「森林の鳥」がおよそ半数程度と少な

く、「原野の鳥」が少ない（3 分の 1 程度）結果となったものの、「水辺の鳥」は多く見られ、「住

宅・農耕地の鳥」は同程度であった。都市公園の局所的な環境でありながら、種数は全地区合計の半

数程度、各地区と比較しても同程度であり、種の構成も多様で、鳥類にとって貴重な環境であること

が証明された。 
常磐公園で確認の無かった、もしくはほとんど見られなかった種は、高山、深山、原野、草原に依

存する種であるが、これらの環境は常磐公園にはほとんど無いことが要因である。 
一方で、常磐公園では、明るい林に生息する種、止水域を飛来地とするカモ類、魚介食性の種、都

市型鳥類、樹洞営巣種については多く見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3.4-3 旭川地区生息鳥類 生活区分種数構成比較 

図 3.4-1 旭川地区生息鳥類 生活区分種数構成比較 

表 3.4-2 旭川地区生息鳥類一覧 
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3.5 今後の対応 
平成 25 年 10 月から平成 26 年 9 月までの 1 年間を通じた調査（環境調査：以下同じ）の実施によ

り、これまでにはっきりしていなかった常磐公園の自然環境の概要が把握された。今後の公園管理に

あたっては、環境調査結果を基礎資料として、活用し、必要な検討を行っていく必要がある。 

3.5.1 常磐公園改修等各種事業実施における動植物への影響検討 
 常磐公園では、日々の管理の他に堤防の改修に伴う植栽検討や各種施設の追加に伴う工事（この

ような各種工事を以下「事業」とする）が実施されている。 
今後、各種事業の実施にあたっては、以下の点に着目し、事前に公園内の動植物への影響を検討

し、必要な保全対策等を検討する。 
・事業（工事・管理)の詳細（対象範囲、規模、実施時期等の状況） 
・事業により影響を受ける動植物（特に重要種や生態系の注目種等）の有無の検討 
影響が予想される場合には、影響の最小化を検討するとともに、必要な保全対策、モニタリング

調査を検討し事業を実施する。 

3.5.2 事業後のモニタリング等の実施 
 平成 26 年 11 月に常磐公園北側の石狩川の堤防改修に伴い、公園内の堤防部分の工事が開始され

た。事業の対象となる地区は、環境調査の調査地区の一部となっている。本地区については、調査結

果を参考に、市民の協力を得て具体的な植栽計画等を検討し、実行していく予定である。 
 堤防部分の工事及び植栽の終了後は、周辺生態系への影響を検討するため、公園内や石狩川の環境

との調和や植栽樹木の状況等をモニタリングし、今後の公園の管理に活かしていく必要がある。 
事業に伴うモニタリング対象範囲は、公園や石狩川の環境に対して狭いことが多いため、調査結果

の中から項目を絞った個別モニタリングを実施していくこともモニタリングの一つの考え方である。

なお、モニタリングの対象項目や実施体制、具体的費用は、事業や管理の状況に応じて再度検討する。 

(1) 全体調査（案） 
本年度までに実施した環境調査の結果、常磐公園の動植物の状況についてある程度まとまった調

査結果が得られた。今後、公園の管理や各種事業が実施される中で、公園の環境変化や事業の影響

等について検討、考察し、動植物や公園生態系への配慮等、公園管理に活かしていくために全体調

査を実施する。なお、調査は、国土交通省の河川水辺の国勢調査の調査期間を例に 10 年程度のサ

イクルで動植物の生息・生育状況を調査し、公園の環境変化を記録・考察することが望ましい。 

(2) 個別のモニタリング調査（案） 
全体調査は、ある程度の期間をおいた調査を前提とするものとするが、管理や事業を行いながら、

モニタリングが必要となる内容もあると考えられるため、それらの調査項目及び内容を以下に示す。 

1) 植物調査 
① 調査目的：植栽等の実施による、植生環境の回復、生育状況等を調査、把握する。 
② 調査期間：工事等の終了直後の様子を記録するとともに、1 年後の調査を行い、その後 5～  

10 年後の調査を実施し、植栽樹種、植生の状況を把握する。 
③ 調査時期：調査は、春季、夏季、秋季を基本とする。 
④ 調査対象：調査対象種は、残存木、植栽樹種、その他の植物とし、その生育状況等を記録し、  

必要に応じて保全対策を検討することとする。 
⑤ とりまとめ：調査結果を参考に、公園整備、管理の方法等について検討する。 

2) 動物調査 
①  調査目的：事業や公園の管理による動植物への影響把握を目的に調査を実施する。 
②  調査期間：事業の影響については、事業終了直後 1 年後の調査を行い、その後 5～

10 年後   
の調査を実施し、対象となる項目の状況を把握する。 
③  調査時期：春季、夏季、秋季、冬季（調査対象により不要のものもある）を基本と

する。 
④  調査対象及び調査内容(案)：調査対象種及び調査内容、調査期間等を状況に応じ選定

する。 
・鳥類 

千鳥ヶ池を中心に確認される鳥類と繁殖期には樹洞の利用の有無について記録し、公園

の現状評価や事業の影響等を検討する。なお、調査は市民の探鳥会のデータなども調査結

果としてしてもよい。 
・哺乳類 

哺乳類の痕跡について、調査を行う。ただし、公園利用者も多いことから、アンケート

等を用い、リスやキツネなどの痕跡、目撃情報を収集し、調査結果として記録してもよい

と考えられる。（これらは鳥類の目撃情報についても同様である。※） 
・哺乳類（コウモリ類） 

環境調査によって確認されたねぐらの利用状況について確認し、公園の環境の変化につ

いて評価する。なお、コウモリに関しては地元の自然観察会などの状況を調査結果の代わ

りとしてもよい。 
・昆虫類： 

   管理や事業の実施後数年の間に、事業後の調査を行い、本年度の調査結果と種数や構成

種を比較し、回復状況や影響の有無等について検討する。 
注：両生類や爬虫類については、これまでの確認が少ないこと、外来種等が主な生息種であることから、

哺乳類や鳥類調査の際に確認されたものを記録とする。魚類に関しては、在来種が生息していないと考えら

れることから、調査対象として選定しない。ただし、他の調査項目の際に確認されたものは記録として残す

こととする。 

⑤ とりまとめ：調査結果を参考に、公園整備、管理の方法等について検討する。 
   ※：調査期間からは外れているため、本報告内には記述せず、参考記録として添付したが、平成 27 年 2 月 4 日に

常磐公園内図書館にぶつかった「クマゲラ」の死体が習得された。このような記録を蓄積していくことが必

要である。 

3.5.3 常磐公園の管理や改修内容に関する検討 
 環境調査により常磐公園の概要が把握され、それらをもとに堤防改修に関連し、市民の意見を聞

きながら植栽計画を検討している（常磐公園植栽計画(案)）。その中では、常磐公園の将来像を見

据えた植栽について議論されている。また、植栽対象以外の地区も含めた常磐公園全域の管理や整

備に関しては、以下の視点を考慮し、今後検討していくことが必要であると考えられる。 

・公園全体を動植物の生息・生育環境として意識した管理の検討（伐採対象木、時期の選定等） 

・低管理、無管理地区（草地やブッシュ環境の創出）の確保による植物の自然更新の推進、水辺環

境の多様化などによる多様な動植物の生息・生育環境の創出 

・動植物の生息環境確保、木陰の創出など人々の利用に配慮した樹木の更新 

・動物の生息を考慮した植栽の検討（実のなる在来種、チョウなど昆虫類の食草等） 

・住民の協力による公園管理の実施（花壇の整備、植物外来種の駆除等） 

これらを基本的な考え方として整備を実施することにより、石狩川をはじめ、周辺緑地との連続

性を保つとともに、人々の利用がありながら多様な動植物が生息・生育する常磐公園になると考え

られる。 
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3.5 参考記録：常磐公園自然環境調査 調査期間外の重要な種の追加記録 

 
クマゲラ（鳥類） 
① 指定状況 
・「国の天然記念物」 
・「レッドデータブック 2014 ―日本の絶滅のおそれのある野生生物― 2 鳥類」（環境省、

2014.09）の絶滅危惧Ⅱ類（VU：絶滅の危険が増大している種） 
・「北海道の希少野生生物北海道レッドデータブック 2001」（北海道）絶滅危急種（Vu：絶滅

の危機が増大している種または亜種） 
 
② 確認状況 

拾得日時：2015 年 2 月 4 日  
場所：旭川市常磐公園 旭川市中央図書館 入り口プロムナード上 
発見、拾得者：図書館(職員) 
拾得時の状況：2 月 4 日朝、個体は凍っていた。 
（おそらく中央入口プロムナード上の窓ガラスに衝突墜落したと思われる。2 月 3 日には

なかったことから、2 月 3 日夜間から 2 月 4 日早朝にぶつかったと推定される。朝の気

温はマイナス 21 度近くあったため、凍ったと考えられる）。 
測定記録：クマゲラ♀、体長 41,5cm、体重 325g、翼長 24,5cm、嘴峰長 6,5cm、尾長 17,5cm。 
 

③ 個体写真等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真解説 
写真左上：全身写真 
写真右上：頭部拡大写真 
写真左下：ぶつかったと想定されるガラ

ス面 


